















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幼い時から仮想世界は私のすぐ傍そばにあった。

　少し大きめな機械の箱に、頭の半分を覆おおうギアと呼ばれる被かぶり物もの。それさえあれば、この世界とは違う世界に飛びたてる。

　特に、オフラインの格闘ゲームなんて最高だ。

　古き良き、コマンド入力なんて必要もない。レバーもボタンもテンキーもそこにはなく、アーケードスティックもコントローラーも存在しない。あるのは相手ＡＩと自分の身体だけだ。

　煩わずらわしい人間関係など気にもせず、荒廃した世界で、あるいは山岳地帯や森林地帯のステージでＡＩのキャラと殴なぐり合あう。

　殴られる衝撃、蹴けりつける感触、躱かわし、躱される焦しよう燥そう感かんと勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうする感情。全てリアルで、自分の生を実感できた。

　もちろん、厳密には創り物ということになるのだけれど、それでも仮想世界で遊ぶのは楽しかった。

　──そう、現実世界を疎おろそかにする程度には。

「なーに、この通知表。あんた、普段どんな風に学校で過ごしてるの？」

「え……」

　刑事ドラマを垂れ流していたテレビから視線を変えると、目の前に不機嫌そうなお母さんが立っていた。手には氏名欄に『伊い海かい田だ杏きよう子こ』と書かれ広げられた通知表。

　そこに並べられた数字はどれも平均より少し上で、取り立てて問題視するようなところは……あ。

「『──杏子さんはもう少し、特定の人と仲良くしましょう。誰かに話しかけるといいかもしれませんね』……なにこれ？」

　どうやらお母さんが気になったのは、担任からの一言という項目らしい。まったく、私のクラスの担任にはデリカシーというものがない。

「あんた、高校の一学期が終わったけど学校に友達いるの？　そう言えば学校の様子とか聞いたことがないんだけど」

「い、いるよ。よくご飯食べる子がいる」

「……そうなの？　本当に？」

「う、うん」

　私の言葉を疑うようにジト目で見てくるお母さん。噓は言っていない。ただその相手が学校の体育倉庫裏に棲すみ付ついている猫というだけだ。人間じゃなくても、友達は友達だ。

「母さん知ってるんだからね。あんたがＶＲでオフラインの格闘ゲームばっかりしてること。そんなんじゃ友達なんてできないわよ？」

「そ、それは関係ないじゃん」

「そんなんだから身長伸びないのよ」

「そ、それはもっと関係ないじゃんっ！」

　自分の低身長を棚に上げ、私に暴言を吐いてくるお母さん。たしかにＶＲゲームのやりすぎは、身体の成長を阻そ害がいするというデータも出ている。けど、私が高校一年生にもなって身長一四○センチメートルに満たないのは、どう考えても遺伝のせいだ。私もＶＲも悪くない。

「とにかく、あんたはしばらくＶＲゲームはやめなさい」

「えぇっ！」

　なんという残ざん酷こくな仕打ち。それは、私に「死ね」と言っているようなものだ。小学生の頃からＶＲに親しんでいるのだ。仮想世界のない現実世界なんて、私にとってなんの価値もない。過去には「現実世界はお勤つとめ、仮想世界こそが現実」なる言葉も存在してるくらいだし。

「ちょ、ちょっと、そんな顔しないでちょうだい。母さんはあんたのことを思って──」

「私のことを思っているなら、どうしてそんな酷ひどいことができるの？　本当は私のことなんて嫌いなんでしょ？」

　私はこれでもあんまりわがままは言わない。ＶＲゲームさえあれば、自分の人生に何の不満も持っていなかったからだ。

　だからこそ、この暴挙はわがままを言ってでも阻止しなければならない。

「……はぁ、分かったわよ。あんたがそんなにムキになるのは珍しいし、ＶＲゲームを禁止するのはやめます」

「本当？　ありがとう、お母さん大好きーっ！」

　嬉しくなってお母さんに抱き着こうとしたら、右みぎ掌てを突き出されて止められた。

「へっ？」

「ただし、遊ぶならオンラインになさい。オフラインの格闘ゲームは許しません」

「えぇぇっ！」

　それでは何の意味もない。

　相手が人格をもたないＡＩだからこそ格闘ゲームは楽しめるのであって、中の人がいるキャラ相手に純粋な殴り合いなんて楽しめない。

　相手だって私に負けたら悔しいだろうし、私だって勝ってしまったら気を遣ってしまう。きっと素直に喜べないと思う。

　いや、ならオンラインでもモンスターを倒すＲＰＧ系はどうだろうか？　それならモンスターはＡＩだろうし、中の人がいるプレイヤーとは別に戦う必要もない。なんならソロプレイでモンスターを狩りまくってもいい。

　でもＲＰＧはやったことがない。どういったゲームがあってどういった楽しみ方があるのか全くの未知数。なのでいまいち踏ん切りがつかない。

「なにもそんな真剣な顔にならなくても……」

　お母さんが呆れたような声でそう言って来るけれど、これは私の仮想世界ライフを楽しむためにも重要な問題だ。素人は黙っていてもらいたい。

　そんな風に考えていたら、背後のテレビが爆発した。

「──えっ？」

　慌てて後ろを向くと、別にテレビが爆発したわけではなく、ＣＭで爆発音が流れただけだった。集中している時にびっくりさせないで──あれ、これ……。

　そこに映し出されていたのは、現実そのものに見える風景と様々な装備や衣装に身を包んだ人間や亜あ人じん。

　臨場感ある戦闘シーンとプレイヤーたちの前に立ちはだかる多種多様なモンスター。なによりも動きが滑なめらかでゲームシステムの縛りを感じさせない。

　まさにリアルなファンタジー世界が目の前に広がっていた。

「『八番目の大陸にて、君だけの年代記を創り出せっ！』　新ＶＲＭＭＯＲＰＧ『エイス大陸クロニクル』近日正式サービス開始っ！」

「…………」

　それは新しいＶＲＭＭＯＲＰＧのサービス開始を告知するＣＭだった。初めてＲＰＧのＣＭを見たけど、圧倒され惹ひきこまれてしまった。こんなに、こんなに楽しそうなゲームは見たことがない。

　余よ韻いんに浸ひたり終おわった私は、背後のお母さんを勢いよく振り返った。

「私、あのゲームがやりたいっ！」

「……まぁ、オフラインの格闘ゲームよりはいいのかしら」

　お母さんは眉み間けんにしわを寄せた後、諦めたように許可してくれた。







　高校の夏休みが始まって二日目。いよいよ『エイス大陸クロニクル』の正式サービス開始日となっていた。

　今日までにいろいろネットで情報を拾い、このゲームについて少し分かった。

　何でも『エイス大陸クロニクル』は略称をＥＣＣ──Eighth Continent Chronicleの頭文字──といい、コンセプトは『八番目の大陸にて、君だけの年代記を創り出せ』らしい。

　けど、八番目の大陸って言っても、舞台はこの世界じゃなさそうなんだよね。まぁゲームの設定に突っ込んでも仕方ないんだけど。

　それとログインＩＤを取得した時に『あなたは１９９９７人目の挑戦者』と表示されたので調べてみると、正式サービスはどうやら最初は二万人規模で開始されるようだ。少しの融ゆう通ずうは利きかせると書いてあったので、もしかしたら二万人を超えても取得できたかもしれないけど、けっこうぎりぎりだった。

　二万人か。それだけの中の人がいるってことだよね？　あんまり目を合わせないようにしよう。

「よし、そろそろキャラメイクしておこうかな」

　開始までまだ時間があるけれど、すぐに始められるようにキャラメイクはしておこう。何でもキャラメイクは先にしておけるらしい。




──ようこそ、エイス大陸へ。あなたの姿を教えてください。




　ログインするとそんな声が聞こえ、鏡に映したように私が表示される。それも向きを自由自在に変えられるから、普段は見慣れない後頭部や、髪型を変えればうなじまではっきり見える。良かった、後頭部が薄くなってたりしてなくて。どこから見ても童顔でちんちくりんなのは悲しいけれど。

　オフラインの格闘ゲームって、既存のキャラクターを選ぶか自分の姿を完全にそのまま反映するかだったので、こういうのは新鮮だ。ちょっと楽しい。

　けど情報にあった通り、他のＶＲゲームと違ってそこまで自由度はなさそうだ。リアルをとことん追求し、現実の身体との差さ異いをなくすためらしいけど、性別も変えられないし身長の増減も五センチメートルのみ可能。つまり目一杯伸ばしても一四四センチメートル……見栄を張ってこの程度では、むしろ悲しくなってくる。

　目の色や髪型、髪の色は好きに変えられるらしいけど、さてはて。

「どうしようかな……格ゲーで慣れてるから、体格はこのままでいいかな」

　私はオフラインの格闘ゲームでも基本的にリアルの姿でプレイする。その方が身体も動かしやすいし、違和感も少ないから。

　少し身長が低いのはいただけないけど、相手の懐に潜もぐり込こみやすくなるのは利点だ。筋力や体力だって、高身長のキャラと変わらないし。伸びても五センチメートルだけだし……。

「よし、決めた。髪の色は銀にして瞳は紫色にしよう」

　ネットで情報を収集していた私は、さっそく髪の色と瞳の色を変更した。

　目立つような気もするけど、これも情報収集から得た目立たない為の策略なのだ。

　なんでも現在ではＶＲＭＭＯの特に少女系のキャラは銀色の髪が溢あふれ返かえり、半なかば飽ほう和わ状態になっているらしい。だからこそ、最近は黒い髪や比較的目立たない色が注目を浴びつつあるとか。

　つまり本来目立つはずの銀髪を選べば、その数の多さに埋もれてしまうという寸法だ。我ながら賢い。

　瞳の色が紫なのは、単に私の好きな色だからだ。よく見なければ黒と区別がつかないような気がするし、これでいいんじゃないかな。




──この姿で決定しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　迷わずＹＥＳを選択し、次の選択項目へ進む。




──あなたの種族を教えてください。




　そこにはヒューマンを筆頭に、様々な種族の名前が並べられていた。

　一覧の中からどれか一つを選べということなんだろうけど、やっぱり多すぎてわけが分からなくなる。

　隠し種族が手に入るかもしれないランダム選択なんてものもあるけれど、私はそれほど運がいい方じゃないのでやめておく。

　そもそもその隠し種族が、有用なものかどうかも分からないし。

　結局、事前に調べていた私は、決めていた通りステータスがバランス的になるらしいヒューマンを選ぶことにした。




──ヒューマンで間違いないですか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　少し考えたけれど、ＹＥＳを選択する




──あなたのクラスを教えてください。




　クラスというのはどうやら職業のことらしい。いや、ファンタジーなのに職業ってどういうことなの？　と思うけれど、そういうことらしい。にわかである私にはよく分からない。

　このゲームの選択肢にはないけれど、ＶＲゲームと言えば召喚士や魔物使いと呼ばれるモンスターと仲良くなれるクラスが有名だ。けれどこのゲームにおいては選んだ一般スキル次第で、どのクラスでもモンスターを使役することができるらしい。だから特に専用のクラスはないんだって。

　たしかにやるからには、どんな戦い方を選んでもモンスターと戯たわむれたいって気持ちは分かる。

　色々と例によって情報を集めた結果、選択欄の一番下にある『魔剣士』というクラスは、正式サービスから実装されているらしい。ネットには名前だけで詳しいことは書かれていなかったけれど、その短い説明文を読めば大体イメージ通りのモノだった。

　剣が使え、さらに魔法も使える……うん、やっぱりこれだ。

　私は肉弾戦主体の格ゲーばっかりしてきたので、剣を使ったことも魔法を使ったこともない。だから正直未知数ではあるけれど、どちらも楽しそうだ。それにランダム選択で出てくる可能性もあるとはいえ、今のところ拳けん闘とう士しみたいなクラスはないようだ。どうせなら一番縁遠いものをやってみたいと思ったのだ。

　それに、新しいクラスである『魔剣士』はきっと多くのプレイヤーが選ぶだろう。そうすれば、私は一層目立たない。ふふふ、我ながら怖ろしいまでに賢い。




──魔剣士で間違いないですか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　ＹＥＳを選択すると、次はスキル選択の項目へと移った。

　ＥＣＣにはスキルの種類に『一般スキル』と『技・魔法スキル』と呼ばれるものがあるみたい。

　一般スキルは誰でも取得可能な補助的スキル。最初は五つまで選ぶことができる。そして色々な条件を満たすことによって、スキルは増えていくらしい。ただ、一般スキルにはスキルポイントを割り振ることはできないので、自力でレベルを上げていくしかない。

　取りあえず最初の五つは、事前に情報を見て決めていたのでさっさと選ぶ。

　続いて技・魔法スキルというのは、スキルポイントによってレベルを上げられるけど、選んだクラスに応じて取得可能なスキルが異なってくる。

　たとえば剣士であれば『回かい転てん斬ぎり』などのスキルを選べても、魔法使い専用の『火魔法』などは選べない。それぞれのクラスが取れる専用のスキルを選んでいくしかない。

　まぁ、私の選んだ魔剣士クラスであれば、『回転斬』も『火魔法』も取得可能なのですがね、ぐふふ。

　とはいえ、だ。

　私は『回転斬』などの剣技スキルを取得するつもりはなかった。

　なぜならＥＣＣでは大抵の技スキル──特に剣技スキルはプレイヤースキルで再現が可能とされているからだ。もちろん再現は難しく、適正クラスでなければ剣すらまともに触れないらしいけど、わざわざスキル欄を潰してまで剣技を習得する必要性を感じなかった。

　格闘ゲームで散々ならしたのだ。プレイヤースキルには自信がある。

「あれ？　技・魔法スキルの欄って、八つじゃなかったかな？」

　ネットで拾った情報と違い、技・魔法スキル欄は五つしかなかった。なんだか三つ損した気分だけど、決めていた八つの中から三つ削って選択する。




──以上のスキル選択で間違いないですか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　少しだけ事前情報と異なっているところがあって違和感を覚えたけれど、一応スキルを選択し終える。そしてＹＥＳを選べば長かったキャラメイクも終わりに差し掛かる。




──最後に、あなたの名前を教えてください。




　本当に長かった。まだ始まってもいないのに、このゲームをやり遂げたような充実感に胸を膨らませつつ、格闘ゲームで使用する名前を打ち込んだ。




──プレイヤー名《キョウ》は既に使用されています。




「ほげっ」

　終わりかと思えば、まさかの名前被り。これだからオンラインゲームって奴は。仕方ない、別のを……。




──プレイヤー名《イカ》は既に使用されています。

──プレイヤー名《カイ》は既に使用されています。

──プレイヤー名《ウキョウキョ》は既に使用されています。




　だぁっ！　なんでだ？　最後のはもうネタで付けたのに、なんで登録されてんの？

　なら、伊海田杏子のきょうこを読み変えて……。




──プレイヤー名《アンズ》で間違いないですか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「なんで、ウキョウキョは駄目で、アンズは良いの？」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちになりながらも、ようやく名前被りにならなかったようだ。嘆たん息そくしつつ最後のＹＥＳを選択する。




──すべての項目を選び終えました。この内容で登録すると通常は変更できません。変更するには現実世界での通貨による手数料がかかります。変更したい方は三日以内に手数料を支払い、再度キャラクリエイトを行ってください。三日を過ぎますとログインＩＤ取得からの手続きとなり、先行サービス開始期間ではプレイできません。詳細は説明書かヘルプ画面をご覧ください。　続行する／中断する




　うへ、そんな仕組みなんだ。

　いや、説明書に書いてあったけど流し読みしてたから詳しく分からなかったんだよね。単純にキャラを作り直すには課金が必要なんだって思ってたけど、三日以内にしないと第一陣でプレイできないってことか。

　うーん……でもこれ以上いじるところもないし、「続行する」っと。




──データを読み込んでいます。そのままお待ちください……データの登録を完了します。そのままお待ちください──データを登録しました。以下があなたの初期登録情報です。




　少しの間があって、私の目の前に銀髪紫眼の私が表示される。




名前：アンズ　　ＬＶ１／１００

種族：ヒューマン

クラス：魔剣士　ＬＶ１

スキルポイント：０




ＨＰ　３０／３０

ＭＰ　２０／２０

　攻撃力　１５（プラス５）
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　防御力　１０（プラス１０）

　敏びん捷しよう性せい　１０

　命中力　１０

　魔法耐性　１２

　賢さ　１２




一般スキル

　『鑑定　ＬＶ１』『気配察知　ＬＶ１』『忍び足　ＬＶ１』『採取　ＬＶ１』『使役　ＬＶ１』




技・魔法スキル

　『火魔法　ＬＶ１』『水魔法　ＬＶ１』『土魔法　ＬＶ１』『風魔法　ＬＶ１』『回復魔法　ＬＶ１』




称号　　オプション効果を表示する　▽

　『二に兎とを追う者』




武器・装備　説明欄を表示する　▽

武器

　『錆さびた剣』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：攻撃力プラス５

装備

　『布の服』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５

　『布のズボン』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５




　さて、あとは開始時間を待つだけかな。







　時刻は朝の九時五十九分。いよいよ正式サービス開始まであと一分だ。私は気持ちを落ち着けて、ＶＲの中の何もない空間で開始を待つ。

　そしていよいよカウントダウンが始まり、目の前が一瞬真っ白になる。

──ようこそ、エイス大陸へ。願わくば、あなたが主役のクロニクルを……。

　そんな女性的な声の後、真っ白になっていた視界に徐々に色が戻り……真っ暗になった。

「あれ？」

　いや、目を凝らせば見えないこともない。薄暗くても、すぐ傍に何かがあるのは分かった。状況は分からないけど、生き物ではなさそうなので近づいてみる。

『弔とむらいの碑ひ石せきをリスポーン地点に登録しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』

　近づくと、機械音が跳ねるように、そんな表示が出てくる。よく分からないけれど、たしかリスポーン地点って復活地点のことだったはず。登録しておいて間違いはないだろう。

　ＹＥＳを選択すると、登録されたことを告げる表示が出た。これで死んだらここに戻ってくるみたいだ。

　しかし、ここはどこなんだろうか。ＲＰＧをしたことはないので判然としないけど、最初は始まりの街とかからスタートなんじゃないの？

　周囲は薄暗くてよく見えはしないが、ここがまともな場所でないことは分かる。近くの壁とか触った感じ、どう考えても石か岩でコンクリートなどではない。

　ちょっと砂っぽいのが壁を擦こすった指に付着するあたり、本当にこのゲームはリアルだよね。格ゲーはＶＲでも床ペロしたところで顔に土とかつかないし。

「取りあえず、ここが街の中じゃないことは分かった」

　もしかしたら始まりの街にある建物とかの中かもしれないけれど、このままでは埒らちが明かない。

　少しずつ暗闇に目が慣れてきたことだし、私は周囲を探索してみることにした。

　腰に差していた、錆びて刃は毀こぼれしている剣に不安を覚えながらも握りしめ、ゆっくりと辺りを警戒しつつ歩いてみる。そうして歩いていると膜まくのようなものを潜くぐり抜ぬけるような感触があって、少し驚く。そしてそれを感じた途端、周囲の気配が一変した。

　私の格闘ゲームで鍛えた勘が告げている。──ここはやばい、と。

　とんでもない化け物から放たれる気配が周囲に満ちている、と。

「あ、もしかしてさっきの場所は──」

『──セーフティエリアと呼ばれるモノか』と続けようとした私の首が、呆あつ気けなく宙を舞った。

　そして暗転し、気付けば『弔いの碑石』とかいう石の前に立っている──わけが分からない。

　いや、本当は分かっている。きっと私は殺されたのだ。不用意な私の言葉に反応したモンスターに。

　しかし、気配を感じる間もなく殺されてしまった。相手の姿も見えなかったし、なかなかの戦力差と言えよう。格闘ゲームで殴おう殺さつされたり窒ちつ息そく死しさせられたりしたことはあるけれど、首を斬られて殺されたのは初めてだ。少しだけ怖かった。

　暗闇だったし、Ｒ１５指定だったからか血や断面はモザイク処理されていたのでまだ救いだ。これがＲ１８で鮮明に見える場所だったらトラウマになっていたかもしれない。

「さてどうしよう。これが噂のチュートリアルって奴だろうけど、思ってたより難しそうだ」

　ここはおそらくセーフティエリアと呼ばれる、モンスターが出現しないところなので喋っても大丈夫だろう。それよりも問題なのは、どうすればチュートリアルを終えられるか、だ。

　もう一度セーフティエリアから出て、周囲を窺うかがう。先ほどよりも足音も気配も殺し、ゆっくりと進む。

　そして見た。

　こちらに背を向けている、大きなカマキリみたいな化け物を──。

「……っ！」

　驚きで口から漏れそうになった叫びを掌てのひらを使って抑え込む。これ、気付かれたら一瞬で死ぬ。

　いや、だってデカすぎる。暗くてよく分からないけれど、私の背が低いのを差し引いても十メートル以上あるって。怪物じゃん。

『ギギ、グガガ？』

　別に声は出していないはずなのに、気配を感じたようにカマキリがこちらを振り返る。そして目が合い──。

「……おっかしいなぁ」

　私は再びリスポーン地点へと戻って来ていた。

　あのカマキリの鎌かまの一振りは、辛かろうじて見えたが見えただけだった。身体が上手く反応してくれなくて躱しきれず、胴体を真っ二つにされてしまった。その瞬間、視界を何かで隠された気もしたけど、それはきっと関係ない。
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　どうしようと為なす術すべもなかったのは間違いなかった。こりゃあ、格闘ゲームをやり込んでいい気になっていたかもしれない。

　ＶＲＭＭＯＲＰＧ……侮あなどりがたし。まさか序盤で躓つまずくとは。

「けどまぁ、そうこなくっちゃね。ふふふ、楽しくなってきた」

　ゲームはまだまだ始まったばかりで、私の夏休みも始まったばかりだ。時間ならたっぷりある。あのデカブツカマキリくらい、サクッと殺せるようにならなくちゃね。

　私の冒険はこれからだ──。




「──と思っていた時期が私にもありました」

　これで本日二十四回目の死に戻りを果たした私は、一度状況を整理することにした。

　まず、ここはどこかの建物なのは間違いない。随ずい分ぶんと目が暗闇に慣れたおかげで、辺りが支し障しようなく見えるようになってきた。なんか一般スキル欄に『夜目』ってのが増えたおかげだろうけど、その結果、通路は人工的な石の壁や足場で覆われていることが分かった。

　そして私のステータス上の数値だけど、モンスターを倒せていないので今のところ一般スキル以外は変動がない。死に戻りをすることによるデスペナルティは、『次のレベルに上がるために獲得した経験値を０にする』なので問題ない。ゲームによってはアイテムや所持金の消失もあるみたいだけれど、今の私はどちらも持っていないのでそれでも問題なかっただろう。

　問題なのは、未だにカマキリ相手に一撃も入れられていないことだ。あいつ本当に素早すぎ。あんなの本当に勝てるのかな？

「とはいえ、挑んで挑んで挑みまくるしかないんだよね」

　気合いを入れ直し、再び私はセーフティエリアから出てカマキリを探す。するとこちらに背を向けていたカマキリを発見する。

　ゆっくりと慎重に近づき、ぎりぎりまで傍に寄る。

　そして持っていた刃毀れしている剣で素早く、カマキリの足目掛けて斬りつけた。

『ギ？』

「やったっ！　当たったっ！　ざまぁみ──」

　油断しきっていたカマキリは私の攻撃を見事に喰らい、そして次の瞬間、私の首は宙に舞った。







　私がＶＲＭＭＯＲＰＧ『エイス大陸クロニクル』を開始してから三日が経った。ＶＲの使用時間は法律で一日十時間と決められており、強制的にログアウトさせられるためそれ以上はいられない。

　このゲームは現実の十時間で二日間の時が流れるため、三日（三十時間）×二で六日がゲーム内で経過したことになる。

　ゲーム内で六日。そしてその間にどこまで進んだかというと──なんと最初の場所から未だに動けていなかった。

　チュートリアルがなかなか終わらないのだ。こんなことってある？

「もしかして、なんかおかしいんじゃないの？」

　カマキリとじゃれあった結果、本日五回目の死に戻りを経験した私はリスポーン地点で呟つぶやいた。最近思い始めたことだ。

　私は何か、変なバグに巻き込まれていないだろうか。

　今の時代、ＶＲゲームでシステム上の不具合というのはあまりない。あるとすればそれこそＶＲＭＭＯＲＰＧが多いようだが、それでも昔よりは減っていると聞く。だから、そんなことはないと思うのだけれど、どうも私が考えていた出だしとは違うのだ。

　私が想像していたＲＰＧの始まりは、のんびり穏やかな場所で武器の使い方を学んで、なんかスライムみたいな弱いモンスターが出てくる草原でレベルを上げる──そんな出だしなのだ。

　決して、決してあんな怪物みたいなカマキリが闊かつ歩ぽするエリアに降り立っていいものではない。そう思う。そう思うのだが、ネットなどを見て確かめる気にもなれない。

　それは「ゲームの攻略はなるべく自分の力で行うべし」なんて決意を掲げているからではない。単に嫌なのだ。

　仮にこの状況が通常のチュートリアルで、他のプレイヤーたちがあっさりとクリアしているのだと知ってしまったら、きっと私は立ち直れない。

　もちろん、自分がゲーム内最強だなんて思い上がったりはしないけれど、さりとてチュートリアルもクリアできないド下手だとも思いたくないのだ。怖いのだ。

「……大丈夫。私は強い。私は行ける。あのカマキリを倒せる。もう少し、もう少し」

　呪文のように呟いて、私は私を元気付ける。格闘ゲームで鳴らしてきたという自負がある。こんなところで終われない。

　セーフティエリアを離れ、もう何度目かも数えていないカマキリとの死闘を開始する。いつものように気配を殺し、先制攻撃をお見舞いする。

『ギ？』

　カマキリは首を傾げた後、無造作に鎌を振るった。それをぎりぎりで躱してから、再びカマキリの足へと錆びている剣で斬りつけた。

『ギ？』

　カマキリはもう一度首を傾げ、今度は両方の鎌を交互に振るう。裂さける右鎌を、割さける左鎌を、何とか潜り抜けて避ける。

『ギギッ！』

　少し苛ついたようにやたらめったら鎌を振り回してくるカマキリ。危ないっ！　死ぬ、死ぬってっ！

　さすがにゲーム内で六日間戦い続けただけあって、カマキリの攻撃の軌道は分かってきたし、よく見えるようになってきた。けれど相変わらずの私の防御力では、掠めただけで即死だ。ヒットアンドアウェイを繰り返す他ない。

　このカマキリは外殻も硬いので、錆びているうえに刃毀れしている剣の攻撃が本当に効いているのかは疑問だけれども……。

「よいしょっ」

　分かりやすい軌道に振るわれた右の鎌に飛び乗って、その鎌がカマキリの頭上に引き戻された時を見計らう──今だ。

「やぁっ！」

『ガッ？』

　飛び降りながらカマキリの頭に、斬りつけるというよりは剣を叩きつける。

　少し首を振ったところを見るに、きっとクリティカルヒットだったに違いない。よし、効いてる、効いてる。何度も試したけれど、この攻撃が一番手応えありそうだ。

　それから何度も死にそうな目に遭いながらも、ちびちびと錆びた剣で攻撃を繰り返し続けた。そしてゲーム内で何時間経っただろう？　何百回、私はカマキリの鎌を避け続け、剣を振るい続けただろう。

「とやっ！」

『ギ、ギィ……』

　カマキリの頭に勢いよく錆びた剣を叩きつけた瞬間、赤い両目が点滅しやがて色が消える。するとカマキリは糸が切れたように身体を投げ出し、地面へと倒れ伏した。

　苦節六日間。なんと私は、デカいカマキリに勝利したのだ。




──『ジャイアント・マンティス』を討伐しました。経験値２５６２７を獲得しました。

──経験値が基準に達しました。ＬＶが１から１８に上がりました。クラスＬＶが１から１０に上がりました。

──スキルポイント３６９を獲得しました。

──称号『下剋上』を獲得しました。




　なんだ、なんだ？　いきなり情報が流れ込んできたぞ。どうやら、経験値が手に入ってレベルが上がったみたいだ。

　最近見ていなかったけれど、改めて自分のステータスを確認しておこう。




名前：アンズ　　ＬＶ１８／１００

種族：ヒューマン

クラス：魔剣士　ＬＶ１０

スキルポイント：３６９




ＨＰ　１０５／１２０

ＭＰ　１１０／１１０

　攻撃力　８０（プラス５）

　防御力　７５（プラス１０）

　敏捷性　７０

　命中力　６５

　魔法耐性　５６

　賢さ　４８




一般スキル

　『鑑定　ＬＶ３』『気配察知　ＬＶ７』『忍び足　ＬＶ６』『採取　ＬＶ１』『使役　ＬＶ１』

　『暗視　ＬＶ２』




技・魔法スキル

　『火魔法　ＬＶ１』『水魔法　ＬＶ１』『土魔法　ＬＶ１』『風魔法　ＬＶ１』『回復魔法　ＬＶ１』




称号　　オプション効果を表示する　▽

　『二兎を追う者』

　『下げ剋こく上じよう』




武器・装備　説明欄を表示する　▽

武器

　『錆びた剣』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：攻撃力プラス５

装備

　『布の服』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５

　『布のズボン』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５




　おお、レベルが１だった時に比べて、格段にステータスが上昇してる。一般スキルの『気配察知』や『忍び足』はレベルと関係なしに上がるから、カマキリ相手に戦っているうちに上がったみたいだ。ずっと暗闇にいたせいか、『夜目』が『暗視』に変わってるし。

『鑑定』も色々見て回ったからちょっと上がってる。

　しかし、カマキリを倒すまでとんでもなく長かった。一つの戦いに、こんなに神経を擦すり減へらして長時間戦ったのは初めてだ。だけれどそれ故に、達成感が半端じゃない。もう、このゲームやめてもいいんじゃないかってくらい、私は満足してる。

　とにかくひたすら、目の前に倒れ伏しているカマキリは強敵だった。

「……あ、そう言えば素材とかってとれるんだっけ？」

　目の前に横たわるカマキリをひとしきり眺めた後、思い立って傍に寄る。

　今にも動きだしそうな恐怖感はあるけれど、現実と違ってこの世界はゲームだ。システムで死亡判定されたモンスターが襲い掛かってくることはないだろう。

『素材を回収するとモンスターの死体は消えます。素材を回収しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』

　カマキリに触れてみるとそんな表示が出たので、特に考えることもなくＹＥＳを選択した。




──『巨きよ大だい蟷螂かまきりの外殻』×３を入手しました。

──『白銀の鎌』×２を入手しました。

──『巨大な触角』を入手しました。

──『巨虫の柔肉』×２を入手しました。

──入手したアイテムをアイテムポーチにしまいました。




　そんな音声が流れると、目の前のカマキリの死体は消えていく。なるほど、こういう仕組みになっているんだ。

「よし、何はともあれ初討伐っ！　この調子でどんどんモンスターを狩っていくぞっ！」

　プレイ開始から六日目、ようやく私のＶＲＭＭＯＲＰＧが本格的に始まろうとしていた。
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【ＶＲＭＭＯＲＰＧ】エイス大陸クロニクル【明日正式サービス開始】




１名前：名無しの冒険者　　ID：J1vcFom




　公式

　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　ｓｗｉｔｔｅｒ

　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊




　取りあえず開始までのスレ立て

　始まったら新しいのを誰かつくって

　開始まで一緒に盛り上げていこうぜ！




２名前：名無しの冒険者　　ID：Tnb8Fdg

　〉〉１乙




３名前：名無しの冒険者　　ID：Uio7ptl

　〉〉１乙

　何時開始だっけ？




４名前：名無しの冒険者　　ID：JhvCd4g

　〉〉１乙




５名前：名無しの冒険者　　ID：NiX9hfL

　〉〉１乙

　〉〉３

　たしか午前１０時




６名前：名無しの冒険者　　ID：PmrYewv

　〉〉３

　朝の１０時だろ？　そんくらい調べろよ




７名前：名無しの冒険者　　ID：BiodcV5

　〉〉３

　深夜２時だよ




８名前：名無しの冒険者　　ID：Uio7ptl

　１０時か

　もうちょっと早くていいな




９名前：名無しの冒険者　　ID：Up8tcD3

　〉〉１Ｚ

　お前ら早いな

　まだスレ立て２分じゃん




１０名前：名無しの冒険者　　ID：NiX9hfL

　〉〉７

　おい、何が深夜２時だって？

　公式で確認しちまっただろうが！




１１名前：名無しの冒険者　　ID：Kgf5Rb4

　この人口密度、ＥＣＣって期待されてんだな

　種族もクラスも多いわけじゃないのに……




　誰かテストに参加しとったやつおる？




１２名前：名無しの冒険者　　ID：Pmvb8pt

　〉〉８

　言っても良心的じゃね？

　最近１８時開始多いしさ　ＶＲの制限使用時間考えて欲しいわ




１３名前：名無しの冒険者　　ID：K1rnlcWh

　学生は夏休みか

　俺は社畜だから明日休みとれんかった……




１４名前：名無しの冒険者　　ID：TfX9bhn

　明日から一週間有給とったった

　これでスタートダッシュかけられるぜ

　ちなケットシーの剣士予定




１５名前：名無しのテスター　　ID：O9rYewn

　俺、テスターだったけど質問ある？

　つっても、ほとんど情報は掲示板に出てるけどな




１６名前：名無しの忍者　　ID：6gUpJgh

　某それがしは忍者を選ぶでござる　ニンニン

　って、忍者ないんかいっ！




１７名前：名無しの冒険者　　ID：8jMrghm

　〉〉１５

　ＥＣＣのいいところ

　使ってたクラスと

　そのクラスのメリット、デメリット教えて

　あと、テスター特典とかないの？

　〉〉１６

　忍者はＳＥＮＧＯＫＵオンラインにお帰り下さい




１８名前：名無しの冒険者　　ID：I2dbdOe

　〉〉１６

　ほら、忍者君

　ＳＥＮＧＯＫＵで半蔵が君を待ってるよ？




１９名前：名無しの冒険者　　ID：JfwVwd3

　〉〉１６

　どうやってＳＥＮＧＯＫＵから脱出を……




２０名前：名無しの冒険者　　ID：Rin7FdS

　〉〉１６

　おっ、忍者湧わいてるやんけ

　半蔵にしたろ




２０名前：名無しのテスター　　ID：O9rYewn

　忍者の人気に嫉妬

　取りあえず忍者はＳＥＮＧＯＫＵで半蔵にクラスチェンジするといいよ




　〉〉１７

　ＥＣＣのいいところはとにかくリアル

　連続プレイしてるとマジで仮想世界だってこと忘れる

　イベント前にトイレに行こうとして「あっ、別に尿意こないじゃん」ってなるレベル

　当たり判定がしっかりしてるのも俺的にはいい……まぁ、テストと本番で変わることもあるけどさ

　クラスは魔法使いだった

　メリット

　魔法撃つの楽しい　他のゲームより音とかもリアル

　マジで魔法を撃ってる感覚が得られる

　技で一つずつスロット潰すわけじゃなくて

　その系統で一つ使うって感じだから　けっこう撃てる種類が豊富

　デメリット

　魔法スキル欄以外にある魔法を使うのが面倒

　短いけど、詠えい唱しよう暗記しないといけないとかまじ無理ゲー

　特典

　初期アイテムをいくつか貰える程度　キャラの引き継ぎとかは特にない




２１名前：名無しの忍者　　ID：6gUpJgh

　皆の衆、ＳＥＮＧＯＫＵと半蔵の話はやめるのだ　拙者のトラウマがががががが

　〉〉２０

　ところで新しく追加された『魔剣士』とはなんでござるか？




２２名前：名無しの冒険者　　ID：8jMrghm

　他のよりリアルなら魔法使いも気になるけど、魔剣士って気になるよな？

　テストのときはなかったんだっけ？




２３名前：名無しの冒険者　　ID：PmrYewv

　俺は多分魔剣士選ぶわ。

　だって名前からして、これ魔法と剣技使えそうだし




２４名前：名無しのテスター　　ID：O9rYewn

　魔剣士は俺も知らない

　本当に今回からの実装なんだろう　運営、勇気あるよな

　まぁ、俺は剣士にしとくわ　剣技スキルもかっちょよかったし

　魔剣士って名前に惹ひかれるけど、そういうのに限って地雷なんだよな




２５名前：名無しの冒険者　　ID：PmbErfs

　お前らあんまり魔剣士に期待すんなよ

　どうせ強すぎたら修正はいるんだから




２６名前：名無しの冒険者　　ID：JhvCd4g

　おい、クラスとかスキルとかどうでもいいだろう

　問題なのはキャラが可愛いかどうかだ

　俺はいつものように銀髪美少女でＲＰするぜっ！




２７名前：名無しの冒険者　　ID：PmrYewv

　〉〉２６

　おいおっさん　このゲームはネカマできんぞ




２８名前：名無しの冒険者　　ID：Tnb8Fdg

　このゲームって性別リアル反映でしょ？

　教えて、テスター




２９名前：名無しのテスター　　ID：O9rYewn

　オープンじゃリアル性別だった

　身長もあんま変えられないし顔もイジれない

　それが原因で選べる種族にホビットもドワーフもジャイアントもいないって話

　まぁ、そのぶん他のＶＲよりリアルな動きが可能で賛否両論あったな




３０名前：名無しの冒険者　　ID：Up8tcD3

　俺はそのほうがいいな

　最近のゲーム、銀髪美少女大杉

　正直お腹いっぱいだわ




３１名前：名無しの冒険者　　ID：TfX9bhn

　顔イジれないのかよ

　不細工はタヒねって言うのかよ




３２名前：名無しの冒険者　　ID：Kc8dceo

　不細工ども乙

　ちなイケメンな俺

　普段からリアル反映な模様




３３名前：名無しの冒険者　　ID：JhvCd4g

　隙あらば




３４名前：名無しの冒険者　　ID：Up8tcD3

　隙あばら




３５名前：名無しの冒険者　　ID：Tnb8Fdg

　あばら好き







【ＶＲＭＭＯＲＰＧ】総合質問スレ２【エイス大陸クロニクル】




１名前：名無しの冒険者 　　ID：JezseM2

　このスレッドは総合質問スレです

　マナーを守って楽しくお使いください

　次スレは〉〉９５０の方にお願いします




　前スレ

　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊




　関連スレ

　　攻略スレ……攻略関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　クラススレ……クラス関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　一般スキルスレ……一般スキル関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　技・魔法スキルスレ……技・魔法スキル関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊







２名前：名無しの冒険者　　ID：O2echdc

　〉〉１乙

　初っ端からやらかした運営マジ乙




３名前：名無しの冒険者　　ID：Nxfm1fL

　〉〉１乙

　運営がやらかしたと聞いて




４名前：名無しの冒険者　　ID：Popio9v

　〉〉１乙

　てか、みんなちゃんと始まりの街にこれた？




５名前：名無しの冒険者　　ID：Biacwm8

　〉〉１乙

　おい聞いてくれよ

　俺なんてログインした瞬間、デカい犬と目が合って瞬殺された

　気付いたら始まりの街にいた

　……なんだコレ？




６名前：名無しの冒険者　　ID：Pzerv9s

　俺は普通にログインできたぞ？

　前スレ〉〉８８７は池の中で窒息死したとかあったけど

　本当にログイン時にバグが起きたんか？




７名前：名無しの冒険者　　ID：ZevdM3n

　確認できただけでも三十人近くはログイン時に

　本来ではありえない場所にいたみたいだな




８名前：名無しの冒険者　　ID：RdeD9ms

　運営からメール来てんぞ

　確認しろよ




９名前：名無しの冒険者　　ID：Kc9rfeo

　本当だ

　運営から謝罪メール来てんじゃん




　【悲報】ログイン時のバグ、ガ　チ　だ　っ　た!!




１０名前：名無しの冒険者　　ID：Ukles2v

　おいおいおい

　ログインして一歩踏み出した瞬間、変な鳥に攻撃されて死んだんだけど

　一回も来たことのない始まりの街に死に戻ったし、こんなんマジクソゲーだよ……

　けどやるもんっ




１１名前：名無しの冒険者　　ID：Drh8FdS

　〉〉１０に不覚にもちょっと萌えた

　運営からのメールじゃ、少数がログイン時に変なところに飛ばされてるみたいだな

　それもほとんどが高レベル帯

　まぁ、運営に言えば対処してくれるみたいだし

　死ねば始まりの街に来られるし　あんまり影響はないだろう




１２名前：名無しの冒険者　　ID：Ukles2v

　けどさぁ、最初から高レベル帯で鍛えれば

　他の奴より強くなれるんじゃない？




１３名前：名無しの冒険者　　ID：RdeD9ms

　〉〉１２

　ほほう？

　お前さんはレベル１で死なずに高レベルモンスターを討伐できるのか？

　死ねば始まりの街に強制送還ぞ？




１４名前：名無しの冒険者　　ID：O2echdc

　〉〉１２

　俺もそう考えたけど瞬殺されたわ

　無理無理




１５名前：名無しの冒険者　　ID：Drh8FdS

　けど、すでに他のエリアのモンスターも実装されてるってことだな

　どこまで創つくってあるんだろうか




１６名前：名無しの冒険者　　ID：BipF4VQ

　もう変なエリアにいる奴はいないのかな？

　全員死んだ？




１７名前：名無しの冒険者　　ID：OrfYewv

　スタックしてるやつもいるんじゃねぇ？

　モンスターもいない場所で身動きとれない奴




１８名前：名無しの冒険者　　ID：JhvCd5g

　動けないプレイヤーは

　変な欲出さずに運営にヘルプしろよ？

　攻略に出遅れるぞ




１９名前：名無しの冒険者　　ID：MptgcD4

　お前ら、マジでまだこの糞みたいなゲームやるの？

　仕方ないから俺もするわ




２０名前：名無しの冒険者　　ID：Nig4hdL

　ログイン時に速攻で死んでも、デメリットないから別にいいんじゃない？




２１名前：名無しの冒険者　　ID：Znd1sVxn

　〉〉２０

　本当だよな

　デスペナって『次のレベルに上がるために獲得した経験値を０にする』だろ？

　最初は経験値ないから問題もないよな

　良心的なデスペナだよな……序盤は




２２名前：名無しの冒険者　　ID：Kc8dceo

　お前ら、ここは質問掲示板だぞ？

　雑談は雑談スレでしろよな　嘆なげかわしい

　ところで質問なんだけど、

　魔剣士ってなんで技・魔法スキル欄が五つしかないの？

　しかも糞くそみたいな称号が付いてんだけど

　これもバグ？




２３名前：名無しの冒険者　　ID：JezseM2

　〉〉２２

　あ、

　その話はなるべくクラススレか、技・魔法スキルスレでお願いします




２４名前：名無しの冒険者　　ID：Mid7sxs

　ブーメランで草




２５名前：名無しの冒険者　　ID：JhvCd5g

　嘆かわしいニキｗｗｗ




２６名前：名無しの冒険者　　ID：Nig4hdL

　これは恥ずかしいｗｗ







【ＶＲＭＭＯＲＰＧ】クラススレ２【エイス大陸クロニクル】




１名前：名無しの冒険者　　ID：TaX1bce

　やっほー

　ここはクラススレだぞ

　同じクラスなら助け合うのは当たり前

　出せる情報は教え合いましょう




　次スレは〉〉９７０を踏んだ君に決めたっ！




　前スレ

　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊




　関連スレ

　　攻略スレ……攻略関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　総合質問スレ……基本的な質問はここ　それ以外は専用スレに

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　一般スキルスレ……一般スキル関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊

　　技・魔法スキルスレ……技・魔法スキル関係の話はここ

　　　　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊




　　　　　・

　　　　　・

　　　　　・

　　　　　・




５６２名前：名無しの冒険者　　ID：I3asrOe

　まてまてまて

　情報を整理しよう




　『魔剣士クラス』

　技・魔法スキル欄が五つのみ（他のクラスは８つある）

　称号『二兎を追う者』の効果でスキル以外での攻撃は１割ダウン

　剣技スキル、魔法スキル共に取得できないスキルがある




　結論っ！




５６３名前：名無しの冒険者　　ID：9wMgsvh

　話は聞いた

　魔剣士は滅亡する




５６４名前：名無しの冒険者　　ID：K2rsecWh

　やっぱ魔剣士って糞だわ

　初期装備からして錆さびて刃は毀こぼれしてる剣とかなんなの？




　剣士選んだリア友は単に刃毀れしてるだけの剣だし、俺もそっちが良かった




５６５名前：名無しの冒険者　　ID：Xerewd4

　錆びて刃毀れしてる剣も単に刃毀れしてる剣も変わらんだろうｗ

　魔法使いは木製の木の杖だし




５６７名前：名無しの冒険者　　ID：Drh8FdS

　だから初期装備は盗賊の錆びてるだけの短剣が最強だとあれほど

　錆びてるけど刃毀れしてないんだぞ？




５６８名前：名無しの冒険者　　ID：K2rsecWh

　マジで魔剣士納得いかんわ

　ちょっと作り直してくる




５６９名前：名無しの冒険者　　ID：Ukles2v

　そう言えばプレイ開始後三日以内なら、課金すればキャラ作り直せるんだっけ？

　以降はアカウント作り直しで第二陣からの参加になるとか……

　これ絶対、運営狙ってやっただろう




５７０名前：名無しの冒険者　　ID：O2echdc

　目新しいクラスで新規を釣る

　↓

　実は糞クラス

　↓

　課金でやり直させる

　策士だな




５７１名前：名無しの冒険者　　ID：JdFmc6g

　俺はこのくらいの制約は仕方ないと思うわ

　だって魔法も剣も無条件で使えたら不公平だろう




５７２名前：名無しの冒険者　　ID：1jdegHm

　〉〉５７１

　明らかにやりすぎだろう

　スキル欄五つはともかくとして

　スキル以外の攻撃１割低下ってなんだよ




５７３名前：名無しの冒険者　　ID：Tfer4hn

　俺はむしろスキル欄五つしかないのが痛いわ

　剣技も魔法もあわせて五つとか足りないよ　なにコレ？

　ＰプレイヤーＳスキルで剣技覚えて記憶力で詠唱しろってこと？




５７４名前：名無しの冒険者　　ID：KQrdv7h

　なんか『魔剣士クラス専用スレ』みたいになってんな

　やっぱクラスごとに分けるべきか




５７５名前：名無しの冒険者　　ID：Pseg1Qt

　〉〉５７４

　必要ないでしょう

　もうすぐ魔剣士全滅しそう……





[image: ]




　エイス大陸クロニクル正式サービス開始から現実で一週間。ゲーム内の時間で二週間が経ちますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

　私は今日も無事、本日十一回目の死を迎えたところでございます。

「…………」

　いや、だってね？

　四日くらい前にジャイアント・マンティスとかいうカマキリ倒していい気になってたけど、敵はあいつだけじゃないんだよ。

　むしろあいつは前座だった。このエリアで一番ポップするような雑魚モンスターだった。先に進めば進むほど、何か化け物みたいなモンスターが増えるんだって。

『グルゥゥ？』

　ほら、歩いていると目の前に、二つの顔を持つデカいワンちゃんが。

　二つある顔の合計四つの目が、私を見つめて睨にらみ殺ころさんばかりだよ。ほんとこえぇぇ。

『グルゥ』

　取りあえず潰しておくかみたいなノリで振り下ろされた前足を、私は転がりながら回避する。

　だってあれ、少し掠めるだけで私死ぬからね？　あいつの爪には毒があって、解毒剤もってない私は十分以内にお陀だ仏ぶつだよ。もう何回も試してるから間違いない。

「えいっ！」

『グギャッ？』

　素早く立ち上がり、振り下ろされた前足の爪と爪との間に錆さびた剣を突き立てる。

　切れ味が悪いのか突き刺さったりはしないけれど、これが一番この犬っころには効果的みたいだ。痛がり方を見たら分かる。

　怒ったようにやたらめったら前足を振り下ろしてくる犬っころ。死ぬって、本当に死ぬってっ！

「く、うわ、おっと……えいっ！」

『ググェッ？』

　隙すきを見て、再び爪と爪との間に錆びた剣を突き込む。怯ひるんだ顔をする相手。それを何時間も延々と繰り返し、最後に迫って来た片方の口を避け、素早く剣を突っ込んでようやく倒す。

　やばい、疲れた……。




────『オルトロス』を討とう伐ばつしました。経験値３２８７４を獲得しました。

──経験値が基準に達しました。ＬＶが４３から４５に上がりました。クラスＬＶが１９から２０に上がりました。

──スキルポイント１７を獲得しました。




　やった、スキルポイントが１７も貰えた。けど振り分ける前に素材回収しないと。

　他のモンスターに見つかったら、回収が困難になっちゃう。




──『巨大な牙』×４を入手しました。

──『猛毒の爪』×２を入手しました。

──『頑強な毛皮』を入手しました。

──『筋すじ張ばった肉』を入手しました。

──入手したアイテムをアイテムポーチにしまいました。




　初めて倒した敵だけど、オルトロスっていうんだ。

　あんまりお肉は美味しくなさそうだけど、お腹が減ったら食べるしかないよね。

　なんかゲーム内で十日間を過ぎた辺りにアップデートがあって、空腹感や味覚が実装されたみたい。

　面倒なことに空腹になりすぎると、ＨＰが減りだすからたちが悪い。ステータス値に変化はないけど、明らかに動きも悪くなるし……。

　おまけに死に戻っても空腹感は消えないから、何か適当なものを食べて腹を満たさないといけない。でも味覚も実装されたから、食べられるものじゃないと身体が拒否を示すんだよね。

　選べるスキルの中に、調理スキルとかあったかな？　はぁ。

　それとそのアップデートの情報を知った時に、運営から開始日にメールが来てたことに気付いたよ。そう言えば、ログインして二回目に死に戻りした時、一瞬何かが視界を覆ったっけ？　あれがそのメッセージだったのかも。

　それによると、やっぱり私がこんな変なエリアにいるのはバグだったみたいだ。他の人も何人かは同じような目に遭ってるらしい。

　運営に連絡すれば対処してくれるみたいだけど……今さらだよね？

　どうせなら自力でこのエリアを脱出したいと思う。

　取りあえず、獲得したスキルポイントをさっそく技・魔法スキルに振り分けステータスの確認をする。




名前：アンズ　　ＬＶ４５／１００

種族：ヒューマン

クラス：魔剣士　ＬＶ２０

スキルポイント：１２４




ＨＰ　３４０／４２０

ＭＰ　３８０／３８０

　攻撃力　２３８（プラス５）

　防御力　２１５（プラス１０）

　敏びん捷しよう性せい　１９８

　命中力　１８０

　魔法耐性　１７８

　賢さ　１５６




一般スキル

　『鑑定　ＬＶ６』『気配感知　ＬＶ１』『隠密　ＬＶ２』『採取　ＬＶ１』『使役　ＬＶ１』

　『暗視　ＬＶ６』『悪あく食じき　ＬＶ３』




技・魔法スキル

　『火炎魔法　ＬＶ１』『水魔法　ＬＶ９』『土魔法　ＬＶ８』『風魔法　ＬＶ８』『回復魔法　ＬＶ７』




称号　　オプション効果を表示する　▽

　『二に兎とを追う者』

　『下げ剋こく上じよう』

　『不屈の闘志』




武器・装備　説明欄を表示する　▽

武器

　『錆びた剣』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：攻撃力プラス５

装備

　『布の服』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５

　『布のズボン』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５




　うん、うん。中々良い感じなんじゃないかな。

　周囲に人がいないので、私のステータスを見比べる相手もいないけれど、きっとなかなかのものなはず。たぶん。おそらく、そう願う。

　特に技・魔法スキルの欄がすごいよね。

　一切魔法使っていないのに、スキルポイントのおかげで軒のき並なみレベルが上がってる。『火魔法』なんて『火炎魔法』に進化してるし。ほんと、一回も使ったことなかったのになぁ。

　……いや、明らかな格上相手に、よく分からない魔法とか撃ってる暇ないから。それならまだ、格闘ゲームで慣れてる近接戦闘の方が勝ち目あるから、ね？　仕方ないよ。

　一般スキルの中で重宝してるのが『暗視』と『隠密』。『隠密』は『忍び足』が進化したものだけど、『暗視』と『隠密』でほぼ相手の不意を打つことができる。圧倒的に戦闘力の差があるからね、不意打ちは大事だ。

　レベルは上がってるけど、『鑑定』はまだそんなに役立ってない。相手のレベルが高いせいなのか、モンスターの情報とかあんまり表示されないし。

　せめて名前くらい……まぁ、仕方ないか。

『採取』や『使役』は『鑑定』よりも悲ひ惨さんだ。息してない。本当に使う機会が全然ないよ、どうしよう。

　というより、使役ってどうやってレベル上げるんだろう。スキルポイント振れないし、レベルが１でもモンスターを使役できるんだろうか？

『──ギギ？』

　あ、ちょうどカマキリが現れたし、色々と試してみよう。もしかしたら使役できるかも。

　振り下ろされた鎌かまを躱かわし、その鎌に飛び乗る。

　カマキリは振り下ろした鎌をすぐ上に上げる癖があるので、私の身体は軽々とカマキリの頭上へと到達。そこから飛び降りて錆びた剣を振り下ろす。

「お手っ！」

『ギッ？』

　脳天へと切れ味のない剣を叩きこみながら、取りあえず躾しつけるつもりでそう指示を出した。分かっていたけれど、カマキリは衝撃によろめいて後退っただけだ。

　この方法じゃ駄目なのだろうか──いや、まだだ。

「おかわりっ！」

『ギウッ！』

　カマキリの鋭い斬撃を躱しつつ、足元に潜もぐり込こんで飛び上がりながら剣を腹に打ち込む。カマキリは怯んだように飛びあがった。

「あ、こらっ！　降りてこいっ！」

『ギ、ギギギッ！』

　大きな翅はねをバサバサと羽は搏ばたかせ、私の言葉に反応したわけではないだろうけれどこちらへ突っ込んでくる。そのスピードはなかなかのものだ。

　けれどこのダンジョンには天井があって、なおかつそれほど高いわけじゃない。カマキリの大きさを考えると飛べるだけ広いと言えるのかもしれないけれど、やっぱり機動性では損をしてるのだろう。

　特に捻ひねりもなく一直線に突っ込んできたその巨体を、転がりながら躱す。カマキリは着地した後に翅を仕舞ってからこちらを向くまで隙ができる。そこが狙い目だ。

「お手っ！」

『グガッ？』

　それから延々と指示を出しながら攻撃を続けた。結果、数時間後──カマキリは骸むくろに成り果てた。やはりこのやり方は駄目だったのかもしれない……いや。

「──あれ？　『使役』がレベル２になってる。噓……やったっ！」

　カマキリを倒してレベルが上がったのでステータスを見れば、『使役』がレベル２になっていた。これはやはり、意味があったと見るべきかもしれない。

『グルゥ？』

　ステータスを確認していると、再びオルトロスとかいう二つ頭の犬が『気配感知』に引っかかる。

　よし、確かめるためにもう一度やってみよう。

「わんちゃんっ！　お手っ！」







　──長かった。

　本当に長かったよ、ここまで来るのにかかった時間は。

　けれど私はやったんだ。

　目の前の扉を開ければきっと、私はこのダンジョンから出られるんだ。

　さて、私の目の前には大きな両開きの扉があります。プレイ開始から二週間。ゲーム内では四週間が経とうとしています。

　ここに来てようやく、私のチュートリアル（笑）も終わりそうです。

　いや、最初はエリアの隅にある階段を見つけて絶句したよ。もしかしてこれ、まだ道が続くんかって。

　諦めてその階段を下って、また同じようなエリアで化け物たちと殺し合いをして。時々殺されて上のリスポーン地点に戻されて……いや、本当に大変だった。

　だってこの扉の前に来るまで合計で四つの階段は下りましたよ？　行き止まりへと続くダミーの道もたくさんありました。ゾンビやらゴーレムやら色んなモンスターがいて、ありとあらゆる状態異常も受けたし、倒してきたモンスターの数も死に戻りした数も数えていません。

　一体との戦闘に一時間以上はかかります。セーフティエリアでログアウトすることを考えると、計画的に時間配分をしないといけませんでした。（まぁ、いざとなれば死に戻ればいいんだけど、あんまり死にたくないしね……）

　嬉しいことに『使役』のレベルは７に上がったけれど、誰も仲間になってくれません。心なしか最近では、モンスターもあまり近寄ってこなくなりました──おい、お前ら。今さらか？

　とまぁ、いろんな思いはありましたが、いよいよこの場所ともお別れです。ついに、ついに私は真の意味でエイス大陸クロニクルを始められそうです。




　両開きの扉を押し開き、中へと入ります。扉を開けるとそこは──そこは大きな広間でした。

「……うん、知ってた」

　いや、いかにもなその扉は、私の想像していたボス部屋の扉と同じだったから、多分こんなことだろうと思った。

　ただ予想と違ったのはその広間には玉座があるだけで、モンスターはいなかったことだ。せっかくだからボス戦でもするかと意気込んでいただけに、少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　大広間に入って隈くまなく探索したけれど、何も変わったところはなさそうだ。どこかへと続く扉もないし、本当に単なるボス部屋ってことなのだろう。あっ、玉座の後ろに宝箱はありましたが、中身は空でした。まぁあったところで、私のアイテムポーチはいっぱいで、何も入れられないんだけど。

　ボス同様、まだ中身は実装されていないのかな？

　あるいは、私よりも先に訪れた誰かがボスを倒して宝をもっていったか……そう言えば、ここに来るまでにたくさんの宝箱を見つけたけれど、全部空だったなぁ。それももしかして……。

「ありえるねぇ。だってゲーム時間で約四週間だし。リアルでは二週間……うへぇ、夏休みも残り半分くらいかぁ」

　夏休みも半分になるくらい、時間は経過している。

　私がこの変なダンジョンで時間を食っている間に、みんなはきっと攻略を進めているのだろう。

　この場所を出るまでは一切ネットの情報を見ない。そう決めているのでどこまで進んでいるか分からないけれど、もうほとんどのボスは倒されているかもしれない。ＶＲＭＭＯＲＰＧって、一体どれくらいの速度で攻略が進むんだろう。

　初心者の私にはそれすら分からない。

　とは言え、だ。

　私は別に攻略組と足並みをそろえたいわけでもないし、みんなと協力プレイがしたいわけでもないんだよ。

　モンスターと戦ってるだけでも楽しいんだから、別に今のままでもいいんじゃないかな。お母さんがオフラインの格闘ゲームは駄目って言うから、オンラインのＲＰＧをしてるだけだし。

「……けど、いい加減この場所は出たいかな」

　私がＲＰＧの中でもこのゲームをしようと思ったのは、風景の美しさと現実を思わせる鮮やかなグラフィックスに目を奪われたからだ。

　きっとこの仮想世界には、私が見たこともないような奇き麗れいな景色が広がっているはず。モンスターとの戦いも面白いけれど、せっかくこのゲームをしているなら、その風景も見てみたい。

「……はぁ。結局このダンジョンは、出口が下にある塔とかじゃなくて、上にある地下遺跡だったみたいだけれど……もう一回、出口目指して上ってみようかな」

　今度は死なずにどこまでいけるだろう。

　そもそも死んでも四つ上の階に行けると思えば、それもいいか。取りあえず、力試しのつもりで上ってみよう。

　ボス部屋らしきところを出ると、さっそく聳そびえ立たつような大きな土塊つちくれの人形が現れた。踏み出す一歩は周囲を揺らし、最初は立っているのも困難だった。まぁ、今は随ずい分ぶんと慣れたけれど。

『ビー、ガガ、ビー……』

　周囲をきょろきょろと見渡し、スキルの『隠密』で接近していた私の姿を捉とらえて機械音を立てる。やっぱり何度試しても、このギガース・ゴーレムって名前のロボットっぽいモンスターには不意打ちができない。

　おまけに頑丈だし、このダンジョンで出会ったモンスターの中で一番倒すのに時間がかかる。

『……ガガガ』

　ギガース・ゴーレムが拳を振り上げたのと同時に、私は一気に距離を詰めて足元に錆びた剣で切り込む。斬りつけた瞬間に掌てのひらが痺しびれるけれど、怯まず何度も叩きつけるようにして斬りつけ続ける。執しつ拗ように足で踏みつけようとしてくるし、その度に大きな振動が襲って来るけれど負けちゃ駄目だ。

　ゴーレムの足への攻撃を繰り返すことでやがてギガース・ゴーレムの足首の辺りが削れ、そして──。

『ガガギ……』

　ゴーレムが私目掛けて傷ついた足を勢いよく振り下ろした瞬間、ついに耐え切れなくなったその足が完全に千切れ、バランスを崩して転がった。

　さて、ここからは一方的だ。

　一度片足を失って倒れたゴーレムは、これまでの戦いで再び起き上がれたことはない。

　徐々に千切れた足が再生してきているので、放っておくといずれは立ってしまうのだろうけど、もちろんそれを黙って見ているわけもなくて。

　起き上がろうと懸命にゴーレムがもがいている間に、あらゆる箇所をタコ殴りにして倒すのが私の見つけ出したやり方だ。

　当然頑丈だから時間はかかるけれど、じたばたと動かしているゴーレムの手足にさえ気を付ければ、倒すのは比較的容易。

　あと四百回くらい錆びた剣で斬りつければ倒せるだろう。

「ふぅ……まだまだ先は長いね」

　ここまで降りてこられたように、この調子でいつかは出口まで上れるはず……上にも出口がなかったその時は──運営に連絡して助けてもらおう……。







『運営に助けてもらおう』とかいろいろ考えていた私だったけど、結局このダンジョンの出口に辿たどり着ついたのは、その時から現実でさらに三日近くが経過してからだった。つまりゲーム内で言えば、一ヵ月目にしてようやく外に出られそうなのだ。

　……違うんですよ。これにはわけがあるんですよ。

　ボス部屋みたいなところから、意外にもあっさりと死ぬことなくセーフティエリアに戻ってくることはできた。気付けばモンスターとの戦闘も、一時間を切るのが珍しくなくなっていた。

　ゲーム的に考えて、きっと下層よりも上層の方が出現するモンスターのレベルは下がるだろうし、そのまま行けばあっさりと上に出られたかもしれない。いや、実際にあっさりと辿り着くことはできた。

　なのに何な故ぜ、私がまだこのダンジョンにいるのかって？

　ふふふっ。実は、できちゃったんですよ。

　そう──使役？　ってやつ。

　なんと私はセーフティエリアに戻る途中、ジャイアント・マンティスとかいう名前のデカいカマキリを手て懐なずけることに成功したのだ。

　いえいえ、特別なことはしてないんですよ。

　空腹を覚えたのでオルトロスの硬いお肉を食べていたら、ちょうどカマキリが現れたのだ。

　気を逸そらすため喰いかけの肉を投げたら、何故かカマキリが食べちゃって。




──ジャイアント・マンティスが仲間になることを了承しました。受け入れますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　なんて表示が出たのだ。

　それで受け入れたら、あっさりと仲間になってくれた。

　せっかく仲間になってくれたので、今までこの子と一緒にモンスターと戦う練習をしていたのだ。だから、上層の出口に辿り着くまで時間がかかったというわけ。仕方ないね。

　ちなみに仲間にしたモンスターのステータスは見られるようで、カマキリの捕まえた時のステータスはこんな感じ。




名前：カマちゃん　　ＬＶ８４／９０

種族：ジャイアント・マンティス　　　危険度Ａ




ＨＰ　１３００／１３００（マイナス２０％）

ＭＰ　１００／１００（マイナス２０％）

　攻撃力　９３０（マイナス２０％）

　防御力　８５０（マイナス２０％）

　敏捷性　７７０（マイナス２０％）

　命中力　６９０（マイナス２０％）

　魔法耐性　９８０（マイナス２０％）

　賢さ　５４０（マイナス２０％）




称号　　オプション効果を隠す　▲




　『使役獣』

　プレイヤーに使役されているモンスターに与えられる称号。プレイヤーの『使役』スキルのレベルによってステータスに制限を受ける──汝なんじ、主に忠誠を誓う者か？




　──うん、強いね。こんなの序盤でいていい敵じゃないよ。よくレベル１で倒せたよ、私。カマキリが魔法を使ったところ見たことないし、ＭＰも低いから、あんまり魔法には長けてないのかな？

　そういえば、このダンジョンはあまり魔法を使うモンスターはいなかった。ジェネラル・ゾンビやらサピエンス・リッチなんて名前のアンデッド系の魔物が使ってきたんだっけ？

　時々、オルトロスっていう名のわんちゃんも使ってた。あいつらの状態異常には苦しめられたけど、おかげで便利な称号貰えたからいいかな。

　それに、アンデッド系はボス部屋に近い層にしか出てこないし。

　まぁ、それは置いといて仲間になったジャイアント・マンティス、私はカマちゃんって名付けたんだけど何か弱体化してるんだよね。十分強いんだけどさ。

　称号の中にはデメリットにしかならないものもあるみたいだから気を付けないと。そう、例えば魔剣士クラスを選ぶと最初からついてくる『二兎を追う者』とかね。

　称号オプションの見方が分からなくて気付かなかったけど、この称号は本当に迷惑。これがなければもうちょっとこのダンジョンを、早く攻略できたんじゃないかな？

　攻撃力が一割下がるってどういうことなの？　それも技・魔法スキル以外の攻撃って

　……むしろ技・魔法スキルで攻撃したことないんだけど。

　はぁ、まぁいいか。今となっては関係ないし。

　なんせ私は……むふふ。

　さて、ここを出る前に最後のステータス確認といきますか。




名前：アンズ　　ＬＶ８２／１００

種族：ヒューマン

クラス：魔導剣士　ＬＶ１３

スキルポイント：２２




ＨＰ　８００／８８０

ＭＰ　７９０／７９０

　攻撃力　７００（プラス５）

　防御力　６７０（プラス１０）

　敏捷性　７００

　命中力　６８０

　魔法耐性　６５０

　賢さ　５８０




一般スキル

　『看かん破ぱ　ＬＶ１』『気配感知　ＬＶ４』『隠密　ＬＶ６』『採取　ＬＶ１』『使役　ＬＶ９』

　『暗視　ＬＶ１０』『悪食　ＬＶ７』『耐震　ＬＶ５』




技・魔法スキル

　『火炎魔法　ＬＶ５』『氷水魔法　ＬＶ３』『土木魔法　ＬＶ２』『風雷魔法　ＬＶ４』『回復魔法　ＬＶ１０』




称号　　オプション効果を隠す　▲

　『二兎を追う者』

　クラス『見習い魔剣士』を選んだ者に与えられる称号。技スキル・魔法スキル以外の攻撃手段は威力が１０％低下する──器用貧乏で終わる気かい？




　『二兎を得し者』

　魔導剣士に至った者に与えられる称号。称号『二兎を追う者』の効果を打ち消す──さぁ、本領発揮といこうか？




　『下剋上』

　レベル差が３０以上ある相手をソロ討伐したプレイヤーに贈られる称号。自分よりレベルが上の相手に対する時、ステータスが１０％上昇する──無む謀ぼうを勇気へと変えた者へ。




　『インセクト・キラー』

　危険度Ａ以上のインセクト系の魔物を１０体以上ソロ討伐した者に贈られる称号。インセクト系モンスターに与える攻撃が１０％上乗せされ、戦闘も回避しやすくなる──歩く虫よけスプレーってか。




　『ビースト・キラー』

　危険度Ａ以上のビースト系の魔物を１０体以上ソロ討伐した者に贈られる称号。ビースト系モンスターに与える攻撃が１０％上乗せされ、戦闘も回避しやすくなる──一流の魔獣虐待人。




　『アンデッド・キラー』

　危険度Ａ以上のアンデッド系の魔物を１０体以上ソロ討伐した者に贈られる称号。アンデッド系モンスターに与える攻撃が１０％上乗せされ、戦闘も回避しやすくなる──アンデッドの天敵なら、きっとあなたは聖者なのだろう。




　『ゴーレム・クラッシャー』

　危険度Ａ以上のゴーレム系の魔物を１０体以上ソロ討伐した者に贈られる称号。ゴーレム系モンスターに与える攻撃が１０％上乗せされ、戦闘も回避しやすくなる──心なき土塊に、恐怖を抱かせし君へ。




　『不屈の闘志』

　ゲーム内で最初に死に戻りが１００回を超えた者に贈られる称号。ＨＰが半分以上残っている時、それを上回るダメージを受けた場合でも必ずＨＰは１残る──諦めない限り、君は死なない。




　『原初の魔導剣士』

　ゲーム内で最初に魔導剣士になったものに贈られる称号。パーティー内にいる魔剣士クラスは、ステータスが１０％上昇する──見せてもらおう、先せん達だつの力というものを。




　『被虐の鑑かがみ』

　８種類以上の状態異常を受けながら、一度もアイテムを使用しなかったものに贈られる称号。全ての状態異常を高確率で無効化する──異常さえも繰り返されればいつかは慣れる。




　『敬けい虔けんな宗教家』

　ゲーム時間で１ヵ月間、一切の回復アイテムを使用しなかったプレイヤーに贈られる称号。１分ごとにＨＰが１０％回復する──頑かたくなに回復薬を拒否する様は、宗教に殉じゆんずる姿勢と似ている。




　『孤高のボッチ』

　ゲーム時間で１ヵ月間、他のプレイヤーと交流のなかった者に与えられる称号。ソロプレイ時にステータスが１０％上昇する──大丈夫。みんなあなたを受け入れてくれる。




武器・装備　説明欄を表示する　▽

武器

　『錆びた剣』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：攻撃力プラス５

装備

　『布の服』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５

　『布のズボン』レア度：Ｅ　品質：──　耐久値：──　効果：防御力プラス５




　うわっ。

　さすがに称号が増えすぎて、オプション効果を表示してると何が何だか。

　まぁ取りあえず言えることは、私のクラスが『魔剣士』から『魔導剣士』になったことで、『二兎を追う者』を打ち消す『二兎を得し者』の称号がもらえたってことかな。

　そのうえ、今までの戦いの結果増えた称号やスキルが結構ある。元々あったスキルも進化して強くなった。

　これはもう、始まりの街くらいなら無双できるんじゃないかな？　むふふ。

「よーし、チュートリアルも終わったし……攻略を開始するとしましょうか」

　目の前にある石の壁。その壁の一部は分かりにくいけれど引き戸になっているのだ。戸の隙間から光が差し込んできているし、ここを開ければ外に出られるのは間違いない。

　私が今までここから出なかった理由は、出て行こうとするとこちらを窺うかがうカマちゃん──ジャイアント・マンティスのためだ。

　大人でも容易に通れる出口だけれど、十メートル以上の巨体を持つカマちゃんにはどう考えても普通には通れない。そのため、どうにかカマちゃんを外に出す方法はないかと思案していた。

　カマちゃんと一緒に戦闘しながらも、ずっとそのことで悩んでいたんだけれど、ついに私はその方法を編み出した。

　──いや、編み出したっていうか気付いただけなんだけれど……。

「えーと……この『使役　ＬＶ９』ってのを意識して……」

　ステータス欄にある一般スキルの『使役』。そこを意識すると、なんと選択画面が見られるのだ。




『使役　ＬＶ９』

　使役モンスター一覧

　・カマちゃん（種族：ジャイアント・マンティス）──召喚済

　　　　　　　　　　　　『送還しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』

　　　　　　　　　　　　『放棄しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』




　表示された内容を改めて確認し、何度も確認して『送還』を選ぶ。きっとその隣にある『放棄』を選んだら、主従関係は終わっちゃうんだろうな……。

　もちろん、コントローラーやキーボードなんかで選ぶわけじゃないんだけど、うっかり『放棄』なんて選択しないように気を付けなきゃね。

「よし、『送還』っと……」

『送還』を選ぶと、カマちゃんが光の粒子となって消えていく。まるで戦闘で倒されちゃったようだけど、これで一時的にいるべき場所に『送還』されたってことでいいんだよね？　……いるべき場所がどこだか知らないけど。

「ちょっと確認しておこう」




『使役　ＬＶ９』

　使役モンスター一覧

　・カマちゃん（種族：ジャイアント・マンティス）──召喚未

　　　　　　　　　　　　『召喚しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』──最大ＭＰ２割消費

　　　　　　　　　　　　『放棄しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』




　再び『使役』の欄を見れば、ちゃんと召喚可能になっている。ただ、召喚するのに最大ＭＰを二割もっていかれるんだ……。

　使役してからずっと出しっぱなしだったから気付かなかったな。

「カマちゃん、しばしの辛抱だよ。私がゲームに慣れたら呼び出すから、ちょっと待っててね」

　消えてしまったカマちゃんにそう告げて、気を取り直した私は改めて出口へと向き直った。

　そうして戸を勢いよく開け放ち、ついに私は体感で一ヵ月過ごしたダンジョンから一歩踏み出したのである。
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【語り合おう】エイス大陸クロニクル雑談スレ９【教え合おう】




１名前：名無しの冒険者 　　ID：Vfr5eyU

　このスレッドはＥＣＣの雑談スレです

　マナーを守って楽しくお使いください

　次スレは〉〉９５０の方にお願いします

　前スレ

　ｈｔｔｐｓ：／／＊＊＊＊＊＊＊







　　　　・

　　　　・

　　　　・

　　　　・

　　　　・




４５６名前：名無しの冒険者　　ID：Phtef7s

　ついに正式サービス開始からリアルで三週間近く経ったんだな




４５７名前：名無しの冒険者　　ID：Rsgrdc9

　ついに正式サービス開始からゲーム内で一ヵ月経ったんだな




４５８名前：名無しの冒険者　　ID：Mc1rveo

　明日から第二陣が入ってくるってな




４５９名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　〉〉４５６

　〉〉４５７

　お前ら結婚しろよｗｗｗ




４６０名前：名無しの冒険者　　ID：Uvree3v

　〉〉４５６

　〉〉４５７

　仲の良さに嫉しつ妬と




４６１名前：名無しの冒険者　　ID：O3rchec

　〉〉４５６

　〉〉４５７

　時間差１秒以内かよｗ




４６２名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　てーか、ゲーム内で一ヵ月経って後続って……

　レベル差がとんでもないことになるんじゃねーか？




４６３名前：名無しの冒険者　　ID：Uvree3v

　今、攻略組ってレベルどんくらい？

　もう後続は追いつけないの？




４６４名前：名無しの冒険者　　ID：Mc1rveo

　〉〉４６３

　たしか５０超えてるやつもいたはず

　やっぱ、攻略組はすげぇよ

　後続が追いつけるかはアップデート次第じゃね？




４６５名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　一ヵ月でレベル５０はすごいのか？

　ＶＲＭＭＯＲＰＧは今回が初めてだからよく分からん

　○○／１００の表示ってことは、今のレベルキャップは１００だろ？

　俺がやってたネトゲなら、カンストしてさぁ本番……ってレベルなんだけど




４６６名前：名無しの冒険者　　ID：RveD1cj

　〉〉４６５

　十分すごいぞ

　法律でＶＲは十時間しかできんし、身体全体の疲労もあって何時間も

　戦ってられんからな




４６７名前：名無しの冒険者　　ID：JhtreM3

　〉〉４６５

　そう言うお前さんはカンストできたか？

　レベルはいくつになった？




４６８名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　〉〉４６７

　３２です……




４６９名前：名無しの冒険者　　ID：JhtreM3

　〉〉４６８

　それが、こたえだ（ドンッ）




４７０名前：名無しの冒険者　　ID：JdkNc7w

　まぁ最初は手探り状態で、レベルが上がりにくいのはしゃーない

　ぼやぼやしてると第二陣に追い抜かれるかもだけど

　それも楽しいっちゃあ楽しい




４７１名前：名無しの冒険者　　ID：Uvree3v

　実際、画面越しのゲームと違ってＶＲってレベル上げにくいよな

　やっぱり自分自身で戦ってる差が出るのかね？

　ネットと違って雑ざ魚こモンスさえ、長時間の戦闘はきついしな




４７２名前：名無しの冒険者　　ID：BiarcH9

　ノーリスクで戦闘を行えるネトゲと違って

　ＶＲでは仮想とは言え、自分自身が傷つけられたり殺されたりするからな

　どうしても戦闘回数が減少するって、ばあちゃん言ってた




４７３名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　〉〉４７２

　お前のばあちゃん何者だよ




　死に戻ってからまたフィールド行くのも遠く感じるし

　ＶＲは戦闘以外にもいろいろ楽しみ方あるしな

　特にＥＣＣはデスペナがなぁ……

　最近は戦闘漬けで、リアル１日かけてもレベルが上がらなくなってきた




４７４名前：名無しの冒険者　　ID：Rsgrdc9

　デスペナの『次のレベルに上がるために獲得した経験値が０になる』

　ってのが地味に痛いな

　序盤はそんなでもなかったけど

　自分のレベルが上がればあがるほど　敵が強くなればなるほど

　レベルが上がりにくくなってなぁ




４７５名前：名無しの冒険者　　ID：Nvje2fc

　何でもいいから早くデネス街道のボスを誰か倒してくれお

　先に進めねーだろうがお




４７６名前：名無しの冒険者　　ID：RveD1cj

　デネス街道のボスって何番目のボスだっけ？

　てか、他人が倒したところで自分でも倒さないといけないんだろう？




４７７名前：名無しの冒険者　　ID：Phtef7s

　〉〉４７６

　たしか四番目

　ベルンダとエルザード

　並び合った二つの始まりの街から

　西、北、東に同レベルのボスがいて

　そいつらは既に倒されている

　今回のデネス街道のボスは西にある街からデネスに続く街道に出るデカい狼

　誰か一人でも倒せば、あるていど弱体化するんじゃなかったっけ？

　たぶん先行者が有利になりすぎないための運営の温情だと思うけど




４７８名前：名無しの冒険者　　ID：Nvje2fc

　四番目だけど実質二面ボスって感じだな

　正直二面ボスで躓つまずいている場合かよ

　レイドボスってわけでもあるまいし




４７９名前：名無しの冒険者　　ID：JhtreM3

　〉〉４７８

　レイドボスじゃないからこそ倒し辛いのかも

　ボスの周りに群れいるし、パーティーごとでしか戦えないから戦力が足りない

　もう少し待てば生産職の皆さんが、有効的なポーションを用意してくれるだろう




４８０名前：名無しの冒険者　　ID：Pvjr1cv

　ポーションも今んところしょぼいからな

　おまけに『空腹』と『味覚』が実装されたせいで糞くそ不ま味ずく感じるし




４８１名前：名無しの冒険者　　ID：Nvje2fc

　良薬は口に苦しか……もうタヒ語だろう？

　デネスにはもっと質のいいアイテムとか売ってそうだけどな

　あぁ、オガミとかが早く倒してくれねぇかな




４８２名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　〉〉４８１

　オガミって金髪ヤンキーの？　あのイキリ野郎？

　いつも周りに女プレイヤー侍はべらせてるけど強いの？

　この前目があって睨にらまれたから

　全力の土下座をお見舞いしてやったわ




４８３名前：名無しの冒険者　　ID：Mc1rveo

　金髪ヤンキーというよりはＤＱＮ王子のがしっくりくるよな

　見た目爽さわやかイケメンなのに、あの柄の悪さ　完全に輩やからだわ

　たしかにムカつくくらい強いけど　なんであいつモテるの？




４８４名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　〉〉４８２の情けなさに草




　そりゃあこのゲームのアバターが顔をいじれないからだろう

　ありゃあリアルでもイケメンだよなぁ

　あの態度はイキリ野郎以外の何者でもないけど




４８５名前：名無しの冒険者　　ID：JdkNc7w

　オガミとは結構つるむけどそれほど悪い奴じゃないぞ

　あいつはそんなに攻略に熱心じゃないけど

　有名だしレベルで言えばトップクラスだな

　たしかにあいつのパーティーなら、街道のボスを倒せるかも




４８６名前：名無しの冒険者　　ID：UpzvDb6

　有名プレイヤーと言えばやっぱ姫君だよな

　まじリーチェちゃんは俺の癒いやし

　あのこならエルフ使っててもたしかに違和感ないわ




４８７名前：名無しの冒険者　　ID：Knzs4Se

　〉〉４８６

　お前じゃなくて俺の癒やしだ

　このゲームじゃ数少ない女性ヒーラーだし、美人だもんな

　胸もデカいしリアルでもお近づきになりたいわ




４８８名前：名無しの冒険者　　ID：O3rchec

　姫君けっこうフレンドリーで簡単にフレンド登録してくれるよね

　その辺ちょっと気を付けて欲しいくらいだけど




４８９名前：名無しの冒険者　　ID：2jkolHm

　あの女嫌いだわ

　いつも顔面偏差値低い男に囲まれて調子乗ってる感じ

　あんなのただのオタサーの姫だわ




４９０名前：名無しの冒険者　　ID：Mc1rveo

　〉〉４８９

　火の球ストレートで草




４９１名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　〉〉４８９

　モテない女プレイヤーの僻ひがみかな？




４９２名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　〉〉４８９

　涙拭けよブサイク




４９３名前：名無しの冒険者　　ID：Phtef7s

　〉〉４８９

　これは女を装よそおった巧妙な女性プレイヤー下げですわ




４９４名前：名無しの冒険者　　ID：TnX1byt

　むしろ擁よう護ごを狙った姫君の自演である可能性も微レ存……




４９５名前：名無しの冒険者　　ID：RveD1cj

　顔面偏差値低いって……

　姫君よりも取り巻きの男たちが大やけどで草




４９６名前：名無しの冒険者　　ID：JdkNc7w

　話題戻そうか




　明日大型のアップデートがあっていよいよ第二陣がログインしてくる

　どうやらやっとギルドもつくれるようだ

　おまえら第一陣プレイヤーの意地を見せつけてやるぞ




４９７名前：名無しの冒険者　　ID：Rsgrdc9

　ああそっか、明日十時までログインできないのか

　第二陣も二万人規模だからこれで四万人か

　賑にぎやかになるな




４９８名前：名無しの冒険者　　ID：Tter5xn

　俺はあした、リア友が来るから一緒に見て回るわ

　先行組の先輩風ぶっかますぜ




４９９名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　アップデートでギルドが創れるようになるみたいだし、

　金と人脈がある奴は組織してみてもいいかもな

　攻略組とかは勧誘とか始めるかも

　なんにせよ明日が楽しみだな




５００名前：名無しの冒険者　　ID：Rrs7Fdl

　明日は初期装備で溢あふれ返かえるな

　お前ら初期装備にはやさしくしろよ？




５０１名前：名無しの冒険者　　ID：BsnF4Vr

　〉〉５００

　おう、もし刃は毀こぼれしてる剣を持った魔剣士クラスがいたら

　優しーく……作り直すように諭すわ




５０２名前：名無しの冒険者　　ID：Pgze8bs

　そう言えば魔剣士クラスって最近見ないな

　ログイン初期はあんなに溢れていたのに……

　うっ、ログイン……バグ……死に戻り……




５０３名前：名無しの冒険者　　ID：Zn2rfNn

　〉〉５０２

　それ以上はいけない

　あの運営のやらかしを　それ以上思い出してはいけない




５０４名前：名無しの冒険者　ID：Phtef7s

　〉〉５０３

　あれは嫌な事件だったね……

　それと同じくらい魔剣士の件もよろしくなかったね……




　今では魔剣士ってどれくらい残ってるんだろう




５０５名前：名無しの冒険者　　ID：Uvree3v

　俺が知ってる魔剣士の最高レベルは２４だな

　もう攻略は諦めて生産に精を出してるよ




５０６名前：名無しの冒険者　　ID：Mc1rveo

　〉〉５０５

　まぁ攻略目的のプレイヤーは

　最初の三日間で魔剣士を見限ってるだろう

　うん、残当




５０７名前：名無しの冒険者　　ID：Tter5xn

　〉〉５０４

　残ってる魔剣士も今回作り直す可能性もあるな

　第二陣はちゃんと調べてくるだろうから

　魔剣士はほとんど淘とう汰たされるんじゃなかろうか




５０８名前：名無しの冒険者　　ID：KQvxr8h

　あぁ、アップデートで魔剣士が上方修正されないかね

　俺、未だに未練あるんだけど




５０９名前：名無しの冒険者　　ID：O3rchec

　未練あるやつはやればいいのに

　意外と育ててみれば戦いやすいかも




　攻撃１割減でスキル欄も五つだけど




５１０名前：名無しの冒険者　　ID：KQvxr8h

　〉〉５０９

　うがぁぁぁぁぁ




５１１名前：名無しの冒険者　 ID：Pbez2Qt

　おい聞いてくれっ！

　『使役』のレベルが２になったっ！




５１２名前：名無しの冒険者　　ID：Zxrdh4n

　〉〉５１１

　ファッ？




５１３名前：名無しの冒険者　　ID：JhtreM3

　〉〉５１１

　噓だろ？

　何やったの？




５１４名前：名無しの冒険者　　ID：Knzs4Se

　〉〉５１１

　詳細はよっ

　サービス開始からこの時を待ってたんだ




５１５名前：名無しの冒険者　　ID：JdkNc7w

　〉〉５１１

　まじかよ、すげぇな

　けどその情報は一般スキルスレに言った方がいいんじゃね？

　もしくはテイマー・サモナーを目指すスレ




５１６名前：名無しの冒険者　　ID：Pbez2Qt

　どうして上がったかは俺にも確信があるわけじゃない

　ちょっと検証が必要だからまだ話半分で聞いてくれ

　そう思って雑談スレに報告した




５１７名前：名無しの冒険者　　ID：Knzs4Se

　〉〉５１６

　別に確信がなくてもいい

　早く、早く話すんだよっ




５１８名前：名無しの冒険者　　ID：Nvje2fc

　このタイミングでこの情報は……

　さては〉〉５１６

　運営だな？




５１９名前：名無しの冒険者　　ID：BnvF4re

　なるほど

　テイマーへの希望を持たせて後続に『使役』スキルを取らせる

　そして結局情報は出ずにキャラを作り直させ

　課金でがっぽがっぽ大儲け




５２０名前：名無しの冒険者　　ID：JGfkud3

　汚いぞ、運営っ！

　……でも別に、いらなければ控えにすればいいだけの話だよな

　変えられないクラスと違って




５２１名前：名無しの冒険者　　ID：Pbez2Qt

　一応言っておくが、俺は運営の人間じゃない

　信じてくれ




５２２名前：名無しの冒険者　　ID：BiarcH9

　〉〉５２１

　運営の人間はいつもそう言うって、俺のばあちゃんが言ってた




５２３名前：名無しの冒険者　　ID：Pz3rMxs

　〉〉５２２

　だからお前のばあちゃん何者だよｗｗｗ




５２４名前：名無しの冒険者　　ID：Knzs4Se

　〉〉５２１

　わかった

　もしちゃんと情報が出せるようになったら

　教えてくれよ？

　知識の独占は嫌われるぞ




５２５名前：名無しの冒険者　　ID：Pbez2Qt

　〉〉５２４

　もちろんだ（別にお前らに嫌われてもどうでもいいけどな




５２６名前：名無しの冒険者　　ID：N2redsO

　〉〉５２５

　おい、心の声が表示されてるぞｗｗｗ




５２７名前：名無しの冒険者　　ID：JmfCd4e

　〉〉５２５

　うーん、これは教える気０ですわ……





[image: ]




「まぶ……しぃ」

　引き戸を開け放って外に出ると、痛いくらいの太陽の日差しで目が眩くらむ。

　やっぱりダンジョンの暗闇に慣れた目には、この光は毒だよね。そう言えば、家に引きこもった後に外出るとこんな感じにいつもなるよ。

　こまめに外には出なきゃね。

「さて、ここはどこなのかな？」

　辺りを見渡していると、背後の岩でできた引き戸が自動的にしまって音を立てる。

　振り返るとそこには大きな像の台座があるだけで、ダンジョンの入り口なんて影も形も見当たらない。あれ？　どうして？

「え？　な、なんで……開かない」

　私が出てきたところを開けようとしても、ピクリとも動かない。隙すき間まも一切なくなっていて、ついさっき実際に出てきたんじゃなければ、ここが入り口だなんて信じられないはずだ。

　どうやらこのダンジョンは、本来なら条件を満たさないと入れない特別仕様みたい。今すぐに戻るのは無理なのだと分かった。

「……うーん、まぁいっか」

　あそこは一応調べつくしたので、別に戻る必要もない。いずれ正規の手段で訪れることもあるだろう。

「さてと、まずはここがどこなのかを知らなくちゃ」

　改めて私が出てきた台座に乗っている像を見る。

　台座だけで私よりもずっと大きくて、乗っている像は鎧よろい姿すがたの騎士が象かたどられているみたいだ。

「えーと、なになに？　『勇ゆう壮そうなる者　エフェア』か。この人、エフェアっていうんだ。ふーん」

　この人が何をした人かは知らないけど、どうしてこの人の像の下にあんな化け物たちが暮らしていたんだろう。ちょっと意味が分からないや。もしかしてみんなこの人のペットだったのかな？

「──おいっ！　君、ここは一般人は立ち入り禁止だよっ！」

　ぼんやりと像を眺めていたら、憲兵姿のおじさんが小走りで駆けてきた。

　ひどく険けわしいその顔つきは、どうやら私に対して怒っているらしい。

「あ、ご、ごめんなさいっ！　わ、わたしがどこ、ここだが……」

　久しぶりに──と言うよりゲーム内で初めて人と話したことによって、私の脳は異常をきたしたようだ。いきなり怒られたことも相まって、自分でも何を言ってるのか分からない。

「……なんだい、迷子か？　子どもでもここに入っちゃいけないよ」

「す、すみません」

「ほら、出口はこっちだよ」

　私の目の前に立った憲兵姿のおじさん、憲兵おじさんは私を見下ろして少し表情を和らげてくれた。

　どうやらこの身長差に、私がまだ小さい子どもだと勘違いしてくれたみたいだ。良かったような悲しいような……。

「あの、ここはどこなんですか？」

「うん？　ここはベルンダの街にある伯はく爵しやく城じようの庭だよ。別名『古の城じよう跡せき地ち』なんて言われているけどね」

「ベルンダの街……どこかで聞いたような」

「なんだい、自分のいる街も知らないのかい？　もしかして『来訪者ビジター』かい？　なら始まりの街と言った方が分かりやすいかもな」

「えっ！　ここ始まりの街の一つなんですか？」

「そうだよ。君たち『来訪者』は真っ先にこの街かエルザードの街に降り立つって聞いているよ。実際、君もこの世界に来たばかりだろう？」

　憲兵おじさんは私の初期装備をちらりと見やり、確認するように問いかけてきた。しかしそんなおじさんに、私は吹き出しそうになるのを堪こらえるのに必死で答えられない。

　だってまさか、私は一応始まりの街にログインできていたなんて……なんて皮肉。

　ちょっとログインする位置がずれていただけで、こんなに攻略に出遅れるとは。いやぁ、ゲームは何があるか分からないなぁ。

「ほら、ここが出口だよ。ここから左に行って突き当たりを右に曲がれば第一広場に出る。そこに君と同じように世界に降り立ったばかりの『来訪者ビジター』たちがたくさんいるはずだ。行ってみるといい」

「はい、ありがとうございます」

　とりあえず、当てもないのでおじさんに言われた通り第一広場なるところに行ってみた──秒で後悔した。

「ひ、人多いなぁ……」

　目の前にはすごい数の人。

　広場自体すごく広いので密度的にはそれほどでもないのかもしれない。けれどこの多さは、軽く三千人は超えているんじゃないかな？

「こりゃあ初期ログイン地点が複数必要なわけだよ。だからといってあんなダンジョンに飛ばされるのは勘弁してほしかったけど……」

　サービス開始当初の知識を引っ張り出してみれば、たしかこのゲームは、二つの街からログイン地点がランダムに選ばれたはず。

　並び合ったベルンダの街とエルザードの街の第一から第四まである広場。そのいずれかが最初のログイン地点になるのだ。

……まぁそんな知識は、変な場所に初ログインしたせいで、すっかり忘れ去っていたけどねっ。

「──あれ？　でもゲームが始まったらログアウトしたセーフティエリア内にログインするはず。こんなに広場にログアウト地点を選ぶ人がいるのかな？」

　サービスが開始されてから現実で約三週間。ゲーム内では一ヵ月だ。それだけの日数が経っていれば、いくらなんでも広場以外にログイン場所を決める人も多そうだけど。次の街とかさ。

　あるいはここに一斉に死に戻っただけ？　いや、それにしたってこの人数……。

　もしや、ベルンダの街の第一広場に何かあるのだろうか？　ログインするのに都合のいい何かが……。

　少し立ち止まって考えこんでしまった。

　その辺りにいる人に話を聞けば早いのだろうけど、生憎コミュ力なんて、私のステータスのどこにも載っていない──載っていたとしても５とかそこらのゴミだろうけど。

　少し自じ嘲ちようの笑みを浮かべた私の背後に足音が生まれ、

「──ねぇ、そこのお嬢さん。さっきから立ち止まってどうしたの？」

「ぃひっ？」

　コミュ力５のゴミわたしに、何者かが声を掛けてきた。

「は、はひ？」

　もちろん、背後に人がいるのは分かっていた。

　どうやら常時発動型（パッシブスキルとかいうらしい）である『気配感知』が私にはあるし、それ以前に広場の周囲は人が溢れ返っている。

　私の背後どころか身の回りは多くの人で埋め尽くされているのだから、人がいるのは当たり前。

　けれど、その中からまさか私に声を掛けてくる人がいるとは思わなくて、少し驚いてしまった。

　変な声が出てしまったが、本当に、少し驚いてしまっただけなのだ。べ、別に飛びあがったりなんてしてないんだからね？

「ご、ごめんなさい。そんなに驚くなんて思わなくて……大丈夫？」

「べ、べべべつにだだだい大丈夫ですけど。な、何ですか？」

　やたらと跳ね上がって痛い胸を押さえて振り向くと、猫の耳を生やした茶髪の可愛らしいお姉さんが心配そうに立っていた。

　表情を見るに、どうやら悪い人ではなさそうだ。

「本当に大丈夫？　何だか汗もすごいし顔色も悪いけど」

「こ、これは人に慣れてないだけで。話しかけられてど、動揺してるだけです」

「ああ人見知りなんだ？　なんでＭＭＯを……いえ、それは個人の自由だものね。変なこと聞いてごめんなさい」

「あ、あ、ありがとうございます……ち、違う。あの、だ、大丈夫です」

　だ、だめだ。

　本当に人との接触が不慣れすぎて自分で何を言っているのかよく分からない。

　さっきの憲兵おじさんは格好から明らかにＡＩだって分かったけれど、このお姉さんはきっとプレイヤーだ。中身のある人とゲーム内でコミュニケーションとるのって初めてだ。

　ど、どうしよう……。

「あのね、あなたも今日からＥＣＣに挑戦するプレイヤーさんでしょう？　私の友達もそうだからちょっと気になっちゃって」

「へっ？　今日から挑戦？」

　いや、正確にはこの世界の時間で一ヵ月前からプレイはしているのだけど……待てよ、でも確かに攻略自体は今日からになるのかな？

　今まで何してたのか考えてみたら──うん、ソロで別ゲームしてたようなもんだし。

「……そ、そうです。私も今日から攻略に乗り出しますよっ！　ふひっ」

　人見知りのうえに暗い女の子だと思われたくなくて、拳を握って無意味に声を張り上げてみる。けど恥ずかしくなって変な照れ笑いが出ちゃった。

　これ、絶対気持ち悪い奴だよっ！

「そ、そうなんだ。ねぇ、良かったら私たちと一緒に──」

「こらっ！　小さな女の子をナンパしない」

　こちらに向かって右手を差し出して来たお姉さんの頭上に、軽いチョップがお見舞いされた。たぶん痛くはないんだろうけど、その一撃でお姉さんの動きが止まる。

「み、みゆ──」

「ここではミーシャだってば。で、モーニン、この娘こは？」

　お姉さんにチョップした人はミーシャさんというらしい。こちらは少し目つきの鋭い美人なお姉さんといった感じだ。赤みがかった金髪の頭に猫耳とかないし、耳も長くない。きっと私と同じヒューマンかな。で、私に声を掛けてきた可愛らしい猫耳のお姉さんはモーニンって名前なんだ。

「ええっとね、ミーシャ。この娘が困ってるみたいだから声を掛けたんだ。あなたと同じ新規さんみたい」

「えっ？　私、別に新規ってわけじゃ──」

「そんなの、装備見たら分かるわよ。私と一緒の初期装備だし。で、何に困ってたの？」

「しょ、初期装備だけど新規じゃ──」

「それがまだ聞いてなくてね。こんな可愛い子、リアル指向の強いＥＣＣじゃ貴重だから唾つけておこうと思って。ちょっとお話ししてたの」

「呆れた。人がちょっと目を離した隙に、すぐそういうことするんだから……」

　だ、だめだ。この人たち私の話を聞いてくれない。

　いや、多分単純に私の声が小さいだけなんだろうけど。だって周りは騒音がひどいし、二人だって結構声を張り上げて会話してるし……。

「あ、れ……」

　周囲を見てみると、なぜかやたらと他プレイヤーの視線がこちらに集まっている。なんで……あ、そっか。

　こんだけ奇き麗れいな二人が声を張り上げて会話してたら、みんな気になっちゃうよね。ひ、ひぇーっ。私、晒さらし者ものじゃんかっ。

「し、失礼します」

　何な故ぜか呆れ顔のミーシャさんと弁明するようなモーニンさんに小声で頭を下げて、私はそそくさと逃げ出した。きっと気付かれていないはず。

　ふひひ、『隠密　ＬＶ６』は伊達ではないのだよ。

「……ふぅ、どうしようかな」

　二人のお姉さんから離れて人心地ついて、呟つぶやく。

　お姉さんたちからは離れられたけれど、周囲は未だに人の群れだ。そして気付いたけれど、大部分の人が私やミーシャさんと同じように初期装備。

　持ってる武器はそれぞれ違うけれど、服とズボンが似たような感じだから分かる。そういえばモーニンさんはもっとしっかりとした感じの服を着ていたなぁ。この違いってなんだろう──あ、もしかして。

「もしかしてこの人たち、『第二陣プレイヤー』ってことかな？　そう言えば順調に行けば、ゲーム内の一月ほどで後続組が開始できるって情報にあったような……」

　なんせリアルでも三週間ほど前の記憶だからあやふやだけど、たしかにそういった話があったはず。ミーシャさんも新規って言ってたし。

　始まりの街の広場にやたら人が多いと思ったら、皆ご新規さんなんだ。

「ふふふ。みんな私の後輩なんだ。いいなぁ、こういうの。オフラインの格ゲーじゃ味わえない優越感と言うか……なんだろう、右も左も分からない子に色々教えてあげたい」

　ジャイアント・マンティスの肉の味とか、オルトロスの肉の味とか、ギガース・ゴーレムの核が食べられることとか、ジェネラル・ゾンビの肉を食べると状態異常になることとか──色々教えてあげたい。

「……でも、やっぱり無理だよね」

　残念ながら私のコミュ力の低さは先ほどのやりとりで露ろ呈ていしている。まさかあそこまでダメダメだったなんて。

　い、いや、ほら。

　さっきのは急に話しかけられて心の準備ができていなかったし？　なんかちょっとお腹も減って喉も渇いてたし……あとちょっと耳の裏が痒かゆかったし、仕方ないんじゃないかな？

　今度はいける、いけるよ、きっと。

「……よーし、今度こそ何事にも動じないぞっ」

　私は自分に言い聞かせ、広場の中央辺りにあった噴水の縁にお尻を乗せた。




──ベルンダの街第一広場をリスポーン地点に登録しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「ほがっ？」

　お尻を乗せた瞬間そんな女性の声が響いて、驚き跳ね上がってしまう。そして無様にも地べたにお尻から着地する。び、びっくりした……。

「ふふっ。くまさんのお人形みたい」

「……あの娘可愛い」

「すげぇ、このゲームで銀髪ロリが見られるとは……」

　驚いて両手両足を前に伸ばして固まっていた私は、周囲がこちらを見て嘲あざ笑わらうような顔をしていることに気付いた。な、な、何だこの仕打ちはっ！

「み、み、見ないでぇー」

　メッセージを消すために素早くＹＥＳを選択して、身体を小さくし小走りでその場から逃げ出す。

　やっぱり人間は怖いっ！







　広場から逃げ出し、人間としての自信を喪失気味の私は今、一人寂しく街を歩いていた。

　これからどこに行けばいいのかすら分からない迷子だ。いや、あんな醜しゆう態たいを晒したのだ。人生における迷子とすら言えるかもしれない。

　そんなふうにとぼとぼと歩いていると、背後から突然大きな声がかかった。

「──あっ！　おい、誰かっ！　そこのひったくりを止めてくれっ！」




──チュートリアル『クエスト：ひったくり犯を攻撃しよう』が開始されます。スキップも可能です。参加しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　同時に女性的な機械音声でそんなコメントが流れて、私は即座にＹＥＳを選ぶ。




──所持している武器を構えてください。




　その声に従い、錆さびた剣を構える。

　見れば周囲の初期装備プレイヤーたちも、戸と惑まどいながらもそれぞれ武器を構えだした。きっとたくさんの人がこのクエストに参加したんだ。

　まぁ、チュートリアルだから大抵の人は受けるのかな？

「おらっ！　邪魔だ、どけっ！」

　ひったくり犯らしい大柄な男が、通行人や初期装備のプレイヤーたちを突き飛ばしながらこちらへと走ってくる。

「こ、これがこのゲームのチュートリアルかっ！　よ、よしっ！」

　男の人が、刃は毀こぼれしている剣を振りかざしてひったくり犯に挑んでいった。

　ひったくり犯は立ち止まって迎え撃ち、男の人に何回か斬りつけられた後に再び逃走を開始する。

　それを別のプレイヤーとも何度か繰り返して、いよいよ私のところへ迫って来た。

　が、頑丈なひったくり犯だなぁ。




──魔剣士は剣技を使った攻撃と魔法を使った攻撃が可能です。

──プレイヤー名：アンズに技スキルがないため、魔法スキルのみ使用可能です。

──『火炎魔法　ＬＶ５』『氷水魔法　ＬＶ３』『土木魔法　ＬＶ２』『風雷魔法　ＬＶ４』『回復魔法　ＬＶ１０』のうち、攻撃が可能なスキルを選択してください。




　さっそく錆びた剣でひったくり犯に斬りつけようとしたら、そんなメッセージが一気に頭に流れ込んでくる。

　え？　そんな場合？




　けれど言われた通り、『回復魔法』以外の魔法スキルを選択する……『回復魔法』を選択したらどうなるのかな？




──『回復魔法　ＬＶ１０』では攻撃できません。もう一度選び直してください。




　す、すみません。

　仕方なく、『火炎魔法　ＬＶ５』を選択する。その間も、ひったくり犯は無駄に機敏な無駄のない無駄な動きをして律りち義ぎに待ってくれている。なんか申し訳ない感じ……。




──『火炎魔法　ＬＶ５』が選択されました。使用する魔法を選択してください。




『火炎魔法　ＬＶ５』

　・ファイヤー・ボール（単体）　　　消費ＭＰ：７

　・ファイヤー・バースト（単体）　　消費ＭＰ：１５

　・ファイヤー・ストーム（全体）　　消費ＭＰ：３０

　・ファイヤー・ウォール（防御）　　消費ＭＰ：５０

　・フレイム・アロー（全体）　　　　消費ＭＰ：７０

　・フレイム・ウェーブ（全体）　　　消費ＭＰ：１００

　・フレイム・ストリーム（単体）　　消費ＭＰ：１５０

　・フレイム・ウォール（防御）　　　消費ＭＰ：２００

　・紅ぐ蓮れん地じ獄ごく（全体）　　　　　　　　消費ＭＰ：３００

　・火、猛たける神の怒り（単体）　　　　消費ＭＰ：４５０




　どうしよう、何かいっぱいあるんだけど。

　えーと、相手はＡＩとはいえ人型だし、あんまり強いのは駄目だよね。

　ここは『ファイヤー・ボール』を選択しよう。




──『ファイヤー・ボール』が選択されました。掌、もしくは錆びた剣の先端を相手に向けてください。




　言われた通り、掌の方を選んで相手に向けた。




──スキル名を唱えてください。




「え？　ふぁ、『ファイヤー・ボール』……」

　恥ずかしかったけれど指示された通りに唱えたら、思ってたより三倍デカい大きな火の球が掌から放たれて、ひったくり犯の顔面を直撃した。

「え、なにあの魔法……」

「あれ『ファイヤー・ボール』か？　もしかして賢さにステータス偏ってんのかな？　極振りってやつ？」

「──にしても、序盤で出せる威力じゃないだろ……」

　何やら周囲のプレイヤーたちがひそひそと囁いているけれどそれどころじゃない。

　だって大きな火の球を喰らっておいて、ひったくり犯はぴんぴんしてるんだもん。ちょっと顔はすすけているけれど。

　これは、追撃が必要ですかね？




──チュートリアル『クエスト：ひったくり犯を攻撃しよう』をクリアしました。チュートリアルを終了します。
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「……へ？」

　再び掌を翳かざし直した私に、無情にも女性の機械音声が告げた。

　そしてひったくり犯は、別のプレイヤー目掛けて駆けていく……なんだか物足りない。




──魔法を使うにはＭＰが必要です。また、魔法の威力はステータスの賢さに影響を受けます。覚えておきましょう。




　は、はい。




──クエスト報酬として２０００ジニーを獲得しました。

──クエスト報酬として初級ポーション×３を獲得しました。

──アイテムポーチがいっぱいです。アイテムを入れ替えますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　え、ここでお金貰うんだ。

　そして夢にまで見たポーション……けど初級か。多分私のＨＰじゃあまり役に立たないだろうから今はいらないかな。

　少し悩んでＮＯを選択する。




──初級ポーションを受け取りませんでした。




「ふぅ、これで完全に終わったのかな？　にしても……今のが本当のチュートリアルかぁ」

　何だか私のイメージしてたのとはちょっと違ったけれど、まぁ高レベル帯のダンジョンにいきなり飛ばされるよりかはまともなのかな？

「ねぇ、君っ！　すごい『ファイヤー・ボール』だったね？　良かったら俺のとこのギルドに来ない？」

「──へっ？」

「なんだ、お前？　その娘は俺が先にギルドに誘おうと目を付けてたんだぞ。引っ込めよ」

「はい？」

「いやいやいや。二人ともさっさとそのお嬢さんから離れたまえ。彼女のような才能ある幼女は、我がギルドにこそふさわしい」

「え、へ？　な、なに？」

　チュートリアルが終わった瞬間、何故か明らかに初期装備ではないプレイヤーたちが私を取り囲んで「ギルド、ギルド」言い出した。

　ギルドってたしか、パーティーの大きいバージョンだったような気がする。何人かの集団からなる組織とかそんな感じ。

　けど、どうして私なんかを誘うのだろうか。それもこんなにも熱心に。

「ねぇ、君もブレイダって名前のプレイヤーは知ってるでしょ？　前回イベント５０位以内だった彼が、俺のギルドを率いてんだよね」

「ぶ、ぶれい……」

　いや、知らないよ？　イベントがあったことも、そんな人も知らないよ。むしろいきなり馴れ馴れしいあなたが無礼だ、ぷぷぷっ、なんちゃって──あ、現実逃避はいかんいかん。

「へっ、ブレイダってオガミにＰＶＰでコテンパンにされたんだろう？　大したことないな」

「なっ！　そ、それとこれとは……」

「それよりさぁ、俺んとこのギルドにおいでよ。ゲーム自体初心者っぽいし、優しく教えてあげるよ。へへへ」

　ＰＶＰはたしか、プレイヤー同士で戦うことだったはずだ。そっか、ブレイダさんはオガミさんに負けちゃったんだ……どうでもいいし、どっちも知らないけれど。

　そんなことよりも、なんかこの人たち怖いな。強引だし、笑ってるけど目が嫌な感じ。

　まるでこっちを無理やり丸め込もうとしているようだ。

「あ、あの、わ、私、急いでいるのでっ！」

　取りあえず、こういう人たちには関わらないのが一番だ。そう思って踵きびすを返すも、どの方向もプレイヤーに囲まれていて動けない。

　どうしよう……ぶっとばしてもいいのかな？

「別にもう少しいいじゃないか。なーに、僕のギルドに入れば、彼らのようなならず者から君を守ってあげられる。さぁ、僕のギルドに──」




「──ちっ、目め障ざわりだなぁ……おいてめぇら、さっきからガキ相手に何してやがる」




　この状況に混乱して我を忘れて拳を握りしめた私の耳に、そんな乱暴な言葉が聞こえた。

　けれど粗雑な口調の割に、その声は涼すずし気げであり中性的で、不思議と耳に馴染んで心地がいい。

「げぇっ！　お、オガミ……」

　私を取り囲んでいたプレイヤーの一人が、声のした方を見て目を見開いた。けど「げぇっ！」って……本当にそんな反応する人いるんだ。こんな状況にもかかわらず、思わず「ふひっ」と笑ってしまった。

「てめぇらよぉ……」

　私を取り囲んでいたプレイヤーを見やり、背の高い金髪のイケメンが呆れたように呟いた。そして胸ポケットから煙草のような物を取り出し、面倒くさそうに口に咥くわえる。

「別に俺はギルド勧誘くらい好きにやればいいと思ってる。けどな、限度ってもんがあんだろう。小さなガキ相手に寄ってたかって脅すような真似……俺はよぉ、そういうのが一番嫌いなんだよ」

「い、いや、お、俺たちはただ……べ、別に彼女だって嫌がって──」

「ああん？」

「ぃひゃっ」

　中性的な声でもドスを利かされたら怖いっ！

　声も出ない男の人たちの代わりに、思わず私が情けない声を出しちゃった。

「ああ……気分悪い、気分が悪い、マジ気分悪くて死んじまいそう。ああ死にそうだ、死んじまいそうだ……あ、お前ら。もしかして俺のことを殺そうとしてる？　そうなんだろう？」

「え、そ、そんなわけ──」

「へぇ、やっぱりそうか。じゃあよぉ、俺がお前らに反撃して間違って殺しちまってもよぉ、正当防衛ってことでいいよなぁ？　そういうことだよなぁ？」

　ど、どんな因縁のつけ方？　い、いや、そういうことにはならないと思います、よ？　怖いから言えないけどっ！
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「す、すみませんしたっ！」

　そして実際に殺気を向けられ凄い形ぎよう相そうで凄まれたプレイヤーたちは、一目散に逃げだしてしまった。私もできることなら逃げ出したいけど、い、一応助けてくれたんだよね？

「──ちっ、セーフティエリア内で殺せるかってんだよ、馬鹿どもが」

　結局、ただ咥えただけだった煙草のような物を胸ポケットにしまい直し、金髪イケメンが近寄ってきてこちらを見下ろした。

「で、でかい……」

　傍そばに立たれると、ＶＲ全盛期の今では珍しいその長身が嫌でも目立つ。

　これ、一八○は軽く超えているよ。その割には左右に剣を帯びている腰元はスラリとしてるし、モデル体型って奴かな？

　身体の成長に影響を与えると言われるＶＲの普及によって、現在では一八○を超える長身は珍しい。このゲームは五センチメートルは身長伸ばせるけど、それにしたって大きすぎない？

　く、くそ、ちんちくりんな私には羨ましい身体だ。

「……おい、触られたりしてねぇか、お嬢ちゃん」

　ズボンのポケットに手を入れながら尋ねてきた金髪イケメンに、私はぶんぶんと首を横に振って答える。

「だ、大丈夫です」

「ちゃんとガード設定してるか？　まぁ、デフォルトなら問題ないか」

「あ、あの、助けてくれたんですか？」

　設定とかの話はよく分からないけれど、一応こちらを気に掛けてくれているみたいだし、悪い人ではなさそうだ。

　ここはお礼を言わなくては。

「ああん？」

「ひっ、ご、ごめんなさい」

　ところが途端に凄まれてしまい、思わず頭を下げてしまった。

　いや、だって怖いよ？

　よく美形の怒った顔は怖いって言うけれど、それ本当なんだね。しかもこの人、常にギスギスした雰ふん囲い気き纏まとっているから余計に怖いし。

「うんだよ。そんな恐縮しなくったっていいだろうが」

「だ、だってか、顔怖い……」

「あん？」

「な、な、何でもないですっ！　あ、ありがとうございましたっ！」

　これ以上この人といたら、きっと小指詰められる。

　とにかくお礼を言って逃げ出そう。

「待てよ」

　ところが、踵を返そうとしたのに声を掛けられて止められてしまう。ひ、ひぃ……まだ何か用なの？

「……俺は今、連れを待ってんだ。ちょっと付き合え」

「え、な、なして？」

「……今の時間、新規がたくさんうろついてんだよ。その分、ギルドへの勧誘がいっぱいいて、さっきみたく……ああっ！　めんどくせぇ。いいからしばらく傍にいろ」

「は、はいっ！」

　なに、この人。すごく強引なんだけど。

　世の中の女子の中には「強引な人って素敵」っていう人種がいるけど、私は絶対無理だよ。強引と脅迫は紙一重だと思うし、私にはその区別はつかないし。

　たしかにこれだけ美形でスタイルも良ければ、それだけで惹かれちゃう女の子はいるかもしれないけれど、私を一緒にしないでよねっ。

　私はそこらのリア充（リアル充実）女子と違って、根暗で格ゲーばっかりやってるネト充（ネット臭充満）女子なんだからっ！

　あれ？　関係ないし、何だか悲しくなってきたぞ？

「あの、お連れさんって……」

　とりあえず沈黙を嫌って揉み手で話しかければ、イケメンさんはちらりとこちらを見下ろし、すぐに視線を外す。

「──妹だ。今日からこのゲームを始める」

「そ、そうなんですか。兄妹で仲良くゲーム。い、いいですね」

「…………」

「あ、あのお名前とかって」

「オガミだ」

「あー、お、オガミさん。素敵なお名前ですね、ふひっ。わ、私はアンズっていいます。ふ、ふひっ」

「…………」

　妹さーんっ！　早く来てーっ！

　なに、この拷問？　私にどうしろって言うの？　私が何をしたって言うの？

　コミュ力５しかない私には、こんな寡黙な人の相手なんて無理だよ。けど、黙っているのはこの人の雰囲気的にも怖いし、な、なんとか会話を続けないと……。

「え、えっと、妹さんとはここで待ち合わせしてるんですか？」

「いや、第一広場を出たらここ通るだろう。それを待ってる」

「……へ？　なんでこの街の第一広場にログインすることを知ってるんですか？」

「ああん？」

「ひ、ひっ！　ご、ごめんなさいっ！　よく知りもしないのに変なこと聞いてっ！」

「……そっか。別にログインするのはベルンダの第一広場とは限らないのか……ランダムだったな」

「……え？」

　もしやこの人、当てずっぽう？

「わりぃ、ちょっと落ちるわ。ガワ置いてくから傍離れんなよ」

「え？」

　オガミさんは勝手にそう言い残して、突然固まってしまった。

　しかも鋭い目のまま固まっているから、まるで街行く人を睨にらみ付つけているようだ。一体これ、私はどうしたらいいんだろう……。







　長身イケメン風ガラの悪い金髪、うん？

　イケメン風長身金髪ガラの悪い？　ちがう。

　イケメンガラの金髪風長身悪い……ああ、もうわけが分かんないや。もうイケてる鶏ガラスープでもなんでもいいよ。

　とりあえず、何だか強引なイケメンが固まってから暫しばらく経ちましたが、私は未だにこの場を動けていません。

　さすがにこのまま逃げ出すのは怖いし、イケメンは「傍離れんなよ（意訳：動いたらぶっ殺すぞっ！）」と言い残してたし、待つしかないよね？

　そして待ってる間に気付いたんだけど、何だか通り過ぎる人の様子がおかしい。

　ここは街中なので多くのプレイヤーがいるんだけど、その何人かは私の方を見て身を乗り出してくる。これは多分、さっき囲んできた人たちみたいに私をギルドに誘おうとしてるんだと思うんだけど……。

「お、オガミ……」

　けれどすぐに私の隣に立っているオガミさんの抜け殻に気付いて、何事もなかったかのように去って行く。す、すごい、まるで蚊取り線香……いや、この場合は虫よけスプレー？

「うーん、やっぱり顰しかめっ面つらだから、みんな怖いのかな？」

　オガミさんを見上げて、その表情をあらためて観察する。

　眉まゆ根ねを寄せたその険しい目つきは、道行く人たちが分かりやすく目を合わせないようにするほど鋭い。あまりに顔を見ようとしないものだから、オガミさんが抜け殻状態なのにきっと誰も気付けていないのだ。

「……もったいないなぁ。こんなに美形なのに」

　今は中の人がいないことを知っている私は、怒られる心配もなくその横顔をじっくりと観察することができる。もう少し表情が柔らかければ目の保養になったんだろうけど、まぁ、今のままでも十分保養になるか。

　肌白いし、顔も小顔で輪郭も整っているし、睫毛まつげ長いし……鼻高いし……うぅ。

　くそ、巷ちまたでは「ちんちくりんの童顔」でならしている私にも、その美び貌ぼうを分けて欲しい。だってこの人絶対あれだ。

　女装したら私よりも美人だよ、絶対。

　ほら、正面からこちらを見下ろす角度も様になっているし、一層顰ひそめられた細く整った眉もよく見れば女性らしいし──あれ、なんでこっち見てるの？

「──あぁん？　人の顔なにじろじろ見てんだよ？」

「ひぇあっ！　ご、ごめんなさーいっ！」

　私が気付かない内にどうやら戻って来てしまったらしい。そしてじっくりと見上げていた私を不愉快そうに睨んでくる。こ、殺されるっ。

「あん？　別に怒ってねぇよ。俺が怖い奴みたいだからいちいち謝んな」

「ごめ……は、はい」

　いや、あなたは万人が認める怖い人だと思います。怖くない人は言葉の枕に「あん？」とか「あぁん？」なんて付けません。

「……行こうぜ、第四広場らしい」

「え？」

「だから俺の妹だよ。第四広場にログインしちまったんだと。めんどくせぇ」

　後頭部をガシガシと右手で乱暴に搔いてから、オガミさんがゆっくりと歩きだした。え？　これ、私もついていく流れなの？　すでにこの展開についていけてないんだけど……。

「おい、何してんだ？　早く行くぞ」

「あ、え……」

　どうしていいか分からず固まっていた私に、オガミさんが首だけを肩越しに捻ひねってこちらへ視線を送ってくる。どうやら私が行くことは決定しているらしい。

　うーん、でもオガミさん怖いけど、さっきのプレイヤーたちみたいに嫌な感じはしないんだよな。

　傍にいてくれたら変なのも寄ってこないし、この辺よく分からないから第四広場までのルートも知っておきたいし。

　うん、何よりやっぱり怖いしね。

　一応、こちらに合わせてくれているのか、長い足で小さめの歩幅を作って歩くオガミさん。私はその少し後ろを、とことことそれでも足早にくっついて歩く。

　何だか周囲の人が不思議そう──というか怪け訝げんそうにこちらを見てくるのが分かって、思わず顔を下に向けてしまう。

　そりゃそうだよね。

　険しい顔しているとはいえこれだけの美形が、私なんかと一緒に歩いているのだ。どうやっても釣り合わなくて、私は半ば晒し者状態になっていることだろう。

「……顔、上げとけよ」

　そんな私に、立ち止まったオガミさんがズボンに手を入れ真っ直ぐに見下ろしてきた。

「顔は上げとけ。何にも悪いことしてないなら堂々としてろ。澄すまし顔がおで胸を張りゃいい」

「お、オガミさん……」

　意外にも良いことを言うなと思って顔を上げれば、相変わらず眉根を寄せた不機嫌顔がそこにはあった。

「うじうじしてる奴を見ると蹴り飛ばしたくなるんだよ」

「お、オガミさん……」

　あ、やっぱりこの人怖いわ。

「あれ、オガミじゃない？」

　私がオガミさんの怖さを再確認していると、腰に短剣を差した見知らぬ同い年くらいの女の子が声を掛けてきた。

　何だか活発そうな顔つきの女の子で、モーニンさんみたいに頭から動物の耳が出てる。でもモーニンさんと違って少し垂れているその耳は、きっと犬耳になるんだろう。

「黒くろ羽は……んでここにいんだよ。来るなって言っただろうが」

　どうやら黒羽さんというらしいその女の子の登場に、オガミさんは片方の眉を顰めてみせた。傍はたから見たらすごく怖いんだけれど、黒羽さんは気にした風でもなくにかっと笑う。

「バーカ。あんたが来るなって言ったのはこの街の第一広場でしょ？　ここは街の大通りよ。問題ないでしょ」

「あん？　そうだったか？」

「それよりその娘、話してた妹さん？　すっごーいっ！　こんなに可愛いとは思わなかったわ。ねぇいくつ？　小学生？　あ、マナー違反かな？」

「え、いや……あの私は……」

　目をキラキラさせてこちらに顔を近づけてくる黒羽さん。ち、近いし、違うしどうしよう──てか、小学生なわけあるかいっ！　え？　マジでそう見えるの？　えぇ……って、いつものことだけどさ。

「いや、俺の妹は第四広場にログインしたらしい。今から迎えに行く」

「え？　じゃあこの娘は？」

「そいつはチョロチョロして目障りだったから傍に置いてるだけだ」

「……『目障り』？　なのにそばに置いてんの？　なーんか矛盾してない？」

　本当だよ。

　ふつう目障りなら、視界に入れないようにするもんじゃないの？

「なんつーか、チョロチョロして危なっかしくて見てられなかったんだよ。悪いかよ」

「……へぇ、あんたがそんな風に思ったなんて、珍しいこともあるもんね。なに？　雪でも降るの？」

「うっせぇなぁ。てめぇの血の雨を降らしてやろうか？」

「おお、怖い怖い。こんな怖い不良に、こんな可愛い娘は任せられないわね」

　何やら物騒な雰囲気を漂わせるお二人。そして唐突に黒羽さんがこちらに手を差し出して来た。

「……へっ？」

「なーんとなく、オガミの言いたいことも分かるのよね。ねぇ、新規さん。お名前は？」

「あ、アンズですけど」

　あと、別に新規ってわけじゃないんですけど。まぁ、この初期装備姿じゃ説得力ないので言わないけれど。

「そう、アンズちゃん。私の名は黒羽よ。今はね、あなたみたいなちょっと人とは違う感じの娘は、狼に狙われやすいの。だから、少しの間私と一緒に行動しましょ」

「お、狼ですか？」

　この人一体何を言ってるんだろう。この街中に狼のモンスターでもポップすると言うのだろうか。

　まさか、特殊クエスト的な？

「ねぇ、お姉さんの手を握ってくれる？」

「お姉さんって……はい」

　多分、あんまり歳は変わらないと思うけれど、ここは素直に従っておく。差し出されていた右みぎ掌てを握ってみた。




──プレイヤー名：黒羽をガード対象から除外しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「ガード対象？」

「そう。基本的にこのゲームはＰＶＰ以外では他者との過度な接触は禁止されているけれど、自分が許可した場合にはオッケーなの。後から設定し直すことも可能だし……ねぇ、許可してもらえる？」

「え……っと」

　うーん、会ったばかりだしよく知らないけれど、ここで断るのも角が立つよね。

　相手は同い年くらいの女子だし、別に断る必要もないかな。やっぱり嫌になったら設定し直すこともできるみたいだし……。

「分かりました。ガード対象から除外しますね」

「ありがとう」

　嬉しそうにニッコリしてくれるので私も嬉しくなってＹＥＳを選ぶ。そしてその瞬間──黒羽さんがこちらへ跳びかかって来た。

「やぁー可愛いっ！　髪さらっさらっ！　触り心地ふよふよっ！」

「ふ、ふげぇっ？　な、なにをするだぁっ！」
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　突然黒羽さんに襲い掛かられた私は、為なす術すべもなく抱きしめられ頰ずりされ、匂いをくんかくんかされてしまう。やばい、この人やばい人だっ！　てか、匂い嗅がないでよっ。

　あ……でもちょっと柔らかくて気持ちいいかも──。

「おい、嫌がってんだろうがっ」

「ぐえっ」

　恐怖と妙な心地よさを感じて身を竦すくませていた私から、唐突に黒羽さんが引ひき剝はがされる。どうやらオガミさんが黒羽さんの首根っこをひっつかんで退どかしてくれたようだ。

「な、何すんのよっ！　馬鹿ヤンキーっ！」

「てめぇが何してんだよっ。嬢ちゃんが嫌がってんだろうが、この犬っころっ」

「なんですって？」

「ああん？　っんだよ？」

　や、やめてー！　私のために争わないでっ！

　というよりこれ、私のために争ってるの？　単純に仲が悪くて、私をダシに喧嘩しようとしてるだけなんじゃ……。

「──ていうかあんた。待ってる妹さんは良いの？」

「あん？　あ……ちっ、めんどくせぇ。おい、嬢ちゃん」

　まさに一触即発って感じで睨み合っていたのに、黒羽さんが思い出したように聞いただけで途端にギスギスした雰囲気が弛し緩かんした。そしてオガミさんがやる気のなさそうな顔でこっちを見てくる。

「あ、あの、さっきも言ったように私にはアンズって名前が……」




──プレイヤー名：オガミからフレンド申請が届いています。受理しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「え？　あの、これ……」

　突然届いたメッセージに目を丸くすると、オガミさんがそっぽを向きながら後頭部を搔いた。

「俺は妹の世話しねぇといけねぇから、ここでお別れだ。もし黒羽になんかされたら連絡しろ。すぐに絞め殺しに行くからよぉ」

「ちょっ！　私が何かするはずないでしょっ！」

「うるせぇな、信用できるか……まぁ、嫌なら別に受理しなくてもいいぜ」

　こちらを見下ろして窺うかがうようなオガミさんに、少しだけ考えてみる。

　だってこれ、私にとって初めてのフレンド登録になるんだよね？　最初のフレンドがオガミさんとか……ちょっとハードル高すぎない？

　いやー、でも怖い人だけど悪い人ではなさそうだし、こんな機会はもうないかもしれない。

　……よし、ここは謹んでお受けしよう。

「ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

「……おう」

　ＹＥＳを選択すると、フレンドリストというところが勝手に表示され、そこにオガミさんの名前が追加された。まだ一人だけだけど、いつかこのリストが埋め尽くされる日が来るのかな……いや、それはないか。

　そんな日があっても困るし。

「いいなぁっ！　ね、私も登録してっ」

「えーと、黒羽さんはもう少し考えさせてください」

「な、なんでよっ！」

「だ、だってさっき……ら、乱暴されたから」

「変な言い方やめてっ！　わ、分かった。頼れるところ見せて、アンズちゃんの方からお願いさせてみせるんだからっ」

　なぜか変な闘志を燃やしてしまった黒羽さん。どうしよう、冗談だって言い出せる雰囲気じゃないや。

　まぁ、別に無理してフレンドになる必要もないし、このままでもいいかな。

「じゃあ、アンズちゃんのことはこっちで引き受けるけど、あんまり問題起こさないでよ」

「うっせぇな。俺がいつ問題起こしたってんだよ」

「ほんと、自覚のない馬鹿ヤンキーには困ったものね。ねぇ、アンズちゃん」

「へ、あ、え……っと」

　楽しそうに笑いかけてくる黒羽さんとそれを睨み殺さんばかりのオガミさん。ど、どうしよう。あんまり人と関わる機会とかないから、こういう時にどう返していいかが分からないや。

「とっとと消え失せろ、犬っころ」

「はいはい。あっあんた。妹さんとよろしくやるのは良いけど、うちらのギルドのことも考えといてよ？　シェリーもピノも気にしてたわよ？」

「あ……わぁってるよ」

「じゃあ、行こうかアンズちゃん」

　やる気なさそうに頷いたオガミさんに背を向け、黒羽さんが颯爽と歩きだす。

「あ、はい……あ、ありがとうございました」

　私も黒羽さんの後を追いかけようとして、その前に振り返ってオガミさんに頭を下げる。するとオガミさんはこちらを見下ろし目を細めてみせた。

「……おう。楽しめよ、アンズ」

　その表情はやっぱりちょっと怖かったけれど、紛まぎれもないオガミさんなりのエールだと思う。







「そっか、オガミはロリコンか……」

「へ？」

　どうやら街の外に向かっているらしい黒羽さんに付いて歩けば、彼女がなにやら小声で呟く。たぶん私に言ったのではないと思ったけれど、咄とつ嗟さに聞き返してしまった。

「ああ、別に独り言。でも、そうね……アンズちゃん、オガミに惚ほれるのはやめておいた方がいいわよ？」

「え？　ほれる？　彫れる……ああ、惚れる？　え、私がオガミさんに惚れるんですか？」

「いや、知らないけど……でも、仲良くしてたらそうなるかもしれないじゃない？」

「うーん、ないと思いますよ」

　今までの人生で誰かを好きになったことはないけれど、まず断言できる。オガミさんをそういう相手として見ることはないと思う。

　だって優しいけど怖いし。

　イケメンだけど、だからこそ釣り合わないし。

　なんかもう、並ぶと違う生き物みたいだ。

「わっかんないわよ？　女の子ってのはね、好きになる相手を選べないんだから」

「……それは男の子もでは？」

「男は別に、顔が良くて胸さえデカければいいんでしょ、多分」

「…………」

　酷ひどい偏見を聞いた気がした。

「惚れない方がいいのは、ライバルが多いからよ。オガミはね、あんなんでも意外とモテるの。ぶっきらぼうで口調も柄も悪いけど……でも優しいんだよね、憎らしいほど」

　そう言って分かりにくく微笑した黒羽さんの顔が、歳が近いはずなのに少しだけ大人びて見えた。

「はぁ。そうなんですか……」

　活発そうな雰囲気の彼女が見せる、ちょっと印象違いなその顔がなんだか良くて、じっくり見てたら上の空で返事をしてしまった。

　……あれ、こういうのコイバナって言うんだっけ？　リアルでしたこともないのに、なんでこんな仮想世界でやってるんだろう。

　あ、もしかして仮想世界だからこそこういうのができるのかな？　匿とく名めい性せいで相談しやすい的な？　うーん、まぁ要するに……。

「……えーと、好きなんですか？　オガミさんのこと」

「──へっ？　え、な、なんで？」

「あれ、違いました？　オガミさんのことが好きだから、私を牽けん制せいしようとかそういう話じゃないんですか？」

「ち、ち、違うわよっ！」

　どうやら私の思っていたことは大間違いだったらしい。やっぱり普段から人と接していない分、誰かの考えを読み取るなんてことは私には無理らしい。

「えっと、ほら、この話終わりっ！　もう街の外に出るから戦う準備しておいてよ」

「あ、はい」

　こちらを恨うらみがましそうに、少し赤くなった顔で見てくる黒羽さんの指示に従って、私は錆びた剣を抜いて構えた。まったく、自分で話を振っておいて……。

「あれ、アンズちゃんの武器って刃毀れしてる剣だよね？　すっごく錆びてもいるけど、今回からはそんな仕様になったのね」

　私の武器を見てから、黒羽さんが腰に差していた短剣を手慣れた様子で引き抜く。え？　刃毀れしてる剣？

「いえ、これは錆びた剣です」

「……錆びた剣？　あれ錆びた剣って……いや、まさか、ね。あの、アンズちゃん。あなた、クラスは何を選んだのかな？」

「え？　クラスですか？」

　うーん、今は魔導剣士だけど、選んだクラスを聞いてるんだよね？　ならここは、

「『魔剣士』ですけど？」

　この答えが正解なはず……あれ？

　なぜか私の返事に、右掌で額を押さえてうなだれる黒羽さん。どうしたんだろう、頭痛かな？

　私のクラスを聞いてうなだれていた黒羽さんが、まるで作動の遅くなったパソコンが再起動するように、のろのろと顔を上げてこちらを見る。

「……うーん……いえ、そうね。アンズちゃん、ＶＲゲームは初めて？」

「え？　そうですね、オフラインの方はけっこうしてましたけど、このゲームが初めてのオンラインゲームです」

「そう。じゃあ取りあえず、思いっきり楽しんでみたらいいよ。ネットとかの情報も大事だし、先輩プレイヤーの意見も大事だけど、まずは自分なりの楽しさを見つけないとね」

　眩しい何かを見る時のように、目を細めて微笑んでみせる黒羽さん。後ろに何かあるのかな？　私に後光でも射してるのかな？

　もちろん、振り返っても何もいないことくらい『気配感知』で分かっていたけど、私は思わず振り返って確認してしまった。

「ふふっ。もう何してるの。よし、それじゃあさっそくモンスターと戦ってみようか？　アンズちゃんはスキルのチュートリアルは受けた？」

「えーと、ひったくりに攻撃する奴なら……」

「じゃあ、剣技スキルの使い方は大丈夫ね。私はあれ、スルーしちゃったから結構独学で使い方知ったっけなぁ」

　あの時は苦労したっけと笑う黒羽さんを見ながら、私もあのダンジョンで最初は何度も死んだことを思い出した。そっか、最初は皆、苦労したんだろうな。

「あ、でも私、剣技スキルないですよ？」

「へ？　魔『剣士』よね？」

「はい。でも魔剣士って、何故かスキル欄が五つしかないので魔法スキルしかとらなかったんですよ。残りはＰプレイヤーＳスキルでどうにかしようと思って」

「……そっか。まっ、それもよしっ！」

　明らかに一瞬苦い笑みを浮かべた黒羽さんだったけど、何かを振り払うように大声を上げて短剣を頭上に翳かざした。

「ここから先はモンスターが現れて、ＰＫも可能になるから気を付けなきゃいけない。ＦＦは基本的にできない仕様だけど、限られたスキルによっては仲間が傷つくこともあるみたい……まぁ、今は関係ないからいいか」

「……ＰＫって、プレイヤーキルですよね？　ＦＦって何ですか？」

　聞き覚えのない単語に首を傾げると、何故か黒羽さんが嬉しそうな顔でにんまりと笑った。

「どうしたんです？」

「ふふ、いいねいいね。アンズちゃん、初心者って感じでお姉さん楽しいなぁ」

「なんですか、それ？　第一、私たちあんまり年齢──」

「ＦＦってのはフレンドリーファイヤーのこと。つまりね、仲間を傷つけちゃうことよ」

　お姉さん気取りに反論しようとしたけど、その前にＦＦの意味を教えられてしまった。なるほど、フレンドリーファイヤーね。つまり友達を燃やすってことか。

「あれ、でもどうしたら仲間ってことになるんですか？」

「ちょっと待って……ほい」




──プレイヤー名：黒羽からパーティーの申請が届いています。受理しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　黒羽さんからパーティー申請が届いた。おお、これが噂に聞くパーティーってやつか。オフラインばっかりしてたから、こういうの初めてだ。

　ＲＰＧもしたことないから、ＡＩともパーティーって組んだことないんだよね。格ゲーはいつもソロでやってたし、ちょっと仲間と戦うのってどんな感じになるか気になるかも。

　ＹＥＳを選択するとパーティー一覧というウィンドウが現れ、そこに黒羽さんの名前が記されていた。

「これでパーティーになったことになるんですか？」

「そうそう。モンスターを倒せば経験値を分け合えるし、コンビネーションで普段とは違う戦い方や互いを補い合った戦い方ができるの。まぁ、パーティーと言えば、ＭＭＯの醍だい醐ご味みでもあるわよね」

「はぁ、そういうものですか」

　たしかにそう聞けば、パーティーとは随ずい分ぶんとおいしい制度だと思う。一人では倒せない敵を倒せるし、倒す時間も早くなる。その分、攻略スピードも上がるだろう。

　なのに何故、ソロプレイヤーというものが存在するのだろうか。

「……まぁ、私みたいに組みたくても組めない人もいるんだろうけど」

　今回はたまたまオガミさんに助けてもらって、その知り合いである優しい黒羽さんが色々と気を遣ってくれた結果が、この状況なのだ。

　もしオガミさんに会わなければ、きっと今も一人で街を彷徨さまよっていただろうし、当然戦闘になってもソロを強いられていたはずだ。

　まぁ、別に私はそれでも構わないのだけれど。

　オフラインの格ゲーからずっとここまで、一人で戦ってきたんだ。一人の戦いには慣れてるし、多分一人の戦いの方が馴染んでいると思う。

「さて、それじゃあ行きましょうか？」

「はい」

　とは言え、このゲームを始めてせっかくできたパーティー仲間だもんね。一緒に戦うのも楽しいかも。

　それに攻略を始めるにあたって、二ヵ月間このゲーム世界を見回っていた黒羽さんには教えてもらえることがたくさんあるはず。

　街から外れて五歩ほど進むと、例のダンジョンで散々経験した感覚が襲って来る。そう、セーフティエリア内から外に出た時に感じる、あの膜まくを潜くぐり抜ぬけたような感覚だ。きっともう、モンスターが出るというエリアに足を踏み入れたんだろう。

「気付いた？　あの暖の簾れんに頭から突っ込むような感じがしたら、エリアを移動したって意味よ？　もう、ここからはモンスターが出るわ」

「はい」

　どうやらやっぱりそうだったみたい。黒羽さんもそう言っているし、目の前にゆっくりとこちらに向かって来るモンスターも見える。

「来たわね、パロン・タートルだわ」

「……パロン・タートル？　亀なんですか？」

「ええ、ここはベルンダと西にあるぺスタを繫ぐパロン草原なの。そのパロン草原に出る亀だから、パロン・タートルなんじゃないかって話」

「へぇ、けっこうアバウトな名前なんですね」

　ＲＰＧに出てくるモンスターの名前って、もっと独創的というか、格好いい名前のものが多いと思っていたけれど、案外そうでもないみたいだ。

　あのダンジョンに出てきたモンスターも、『ジャイアント・マンティス』やら『ギガース・ゴーレム』やら捻りのないものも多かったし、そういうものなのかもしれない。

「パロン・タートルは、弱いくせに結構好戦的なの。プレイヤーを見つけたらすぐに襲い掛かってくるわ。まず、私が戦ってみるわね？」

　私を庇かばうように前に移動した黒羽さん。少し大きめな亀みたいなモンスターは、ある程度までのそのそと近づくと、突然勢いよく飛び上がって突っ込んできた。

　移動速度は遅いけれど、飛び上がってこちらへ向かって来るスピードは大したものだ。初見はそのギャップにびっくりするかもしれない。

　ご丁寧に手足と尻尾、さらには頭をひっこめて、甲こう羅らだけになって黒羽さんに激突──する寸前で、黒羽さんが躱かわして甲羅は空しく地べたに転がった。

「……え？」

　ひっくり返った甲羅から手足と首を出して必死に起き上がろうとするパロン・タートル。けれどいくら頑張っても起き上がることができない。

「……ね？　弱いっていったのはこういうこと。パロン・タートルの攻撃を躱せば、かなりの確率で勝手にしばらく動けなくなっちゃうのよ。まぁ初めのうちは躱すのに手間取るかもしれないけれど、繰り返してたら慣れるわ」

　そんな風に私にアドバイスしながら、黒羽さんは容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもなく短剣でパロン・タートルの首を搔き切り倒してしまう。




──パロン・タートルを討伐しました。経験値２を獲得しました。




「経験値はちゃんと入った？」

「はい。私何にもしてないのに、もらっちゃっていいんですかね？」

「それがパーティーの利点だからね。さぁ、アイテムの回収回収」




──『小さな爪』を入手しました。

──アイテムポーチがいっぱいです。アイテムを入れ替えますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「……黒羽さん、『小さな爪』って手に入りやすいですか？」

「うん？　あ、アンズちゃんには『小さな爪』がいったんだ。私は『小さな甲羅』だったけど……そうね、『小さな甲羅』よりは『小さな爪』の方が手に入りやすいわね。他のモンスターもドロップするし、最初は『小さな爪』でポーチが嵩かさ張ばるほどよ」

「そうですか」

　じゃあ、これはいらないや。




──『小さな爪』を入手しませんでした。




「じゃあ、次はアンズちゃんが戦ってみようか？」

「はい」

　パロン草原を歩いていると、近くにパロン・タートルが歩いているのが見えた。それに気づいた黒羽さんがそう提案してくれたので、私も錆びた剣を構えてゆっくりと近づく。どうやら相手は気付いていないようなので、慎重に、慎重に……。

「えいっ」

『べぇっ？』




──パロン・タートルを討伐しました。経験値２を獲得しました。




　相手が甲羅に逃げ込む隙も与えずに斬りつけて瞬殺。ふっ、まさに仕事人級の腕前だね。

「すごいっ！　アンズちゃん、上手ね。パロン・タートルはけっこう敏感だから、なかなか不意打ちはできないのに。それも急所に当たったんでしょうけど一撃で倒すなんて……なかなかやるわね」

「え、へへ。あ、ありがとうございます。ふ、ふひ……」

　ど、どうしよう。

　ゲームのことで誰かに褒められたのって久しぶりかもしれない。

　お母さんはどれだけゲームの腕前を披露しても顔を顰めるだけだし、他に見せる相手もいないし。

　たったこれだけのことで褒めてくれるなんて、なんてＭＭＯって素晴らしいんだろう。にやけ面が止まらないよ……。

「さぁ、アンズちゃん。照れてないで素材を回収しないと」

「あ、はい」

　そっか。

　別に私はいらないけれど、私が回収することで黒羽さんにもアイテムがいくんだもんね。一応、素材の回収はしないとね。




──素材を回収するとモンスターの死体は消えます。素材を回収しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　ＹＥＳを押して、そして貰えたのが『小さな爪』だったのでまたポイした。

　けどこの作業も面倒だし、どっかにポーチの中身を預けられる倉庫はないんだろうか？　あるいは手持ちの素材とかって売れないのかな？　そろそろどうにかした方がいいよね？

「黒羽さん。アイテムポーチの中身が満タンになった時は、どうしてますか？」

「アイテムポーチ？　ああ、そう言えば月額課金すればアイテムを無限に入れられる倉庫が借りられるって話だったわね」

「か、き、ん……え？　お金を払わなきゃいけないんですか？」

「まぁ、ＭＭＯＲＰＧだものね。そりゃあ、全くの無課金というわけにはいかないでしょ。私はちょくちょく素材を売るし、まだアイテムポーチがいっぱいになったことはないけれど、オガミは倉庫を借りてたはずよ。ちなみに値段だけど──」

　黒羽さんが教えてくれた月額のお値段は、高くもなく安くもない、いや、大人からしてみればきっと安い方なんだろうって値段だった。

　でも、しがない高校一年生の懐から出す金額としては痛い、痛すぎる。

　……倉庫を借りるのは、まだしばらくいいかな？

　黒羽さんも素材を売ってるみたいだし、私も街に戻ったら素材を売ろう。そしたら手持ちも減らせるかな？

「黒羽さんはどこで素材を売ってるんですか？」

「基本的にはぺスタにあるＮＰＣの素材屋ね。それと知り合いの生産職にも安く売ることもあるし、高く買い取ってもらうこともあるわ」

「えーと、ぺスタって次の街でしたよね？」

「そうそう。始まりの街でもＮＰＣなら何でも買い取ってくれるけど、今そこが私たちの拠点なの。まぁ、ぺスタに行くにはこの草原のボスであるダーク・トレントを倒さないといけないから、後続組にはまだきついかな？」

　へぇ、やっぱり次の街に行く場合には、ボスとかいて倒さないといけないんだ。ボス戦も楽しみだなぁ。

「──あれ？　でもぺスタが拠点なら、どうして始まりの街にいたんですか？」

「え？　ど、どうして……」

「オガミさんは妹さんとの待ち合わせでしょうけど、黒羽さんは何故始まりの街に？」

「べ、別に……ただなんとなくよ。悪いの？」

「はい」

「えっ？　なんでよ？」

　悪いかと聞かれたので「はい」と答えたら凄い顔で見られた。こ、怖い。

「い、いやだって、もし誰かとの待ち合わせとかだったら申し訳なくて悪いなぁと思って……」

「あぁ、そっち？　べ、別に待ち合わせとかじゃなくて……ちょっと気になっちゃって」

「気になる？」

　首を傾げるこちらに、黒羽さんは妙に赤くなった顔を背けてその頰を擦こする。今の会話に照れる要素なんてあったかな？

「……オガミには『来るな』って言われてたんだけど、どうしてもオガミの妹のことが気になってね。少しあの辺をぶらついていたの」

「ああ、そうだったんですか。やっぱり知り合いの身内って気になっちゃうものなんですね」

　私には身内が気になるような知り合いもいないのでよく分からない感覚だけれど、そういうのは往々にしてあると聞く。きっと黒羽さんも気になっちゃったんだろう。

「そ、そういうことっ！　そんなことよりっ、今はアイテムポーチの心配なんていいから、敵をどんどん倒しちゃいましょっ！」

「あ、は、はい」

「ほら、あそこにパロン・フロッグがいるわ。今度はあれと戦いましょう」

「フロッグ……ああ、あのカエルですか？」

　黒羽さんの指差す方向を見れば、たしかにカエルに見えないこともないモンスターが、背の高い草の陰で小さな草を食はんでいる。

　ただやたら大きいし、皮膚の色が黄色やら赤やら青とかを交ぜ合わせたようにカラフルだし……あれ絶対毒ガエルだよ。

「見れば何となく分かるでしょうけど、毒状態になる攻撃をして来るから注意して。ただそんなに動きは素早くないし、こっちが攻撃しない限りは攻撃してこないからまず不意打ちができる。攻撃方法も嚙かみついてくるか、毒の塊を吐き出してくる程度だから慣れたら簡単よ」

「分かりました……あ、ちょっと試しに魔法を使ってみていいですか？」

「そうね。せっかくチュートリアルを受けたんなら、使ってみましょうか。もう少し近づいた方がいいかもしれないわ」

「はい」

　黒羽さんの言うようにもう少し近づいて、そしてさっき受けたチュートリアルの手順を思い出す。

「──魔法スキルを選んで掌か剣の先を相手に向けるっと」

　今度は掌ではなく、剣の先端を相手に向けることにした。

　チュートリアルで使用したのが『火炎魔法　ＬＶ５』の『ファイヤー・ボール』だったので、もう一度復習を兼ねてその魔法を選ぶ。

「──『ファイヤー・ボール』」

　私の剣から放たれた魔法は呑気に草を食んでいたカエルに真っ直ぐ直撃。一瞬にして燃え上がった。




──パロン・フロッグを討伐しました。経験値２を獲得しました。




「やったーっ！　魔法で初めて相手を倒せたっ！」

「ふふ。良かったわね、アンズちゃん。このゲームは実際に魔法を使っているような感覚が得られるらしいし、エフェクトとかもすごいこだわってるわよね。見てるだけで熱気を感じちゃうわ」

「そうなんですよ。今のでＭＰが減ったんですけど、まるで自分の身体から魔法を使うための魔力？　を使った感覚になりますね」

　まぁ、『ファイヤー・ボール』は７しか減らないので、あんまり魔力が減ったって感じもしないけど。

　チュートリアルで使った分は減ってないみたいだし、残りＭＰは７８３／７９０……あと百回以上は軽く撃てちゃうな。

「けど、やっぱ魔法攻撃っていいわね。何と言うか華はながあるし……序盤でもモンスターを倒す威力があるんだものね」

「……そうですか。ふーん」

　少しだけ羨せん望ぼうの眼差しを黒羽さんが私に向けてくれるけれど、こればっかりは素直に喜べないなぁ。なんだか『私』というよりも『魔法』を褒めてるみたいだし。

　でもたしかに、木の棒でちまちま殴っているよりかは、魔法で相手を倒したほうが見栄えがいいのは同意だよね。

　あぁそうだ、素材を回収しとかないと。




──『小さな牙』を入手しました。

──アイテムポーチがいっぱいです。アイテムを入れ替えますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　うーん、『小さな爪』の次は『小さな牙』か。これも多分簡単に手に入るんだろうし、いらないや。ポイしておこう。

　……焼け焦げていてもちゃんと素材ってとれるんだ。

　それからしばらく草原でモンスターを倒していると、少し気だるげな表情で黒羽さんが立ち止まった。

「……アンズちゃん。今ので倒したのは七体目だけど、レベルは上がったかな？」

「え？　あ、いえまだ上がらないですね。ちょっと時間がかかるかもです」

　ここは始まりの街だから、レベル１でも倒せるように設定されているんだもんね。モンスターも多分そんなにレベルは高くないはず。

　やっぱりレベルが８２の私と差がありすぎるのか、ちっとも経験値が貰えない。５０を過ぎた辺りからはあの高レベル帯のダンジョンでも上がりにくくなっていたし、しばらくレベルアップは望めないかなぁ。

「そうなのね。パーティーで経験値を分け合っているとはいえ一つも上がらないなんて……」

「やっぱりレベル差がありすぎるんですかね？」

「まぁ、それもあるでしょうね。私は今レベル４８だから、さすがにこの序盤のフィールドでレベル上げするにはきついわね。ここはどう頑張ってもレベル１２までが精々じゃないかしら」

「１２……はぁ」

　それじゃああまりにも効率が悪すぎるよ。七体倒しても、合計経験値が１４くらいだし。ここはさっさと卒業して、早く次の街に行くべきだ。

「それにしたって七体倒しても上がらないなんて……やっぱりあの情報は本当だったか……」

「あの情報？」

「ええ。どうやら組んだパーティーメンバーのレベル差が著しい場合、経験値がかなり減少するらしいの。まぁ、過度なＰパワーＬレベリングを防止するためでしょうけど、それにしたってここまでだなんて……」

「パーティーメンバーのレベル差……ああ、４０近くありますもんね。そりゃあ余計に上がりにくくなりますよね」

「まぁ、そうなるわね……」

　私が８２で黒羽さんが４８だから結構なレベル差と言えるかもしれない。けど黒羽さんでも４８なんだな。もしかして生産重視なんだろうか？

「あの、黒羽さんって──」

「──情報では、後続組には救済処置があるとかなんとかあったし……これだけＰＬに制限があったらみんな逃げ出しちゃうわよね……でも、養殖で高レベルになって実践では役に立たないよりかは──あれ？　私の時はどうだったっけ？　何体倒したらレベル上がったかしら……」

　生産をしてるのか聞こうと思ったけれど、何やら自分の世界に入ってしまった。ぶつぶつとよく分からないことを呟いている。

　まぁいいか。そんなに重要なことでもないし、私も今は生産関係に興味はないから。色々遊んで、それから興味が湧わけば聞いてみよう。

　……けれどあれだね。

　黒羽さんはぺスタっていう次の街に拠点を構えてるんだし、本当はこんなところで私に付き合って油を売っている場合じゃないんだよね。

　一緒にパーティーを組んでくれるのは嬉しいけれど、それで彼女の攻略に時間がかかるのは本意じゃない。

　第一、レベルだけ見れば私の方が上なんだから、黒羽さんこそもっとレベルを上げないと。私なんかの面倒を見てる場合じゃないんじゃないの？

　やばい、分かっちゃった。

　これが気を遣う、空気を読む──そう、『思いやり』ってやつなんだ。

「……黒羽さん」

「──北の草原でレベル上げした方が……いや、私もいるし一気に東で上げても──」

「く、黒羽さんっ……！」

「え？　あ、うん？」

「あ、や、あの……ふひっ。その……」

　黒羽さんをこちらの世界へ引き戻そうと大きな声を出したら、思ったよりも大きな声が出て恥ずかしくなってしまった。

　黒羽さんは気にした様子もなくこちらに微笑みかけてくれるけど、きっと内心で「なにこのコミュ障（笑）」とかきっと思ってるはず……いや、それでも負けないんだからっ。

「その……えと、私に付き合う、黒羽さんレベル上がらない。それ違う。駄目、絶対。私、一人で。パーティー解消。黒羽さん、自分のためにゲーム」

　ちょっとたどたどしくなったけれど、言いたいことは全部言った。きっと私の思いやりってやつも伝わって、黒羽さんも私のことを見直したはずだ。

　どう？　意外と気遣いできる女でしょう？

　あれ？　どうして黒羽さんはこちらを見てぽかんとしてるんだろう？　あ、動き出した。

「……言いたいことは何となく分かるけど、なんで片言なのーっ。もう、アンズちゃん、面白すぎっ！　可愛すぎっ！」

「ほぎゃっ？」

　動き出したと思ったら、デジャヴのように抱きしめられ撫で回される。

　だ、誰かっ！　お、オガミさん助けてっ！




　──あ、でもやっぱり、ちょっといいかも……。




「あ、あんまりやりすぎるとまたオガミに怒られるわね。やめとこやめとこ」

「ふぅ……」

　一通り私を弄もてあそんだ黒羽さんは、十分やりすぎたと思うのだけれど、そんな抗議をする力も残ってないよ。

　彼女はこちらを解放して少し距離を取ってから、少しだけ真面目な顔で首を傾げた。

「それで？　えーと、つまりアンズちゃんは私に悪いから、一人で戦うってこと？」

「は、はい。今のままじゃ、お互い満足にレベルも上がらないし、黒羽さんもきっとやりたいことがあるでしょうし……」

「そんなの別にいいのに……とはまぁ、言えないけど。私も元々、今日一日だけ一緒するつもりだったんだよね。決まったパーティーメンバーと足並みをそろえないといけないし、それに見る感じ、アンズちゃんってばすごい強いんだもん」

「え、えへっ。そ、そうですか？　それほどでもないですよ。えへへ」

　まぁ、言っても序盤の敵だしね？　こんなのに苦戦してたら、この世界で一ヵ月間頑張ったダンジョン内の私に申し訳ないし？　そんな別に褒められるようなことでもないっていうか、全然嬉しくもないんだけど？

「アンズちゃんって、謙けん遜そんが下手だよね」

「え？」

「だって『それほどでもない』とか言いながら、顔がすごいにやけてるんだもん。すごく可愛い」

「う……」

「とにかく、一人でゲームをするつもりならいくつかアドバイス」

「な、なんでしょうか」

　にやけ面を指摘されてたじろぐ私から視線を外し、黒羽さんは警戒するように周囲へ目を向ける。そうしてから再びこちらを見やった。

　そうか、ここはモンスターの出現するエリアだから、常に気を配らないといけないんだ。まぁ、私には『気配感知』があるから、余程のことがない限りは大丈夫だと思うけど。

「まず一つ目ね。一人でもここで問題なくモンスターを倒し続けることができるなら、北の草原に行った方がいいわ。そこの方が強いモンスターが出るから」

「そうなんですか？」

　なら最初から行けばよかったと思うけど……まぁ、黒羽さんなりの考えがあるのだろう。

「そして北のモンスターにも慣れたら、東に向かって。そこにはもっと強いモンスターが出るの。ただし、北も東もあまりエリアの奥まで行かないように。このエリアと同じようにボスがいるから」

「あっ、じゃあ始まりの街から西、北、東……それぞれの方角にボスがいるんですね？　どの方角のボスが一番強いんですか？　やっぱり東ですか？」

「うーん、難しい質問だけど……強いて言うならばみんな同じくらいね」

「え？　そうなんですか？」

　てっきり強いモンスターの出る東のボスが強いと思ったけれど、そういうわけでもないみたい。なんだかややこしいなぁ。

「相性とかいろんな問題もあるけれど、三つのボスに共通して言えることは──東のエリアである程度戦えないと、絶対に勝てないってことね。もちろん、ソロではなお厳しいわ」

「……ええっ！　それって、このエリアでレベル上げてボスに挑んでも勝てないってことですよね？」

「ええ。だから先行組はみんな、苦労したわよ。まさかポップするモンスターとこのエリアのボスのレベル差がありすぎるなんて思わないじゃない。それでいろいろと調べてみて、どうやら西、北、東の順でレベルを上げて挑むのがいいってことになったのよ」

「へぇ……大変だったんですね」

　序盤に苦労したのは私だけだと思っていたけれど、他の人たちもちゃんと苦労してたんだな。やっぱり、他のプレイヤーも私以上にレベルが上がっているのかもしれない。

「分かりました。アドバイス通りの順番で戦ってみます」

「うん、それがいいと思う。あとね、ソロでは厳しくなってくるとは思うけど、安易にパーティーを組んだりギルドに加入したりしたらダメ。よく知らない人をガード対象から除外するなんてもっての外ほか」

「え？　でも──」

「もっての外っ！」

「は、はいっ」

　黒羽さんが力強くそう言うので頷くけれど、どうも納得いかないや。だって、彼女自身と安易にパーティーを組んだし、よく知らない時にガード対象から除外しちゃったし……。

「あ、そっか。安易にガード対象から除外すると、黒羽さんみたいに乱暴してくる人がいるってことですね？」

「だから言い方気を付けてっ。ゴホンッ、まぁ、不本意だけれどそういうこと。特にアンズちゃんは可愛くて押しに弱そうだから、できるだけ女の子とパーティーを組みなさい」

「へ？　可愛いって言っても、それは単に子供っぽくて可愛いってことですよね？　別に黒羽さんが心配するようなことは何もないと思いますけど」

「甘いわね。他のゲームと違ってほとんどリアル容姿を反映しているこのＥＣＣにおいて、自分がどれだけ貴重な存在であるかを、あなたはちゃんと自覚しなさい。銀髪のロリなんて、このゲームで見たことがないわ」

　なぜかお説教のようなことをされてしまい、私は自分の間違いを悟った

　そうか。このゲームはあんまり姿をいじることができないから、普段は性別や身長を変えている人たちも、本来の姿でプレイしないといけないんだ。ＶＲの影響で低身長が増えているとはいえ、さすがに私くらい背の低い高校生は滅多にいないもんね、逆に目立っちゃってるわけか。

「このゲームは対象年齢十二歳からだけど、それくらいの女の子たちは最近発売された小中学生向けのＶＲゲームに夢中だしね。アンズちゃんくらいの子がＥＣＣをやってるのは本当に珍しいのよ」

「しょ、小中学生……」

　やっぱり小中学生に見られてるってこと？

「特にアンズちゃんの見た目なら小学校中学年でも通用するし」

「げふっ」

「やっぱりＶＲの影響で、子どもたちの低身長化は進んでいるのね……あれ？　どうしたのアンズちゃん」

「も、もうけっこうです。アドバイス、ありがとうございました」

　これ以上、アドバイスという名の精神攻撃を受け続けるのは身が持たない。今は一人になって、この仮想世界の夕暮れが近づいてきた空でも眺めたいよ……。

「あ、最後に……」

　頭を下げて始まりの街へ戻ろうとした私を、黒羽さんが呼び止めてくる。

「え？　なんですか？」

「えーと……その、ね。私みたいな可愛くて頼りがいのあるお姉さんとフレンドになっておくと、いいことある……かも、しれないんだけど……」

　振り返れば、夕焼けにはまだ早いというのに頰を赤く染めた黒羽さんの顔。らしくもない歯切れの悪い言葉とその表情で、彼女が何を言いたいのか──何をして欲しいのかが私でも分かった。

「……あの、短い時間ですが黒羽さんにはとても良くしてもらえて楽しかったです。もしよければ、私とフレンドになってくれませんか？」

「こほっ。え、ええ、いいわ。これからよろしくね、アンズちゃん」

「へへへ。はい」

　頰を赤くしながらも澄まし顔で鷹おう揚ように頷いてみせる黒羽さんがおかしくて、私もはにかんだように笑ってしまう。たしかに出会った時言ってたっけ？　私からフレンドになるようにお願いさせてみせるって。

　ちょっと強引だったけど良くしてもらえたし、私みたいな人間と仲良くしてくれるっていうのなら、きっと得え難がたい人だと思う。

　だから私はフレンド申請をしようとして──。

「あれ？　どうやってメッセージを出せばいいんですか？」

「……いや、教えてあげるけど、なんか締まらないわね」

　自分でもそう思った。
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【ＶＲＭＭＯＲＰＧ】先行組が先輩風を吹かすスレ【エイス大陸クロニクル】




１名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　このスレッドはＥＣＣの第一陣が第二陣について語り合うスレです

　先輩らしく秩序を持った威厳ある振る舞いをしましょう

　後輩の皆さんから質問があった際は、優しく教えてあげましょう




２名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　というわけで立ててみた

　需要あるかな？




３名前：名無しの冒険者　　ID：Up8xcM4

　〉〉１乙




４名前：名無しの冒険者　　ID：Kfv5Re5

　〉〉１乙

　需要あるよ

　リアルじゃ後輩から舐められてるから

　この世界で先輩風吹かせたい




５名前：名無しの冒険者　　ID：Pmcb9pt

　〉〉１乙

　〉〉４

　なんか瞬またたく間まに後輩に追い抜かれそう

　情報によれば後続組はゲーム内で三週間、経験値が１・５倍なんだろう？




６名前：名無しの冒険者　　ID：K2rnlgWh

　〉〉５

　言ってやるな

　ところで先輩風は良いけど

　ログイン地点で迷惑な奴らが湧わいてるな

　新人に手あたりしだいに声かけてパーティーやギルド勧誘してやがる




７名前：名無しの冒険者　　ID：TfX1bhn

　〉〉６

　そんなもん今さらだぞ

　昔からどのＶＲゲームでもパーティーやギルド勧誘は熾し烈れつだった

　むしろ下げ劣れつというべきかもしれぬ




８名前：名無しの冒険者　　ID：9jMdwhm

　別に声かけられてるのは新人だけじゃないな

　明らかに初期装備じゃない奴にも声かけてるし

　結構有名なプレイヤーも誘われてるみたいだ

　ほら、前のイベントで上位だった奴ら




９名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　〉〉８　マジか？

　じゃあ俺もそのうち声かけられるな

　いやぁ参った参った

　ちな前回のイベント１００位以内だった




１０名前：名無しの冒険者　　ID：9jMdwhm

　〉〉９

　安心しろ

　新人にしろ、一陣にしろ

　声かけられてるやつには共通点がある

　全員……顔がいい




１１名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　〉〉９

　どんまい




１２名前：名無しの冒険者　　ID：I3fhdOe

　〉〉９

　良かったなぁ

　一生ギルドに誘われなくて




１３名前：名無しの冒険者　　ID：Up8xcM4

　〉〉９

　ギルド勧誘ないとかマジで羨ましいわ




１４名前：名無しの冒険者　　ID：K2rnlgWh

　おいお前ら

　〉〉９がまるで声を掛けられないような

　残念顔と言わんばかりだが

　多分正解




１５名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　くそ、ちくしょうっ！

　おい、このゲームで一番顔がいいやつ教えろ

　ぶっ飛ばしてくる




１６名前：名無しの冒険者　　ID：JxwVhd4

　〉〉１５

　清々しい因縁の付け方だな

　まぁ、そういうことならオガミか僅きん差さで騎士様だろう




　オレ的にはオガミかな？　いや、オガミを断然推す

　だから頼む　奴をぶっ飛ばしてくれ




１７名前：名無しの冒険者　　ID：Rin8veS

　〉〉１５

　え？　オガミぶっ飛ばすの？　がんばれ




１８名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　いや、オガミはちょっと……




１９名前：名無しの冒険者　　ID：Pm6drfs

　〉〉１８がオガミをぶっ飛ばすと聞いて




２０名前：名無しの冒険者　　ID：BbeF5VQ

　〉〉１８

　英雄が生まれるスレはここですか？




２１名前：名無しの冒険者　　ID：TfX1bhn

　〉〉１８

　できる

　お前ならできる

　このスレに笑いを提供することができる




２２名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　う……

　うがぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！




２３名前：名無しの冒険者　　ID：BidgeV6

　〉〉２２

　え？　もしかしてマジで行った？

　マジで逝った？




２４名前：名無しの冒険者　　ID：Up8xcM4

　〉〉２２

　冗談だぞー！

　帰ってこーい




２５名前：名無しの冒険者　　ID：Kfv5Re5

　〉〉２２

　どうせ行ったふりだろう？

　……ふりだよな？




２６名前：名無しの冒険者　　ID：Pmcb9pt

　その後、〉〉２２を見た者はいない




　みんな、彼の犠牲を無駄にするんじゃないぞ

　極力オガミには関わるな




２７名前：名無しの冒険者　　ID：K2rnlgWh

　〉〉２６

　第一陣のプレイヤーは大抵わかってるだろう

　問題は後続組が神に触って祟たたりをもらいかねないってことだ




２８名前：名無しの冒険者　　ID：NsX1hfL

　すみません

　皆さんの言う第二陣プレイヤーなんですが

　質問いいですか？




２９名前：名無しの冒険者　　ID：BbeF5VQ

　〉〉２２が案外オガミに勝ったりして




３０名前：名無しの冒険者　　ID：Kc9dvso

　〉〉２９

　しっ！

　今〉〉２８が何かすごい質問してくるから




３１名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　〉〉２８

　答えられる範囲なら大丈夫だぞー




３２名前：名無しの冒険者　　ID：NsX1hfL

　〉〉３１

　ありがとうございます

　あの『オガミ』ってなんですか？

　ボス級のモンスター？




３３名前：名無しの冒険者　　ID：BidgeV6

　ｗｗｗｗｗ




３４名前：名無しの冒険者　　ID：Kc9dvso

　これにはポーカーフェイスの俺も草




３５名前：名無しの冒険者　　ID：Pxhx7bH

　モンスターｗｗ




３６名前：名無しの冒険者　　ID：Kfv5Re5

　お前ら何笑ってんだよ？

　むしろ俺は今納得した

　そうか　あいつモンスターだったのか




３７名前：名無しの冒険者　　ID：Mid8scs

　敗北確定イベントに登場するボスはＮＧ




３８名前：名無しの冒険者　　ID：O2reMde

　〉〉２８

　マジレスすると徘はい徊かい型がたのラスボス

　目が合うだけでスタンあるいは硬直状態になる

　見た目は金髪ヤンキー

　高確率でハーレムを形成している




３９名前：名無しの冒険者　　ID：Zds2sVx

　〉〉３８噓を教えるなよ

　〉〉２８

　マジレスすると……あれ？

　ごめん、やっぱ〉〉３８で正解だわ




４０名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　〉〉２８

　見た目は取りあえず背の高い金髪のプレイヤー

　クラスは『剣士』で種族はヒューマン

　大抵眉み間けんに皺しわ寄せてるから、多分見れば分かる

　別にゲームだから本当に死にはしないし、生身に傷を

　負うわけでもない

　ただ、だからといって触らなければ害のないものに

　関わる必要もないと思う




４１名前：名無しの冒険者　　ID：NsX1hfL

　〉〉４０

　ありがとうございます

　それらしい人がいればスルーすることにします




４２名前：名無しの冒険者　　ID：Pme8Iwv

　〉〉４１

　うんうん

　素直なのは良いことだ




４３名前：名無しの冒険者　　ID：BidgeV6

　〉〉４２

　ちっ

　先輩風吹かせやがって……あ、そういうスレか




４４名前：名無しの冒険者　　ID：RxDsr0s

　先輩風と言えば鍛か冶じレベル上げてる鉄てつ心しんっているだろう？

　あいつ後続組のために始まりの街で素材の買取りしてるらしいぞ




４５名前：名無しの冒険者　　ID：Jeq7sNy

　〉〉４４

　あのおっさんか

　別に始まりの街にもＮＰＣの素材屋くらいいるのにな




４６名前：名無しの冒険者　　ID：RxDsr0s

　〉〉４５

　いや、何でも相場の二倍の値段で買い取ってるらしい

　まぁ初日に二陣が狩れるモンスターなんて高が知れてるけど

　それでもなかなかできることじゃないよな




４７名前：名無しの冒険者　　ID：Jeq7sNy

　〉〉４６

　まじか？

　じゃあ、ちょっくら俺も素材を売ってくる




４８名前：名無しの冒険者　　ID：RxDsr0s

　〉〉４７

　だから後続組しか相手にしてないんだって

　さっき先行組が売りに行って説教喰らってんの見た




４９名前：名無しの冒険者　　ID：Jeq7sNy

　なんだよ、くっそ

　でも、あのおっさんだから信用できるけど

　他の奴なら裏がありそうで疑うわ




５０名前：名無しの冒険者　　ID：JqvCe6g

　ほんと

　なんのためにそんな損なことをしてるんだろうな？




５１名前：名無しの冒険者　　ID：Nie5hfL

　打算がないわけじゃないんだろうな

　このゲームは誰かがボスを倒しても、次の街に行くためには

　自分でも倒さないといけない

　鍛冶レベルを上げるのに時間を割いてる鉄心は

　他のプレイヤーよりもレベルが低いんだろう

　それで、今のうちに二陣のプレイヤーと仲良くなって

　ボス戦で手伝ってもらいたいと考えてるんじゃないか？




５２名前：名無しの冒険者　　ID：OvnYx7h

　〉〉５１

　長い

　三行で




５３名前：名無しの冒険者　　ID：Nie5hfL

　〉〉５２

　鉄心は第二陣のプレイヤーと仲良くなるため

　素材を高く買い取って

　恩を売ろうと企たくらんでいる




５４名前：名無しの冒険者　　ID：BidxcV7

　〉〉５３

　短い

　百行で




５５名前：名無しの冒険者　　ID：MsfgcD5

　けどわざわざ二陣を相手にしなくても

　頼まれたら付き合うのに

　俺の武器、鉄心に作ってもらったし




５６名前：名無しの冒険者　　ID：Zxc5Rd6

　〉〉５５

　だよな？

　鉄心くらい有名で腕のある鍛冶師なら

　協力してくれる先行組だっているよな？

　実際、ぺスタに行けたのも協力してもらえたからだろう？




５７名前：名無しの冒険者　　ID：Pxhf1pf

　〉〉５５‐５６

　打算だけでもないってことだろう

　単純に、新しくゲーム始める後輩たちに

　何か施ほどこしがしてやりたかったんだろうさ




５８名前：名無しの冒険者　　ID：K3xdcWz

　〉〉５７

　その心は？




５９名前：名無しの冒険者　　ID：Pxhf1pf

　〉〉５８

　鉄心は先輩風を吹かせたい




６０名前：名無しの冒険者　　ID：TaX2zve

　〉〉５９

　ラノベのタイトルにありそう（粉みかん）




６１名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　なぁなぁ、いいニュースと悪いニュース

　どっちから聞きたい？




６２名前：名無しの冒険者　　ID：1wMxsdh

　いいニュース




６３名前：名無しの冒険者　　ID：I4aewOe

　〉〉６１

　あれ、お前はオガミにやられたはずじゃ




６４名前：名無しの冒険者　　ID：Xervnd5

　〉〉６１

　本当だ

　星になった残念顔じゃん




６５名前：名無しの冒険者　　ID：Dca9seS

　〉〉６１

　残念顔、お前……生きてたのか




６６名前：名無しの冒険者　　ID：Pzs0efs

　〉〉６１

　オガミはぶっ飛ばせたか？　残念顔




６７名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　取りあえず、それ以上残念顔と言ったら俺は泣く




　じゃあいいニュースからな？




　銀髪ロリを見つけた




６８名前：名無しの冒険者　　ID：Rqawrc9

　〉〉６７

　可哀そうに

　オガミに殴られた衝撃でとうとうアホに……




６９名前：名無しの冒険者　　ID：Kc1rszeo

　〉〉６７

　いいニュースってオガミ倒したとかじゃないのかよ？

　つまんねぇな

　銀髪ロリの話なんて微み塵じんも興味ねぇわけねぇだろうが

　早く話せ




７０名前：名無しの冒険者　　ID：Pw5rvxs

　〉〉６７

　銀髪ロリ？

　このゲームにそんなものはいません

　いるのは年増な銀髪か

　若作りが痛々しい銀髪だけです




７１名前：名無しの冒険者　　ID：JhfCd5g

　まぁまぁ諸君

　やいやい言うのは〉〉６７の話を聞いてからにしましょうぞ

　さぁ、話してみたまえ

　内容いかんによっては、ペロる準備が必要だ




７２名前：名無しの冒険者　　ID：Ukkds3v

　なんか香ばしいのがいるな

　あ、俺ら全員か




７３名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　始まりの街に身長１４０ないくらいの女の子がいた

　銀髪だった

　初期装備でおどおどと辺り気にしてた

　可愛かった




７４名前：名無しの冒険者　　ID：ZmvnM4n

　〉〉７３

　やべぇ

　想像しただけで萌えた




７５名前：名無しの冒険者　　ID：RlpD1ms

　〉〉７３

　スクショはよ




７６名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　〉〉７５

　スクリーンショットはない

　というわけで悪いニュースだ

　その銀髪幼女の隣に……




７７名前：名無しの冒険者　　ID：Up8xcM4

　〉〉７６

　なんだよ？




７８名前：名無しの冒険者　　ID：Pmcb9pt

　〉〉７６

　保護者でもいたか？

　まぁ小学生なら保護者とやるのが自然かもな

　そりゃあ迂う闊かつにスクショは撮れんか




７９名前：名無しの冒険者　　ID：J2vcFbm

　まぁ、ある意味保護者だな

　ただその保護者、徘徊型のラスボスなんだよなぁ




８０名前：名無しの冒険者　　ID：K2rnlgWh

　〉〉７９

　あっ（察し




８１名前：名無しの冒険者　　ID：JncpeM3

　〉〉７９

　まぁたオガミか

　あいつはどんだけ女子に縁があるんだよ

　マジムカつくわ

　ハーレムの中から俺に一人分けろよ糞くそが




８２名前：名無しの冒険者　　D：JtyuF7g

　〉〉８１

　お前がモテないのがオガミのせいじゃないってことが

　このレスだけでわかるな




８３名前：名無しの冒険者　　ID：Nplq2fL

　初期装備ってことは俺らの後輩か

　面識がなくても後輩……

　なんかいいな




８４名前：名無しの冒険者　　ID：BidgeV6

　オガミとどういう関係かな？

　ログインして直ぐに仲良くなるなんて滅多にねーよな？

　そんなラノベじゃないんだから




８５名前：名無しの冒険者　　ID：K6mpQwn

　妹と考えるのが順当

　だけどオガミだからなぁ

　ラノベ展開もあり得るんだよなぁ




８６名前：名無しの冒険者　　ID：2jpxzHm

　ところでこのゲームって対象年齢１２歳以上だよな？

　つまり、その銀髪ロリは１２より上ってわけだ？

　ってことは……合法だな？




８７名前：名無しの冒険者　　ID：Tvby5hn

　余裕で違法なんだよなぁ




８８名前：名無しの冒険者　　ID：JhfCd5g

　まぁまぁ諸君

　オガミ君との関係は見えんが

　まずはその銀髪ロリが

　悪質なギルド勧誘等でゲームをやめてしまわないように

　保護するのが肝要だ




　故に、私は幼女ペロリスト協会会長として

　諸君らに命ずるとしよう




　我ら、幼女を慈いつくしみ尊ぶ者

　その幼女に害と成り得る者に何の慈悲が必要か

　踏みつぶすのだ

　幼女に群がる蟻ありが如ごとき有う象ぞう無む象ぞうを踏みつぶし

　我らの母たる幼女を保護し安寧を捧げるのだ




　我ら幼女ペロリストの不変にして普遍たる教義を声高に叫ぶのだ

　ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ

　それこそが、我らを我らたらしめんとする永久不滅の大原則

　さぁ、復唱だ

　叫べ、高らかに

　ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ




８９名前：名無しの冒険者　　ID：Kvcs4S7




　ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ

　とりあえずＮＧに突っ込んだ
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「これから西にある街ぺスタに向かう」と告げた黒くろ羽はさんと別れ、私は一人始まりの街に戻って来た。

　その際に「男の人が絡んできたら無視する」とか、「じろじろ見てくる人がいたらすぐ逃げる」とか大おお袈げ裟さなアドバイスを何度も受けた。まったく、黒羽さんは心配しすぎだよ。まぁ、私が小学……中学生と思っているからかもしれないけど。

　たしかに、このゲームでは珍しいくらいの身長が低い女の子かもしれないけど、銀髪の女性自体はけっこういるし、もっとカラフルな髪色だってある。きっと堂々としていれば誰も関わってこないはずだ。

「お、君可愛いね。どこ行くの？　案内しようか？」

「初心者？　お兄さんが色々教えてあげようか？」

「はぁはぁはぁ、お、お嬢ちゃん……連絡先教えてよ」

　関わってこないはずなんだけど……さっきからやたら声を掛けられるし後を付いてこられる。

　せっかく素材を売るためにこの街に戻って来たっていうのに、なかなか目的地に辿たどり着つけないよ。そもそもどこに素材屋さんがあるかも分からないし。

「うーん、さっき案内するって言ってくれたお兄さんにお願いするべきだったかな？　いや、なーんか嫌な雰囲気したし、黒羽さんにも注意するように言われたしなぁ」

　せめて黒羽さんに素材屋の場所を案内してもらうべきだったかな？　でもあれ以上面倒掛けるのも気が引けるし、図々しいと思われても嫌だしなぁ。

「──頼むよぉ。俺の素材も買ってくれよ」

「うるせぇな。何度も言ってんだろう。今日は後続組のために店出してんだ。先行組はＮＰＣのとこか他の素材屋当たんな」

「ちっ。なんだよっ！　二度とオメェのとこで武器造らねぇからな！」

「上等だっ。誰がてめぇに武器なんて造ってやるかっ！　一昨日来やがれっ！」

　うん？

　街を歩いているとそんな威勢のいい声が聞こえてきた。よく聞き取れなかったけど素材っていう単語も聞こえたし、もしかしたら私の素材も買ってくれるかも。

　声のする方へ行くと小さな屋根だけのテントが立っていて、その中に一人のおじさんがひっくり返した籠の上に座っていた。そのテントの近くには『素材屋　鉄てつ心しん』なんて書かれているし、きっとここが素材屋で間違いないはず……間違いないはずなんだけど、どうしよう。声かけて大丈夫かな？

　何だか見た目が気難しそうな人だし、話しかけたら怒鳴られたりしないかな。

　あ、こっちを見た。なんだかすごい眉まゆを顰ひそめてるし怒ってるみたい。ど、どうしよう。何か気に食わないことしたかな？

「……おい、お嬢さん」

「は、はひっ！」

「さっきからこっち見てっけど、客か？　それとも冷やかしか？」

「え、あ、う……客です。う、売りたいです」

「そうかい、じゃあもうちっとこっち来な」

　困っていたらおじさんの方から声を掛けてきてくれた。どうやらチラチラ見ていた私を冷やかしだと思ったみたいだ。そりゃそうか。何もしないでただ見られるだけっていうのは不愉快だよね。申し訳ないことしたなぁ。

「後続組がログインしてから大体七時間か。お嬢さん、あんた今までパロン草原でモンスター狩ってたろう？」

「え？　分かるんですか？」

　言い当てられて私が驚くと、店のおじさんは良い顔でニヤリと笑った。

「素材を売りに来たってことは、今までモンスターを狩っていたってことだ。そしてこんな短時間じゃ、どんだけレベル上げても北のグフラム草原のモンスターを倒すのは厳しい。もちろん、先行組とパーティー組めばその限りじゃないが、お嬢さんが今一人でいるのを見れば、ソロでやってたんだろうことは察しが付く。なんせこのゲームをやってる奴と一緒だったなら、今日突発的に店を開いた俺のところに来るはずがない。素直に固定の店出してるやつか、ＮＰＣのとこに行くはずだからな。それで適当に素材屋を探していて、運よく俺の店を見つけたってところか？」

「えっと……」

「どうだ？　大体あってるだろう。いや、完璧に合ってるだろう？　推理力には自信があるのさ」

「…………」

　──どうしよう、ほとんど間違ってるんだけど。

　でも長々と語っていたおじさんの自信満々な顔見たら、間違ってるなんて言えないよ。ここは大人な対応として頷いておくのがいいんだよね？

「お、おおむね、その様な感じで考えていただいて、構わないのかもしれないような気がします。ふ、ふひっ」

　あぁ。私の無意味な正義感が、素直に頷くのを拒んじゃう。これじゃあ「遠すぎて近からず」って言ってるのと同じようなものだよ。

「へへ。だろう？」

　けれどおじさんは気にした様子もなく、得意げな顔で胸を張る。なんだか申し訳ないような気もするけれど、不審に思われなかったのならこのまま押し通そう。
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「で。何を売るんだい？　今日の商いは慈善事業みたいなものだ。攻略を進めている先輩方からの施しだと思ってくれてもいい。通常の倍の値段で買い取るぜ」

「倍っ！　本当にいいんですか？」

「おう。ただし、パロン草原のモンスターの素材は元値が安いってことは知っておいてくれよ。何なら相場でも何でも調べてもらってもいいぜ」

「そ、そんなことしませんよ」

　こんな太っ腹な人は中々いない。偶然こんなお店を見つけるなんて、私って運がいいなぁ。

　お金はチュートリアルでもらった二千ジニーだけだし、ここで素材を売って少しでもお金を稼いでおこう。

「お嬢さん、アイテムの実体化の方法は分かるか？　一度実体化しねぇと取引はできないんだが」

「あ、大丈夫です。お肉食べるために何度か実体化させましたから」

「へぇ、もうこのゲームで食事したのか。まぁ、ログインから七時間じゃ腹減る奴は腹減るかもなぁ」

　そう言えば、今日はまだ何も食べてないなぁ。

　黒羽さんとモンスターを倒すのに夢中で、飲食を忘れていたや。始まりの街には飲食店ってあるのかな。あるのなら行ってみたいなぁ……。

「おい、お嬢さん。口から涎よだれが垂れてるぜ」

「あ、う、こ、これはあの……うぅ」

　慌てて口元を拭って誤魔化そうとするけれど、おじさんの呆れた顔を前に全てを諦めた。やっちゃったよ。絶対変な娘こだと思われちゃったよ……。

「あぁ、まぁいいからさっさと売るもんだしな。買い取ってやるから」

「はい……」

　おじさんに言われてアイテム欄を表示させる。そこから手頃なものを選んで……。

「──あ、そうだ。パロン草原のモンスターの素材じゃないんですけど、いいですか？」

「おうっ！　……え？」

　とりあえず、持ってる数の多い『白銀の鎌かま』とかでいいかな？




アイテム・素材　　説明欄を隠す　▲

　『白銀の鎌』×５６　　　レア度：Ａ

　かつて、生態系の頂点に座していたとされる巨きよ大だい蟷螂かまきりの鎌。数多あまたの血を啜すすりながら決して曇くもることのないその白銀に映し出された者は、本能的に死を覚悟する。




──素材名『白銀の鎌』を実体化させますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　もちろんＹＥＳを選択してから、迷うことなく素材をその場に実体化させた。

　お肉以外の物を実体化させるのは初めてだったけれど、上手くいったようだ。ジャイアント・マンティスからドロップした『白銀の鎌』は私の手の中に出現した。重さは感じないけど、で、デカい。

「あの、これを売りたいんですけど、いくらになりますか？」

　さすがに全部売るのは勇気がいるので、六本くらい残して売ろうかな。他のもっと簡単に手に入った奴は、全部売って別のアイテムを入れられるようにしよう。そう思って問いかけたのに、何な故ぜかおじさんが固まっている。

「あれ？　どうしました？　私、何かしちゃいました？」

「いや……え？　なんだそれ……え？　いや、ちょ、ちょっと待って……え？　いやいやいや……え？　あの、その、だ、な……え？」

　なんだこのおじさん。急に「ええ、ええ」言い出したぞ？　気分でも悪くなったのかな？

「あの、大丈夫ですか？」

「お、お、おう。ちょ、ちょっと予想外なものが出てびっくりしただけだ。いやぁ、お前さん、珍しいもん持ってんなぁ」

　未だ衝撃から立ち直れないように裏声で返事してきたおじさんは、目をパチパチと瞬かせて、私の右手に握られている『白銀の鎌』を見つめている。

　もしかして、この辺りじゃ珍しいものなのかな？

「ちゃんとこれって売れるんですか？」

「えぇ？　これを売る……いや、売れないことはないが……見るからに上級素材だろ？　どうやって手に入れたかは分からんが、残しておいた方がいいんじゃないか？」

「はい。だから五十六本中六本は残して五十本は売ろうかと」

「そうか。五十六本もあるなら五十本くらい──はぁ？　そんな素材が五十本以上あるってのかっ！」

「ひぃっ？」

　座っていた姿勢から身を乗り出してきたおじさんにびっくりして、思わず持っていた『白銀の鎌』で斬り付けそうになってしまった。

　このままでもよく斬れそうだけど、素材だからきっとダメージとか入ったりしないんだろうなぁ。

「あぁ、悪い悪い。けど、お前さん、その素材はどうやって手に入れたんだ？　誰かにもらったのか？」

「いえ。これは正真正銘、私が倒したジャイアント・マンティスの素材です」

「ジャイアント・マンティス？　聞いたことないな。ちょっとその素材の情報を見せてもらってもいいか？　触らせてくれ」

「え？　はい」

　よく分からないけれど、『白銀の鎌』に手を伸ばして来たので、傾けて触りやすいようにしてあげる。

　おじさんの手が、『白銀の鎌』に触れた。




──プレイヤー名：鉄心が、素材の情報開示を求めています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　おや、何か出たぞ？

「おい、お嬢さん。メッセージが出たらＹＥＳを選んでくれ」

「はい……これでいいですか？」

「おう、サンキュー。さてはて……え？　レア度Ａ？　え？　Ａ？　えっ？　Ａっ？」

　再び困惑したように目を見開いて『白銀の鎌』に見入るおじさん。よっぽど信じられない光景を目にしたみたいだ。

「……こんな序盤でレア度Ａ？　いやぁ、待てよ？　ありえねぇな。東のボス、アイアン・ゴーレムでも最高レア素材はＣだぞ？　レア度Ｂの素材すらまだ見つかってないのに、Ａ？　そんな馬鹿な……」

「あ、あの、おじさん？　か、買ってくれないんですか？」

　ぶつぶつ呟つぶやいていたおじさんに勇気を出して問いかけたら、おじさんは少し考えこんだ後に重々しく頷いた。

「あ、いや……ああ、悪いがこの素材は買えないな」

　そ、そんなぁ……。

「ど、どうしてですか？」

「現時点で、この素材には値のつけようがないんだ。オーパーツみてぇなもんだ。まだ二番手のボスも倒せてねぇような序盤に、存在していていい素材じゃない。こんなもの、今の俺じゃ取り扱うのは無理だ」

「オーパーツ？　よく分かりませんけど、つまりは買ってくれないんですね？」

「ああ、悪いな」

「……いえ、そうですか」

　うぅ、やっとアイテムポーチの中身を減らせると思ったのに、買ってもらえないなんて。オーパーツだかオパールだかオマール海老だか知らないけど、がっかりだよ。

　私はこれからどうしたらいいんだろう……。

「お、おい、そんなに落ち込むなよ、お嬢さん。たしかに俺のとこじゃあ買えないが、どうしても売りたいのならＮＰＣの素材屋に持っていきな。適正価格で買ってくれるはずだ」

「本当ですか？　じゃあ早速行ってきます」

「ああ……あ、ちょっといいか？」

　さっそくＮＰＣの素材屋さんへ行こうと『白銀の鎌』をポーチに仕舞い直した私に、おじさんが真面目な顔つきで声を掛けてきた。

「な、なんですか？」

　うわぁ、そんなに熱心に見つめないで欲しい。なんだか高校入学のために受けた面接試験を思い出すよ。

　なに？　これから私、将来を左右するような質問を受けちゃうの？

「いや、その素材を剝ぎ取った相手はジャイアント・マンティスとか言ったな？　どこに出るモンスターだ？」

　身構えた私に対し、おじさんは意外にも些さ細さいな質問を投げかけてきた。ちょっと構えて損しちゃったな。

　けど、ジャイアント・マンティスが出現した場所か……。あのダンジョン、何て名前なんだろう？　よく分からないけれど、憲兵のおじさんがなんか言ってたなぁ。

「えーと、お城？　たしかこの街にあるお城の庭です」

「城……伯はく爵しやく城じようか？　妙だな。伯爵城はたしかプレイヤーは立ち入り禁止でまだ誰かが入れたという話は聞かないが」

「そうなんですか？　じゃあなんで、ボスいなかったんだろう……宝箱も空だったし……もしかしてまだ実装されてなかったのかな？」

　あのダンジョンのボス部屋らしきところには、ボスもいなかったし宝箱の中は皆空っぽだった。

　てっきり私よりも先にあのダンジョンを攻略したプレイヤーに、根こそぎ奪われたのだと思っていたけど、案外誰も入れていなかったのかもしれない。もう一度行くことができた時に実装されていたら、今度こそ宝箱の中身を独り占めしてがっぽりできるかな？

「伯爵城か。うーん、お嬢さんが噓を言っているとは思わないが、確証がない以上は話半分で聞いておく方が良さそうだな。他に売れそうな素材はないか？」

「えーと……全部レア度ＡかＢなんですけど大丈夫ですか？」

　一通りアイテムポーチの中身をチェックして言うと、おじさんは呆れたような顔で右手をこちらに向かって払った。

「さっさとＮＰＣの素材屋に行っちまいな」

「は、はい、お世話になりました」

　追い払われるように踵きびすを返した私は、けど大事なことを思い出して再びおじさんの方へ顔を向けた。

「うん？　まだ何か用か？」

「いえ、あの……ＮＰＣの素材屋さんってどこにあるんでしょうか？」

「ああ……この道を真っ直ぐに行って突き当りを左。そんで一番最初の十字路を右に行ってそのまま道沿いを行けば左手に犬みたいな動物の銅像があるからその銅像の斜はす向むかいの路地に入って──」

「ま、ま、待ってくださいっ！　お、覚えられないです。頭に叩き込むのでゆっくりお願いします。まず、この道の左側を歩くんですね？」

「……いや、もういい。一緒に行こう」

　道順の複雑さに頭から煙を出しそうな私を見やり、おじさんは諦めたように立ち上がった。







「へぇ、お嬢さんはログイン時に高レベル帯に飛ばされたくちか」

「はい、本当に参りましたよ」

　固こ辞じしたけれど、おじさんは何だか気難しそうな外見通り頑固な人で、ＮＰＣの素材屋に私を送ると言ってきかなかった。

　まぁ、口頭だけの道案内で辿り着ける自信のなかった私は、申し訳ないと思いながらもその厚意に甘えることにした。

　迷子になったら困るしね。

　道すがら、日が暮れかかった街の中でお互いに自己紹介や他愛のない話をして、このおじさんの名前が鉄心さんだということを知った。いや、『素材屋　鉄心』って書かれた看板もあったし、メッセージでも「プレイヤー名：鉄心」と表示されていたから薄々気づいてはいたんだけど。

　話によると鉄心さんは、素材集めだけではなくその素材を使って鍛冶レベルを上げているプレイヤーらしい。

　このゲームのクラスには『鍛か冶じ師し』とか『錬れん金きん術じゆつ師し』などの生産系のものはなく、全て戦闘関係のものしかない。そのため、一応クラスは盗賊をしているそうだけど、盗賊関係のスキルはほとんど上がっていないんだって。鍛冶スキルに力を注ぎ込んでいるみたい。

　まぁいいんじゃないかな。

　魔剣士クラスを選んでおいて剣技スキルが全くない、私みたいなプレイヤーもいるし。

「もう、このゲームで一ヵ月以上前のことだから記憶があやふやだが、たしか『無差別投下バグ事件』なんて変な通称があったな」

「『無差別投下バグ事件』……なんか名前の響きは格好いいですね」

「そうか？　言ってみりゃあただの運営のミスだぞ。けどあれ、死んだら結局始まりの街にリスポーンするはずだったんだがな。なんでお前さんはその場所に居続けられたんだ？　まさか死ななかったのか？」

「いえ、もちろん即死でしたよ。ただその前に、ダンジョン内の石碑をリスポーン地点に登録できたんです」

　最初は確か、何も分からないうちに殺されてしまったはずだ。あれにはびっくりしたなぁ。

　だけど瞬殺されてなお、私があのダンジョンに居続けることができたのは、よく分からないままあの場所をリスポーン地点に登録したからだろう。

　いやぁ、あんなに近くにリスポーン地点がなかったら、間違いなく始まりの街の広場に死に戻りしていたはず……あれ？　案外その方がまともに攻略していくことができたんじゃ……。

「うーん、しかし大変だったろう？　序盤で高レベル帯に飛ばされても、まともに戦闘なんかになりゃしないはずだ。売れるだけ素材を持ってるってことは倒したんだろうが……よく今日までダンジョンにいられたな。たいしたもんだ」

「そ、そんなことないですよ。何十回、何百回と死にましたし、最初は倒すのに何時間もかかりましたし、で、でも、今ではもう余裕っていうか？　その、た、たいしたことじゃないですよ、ふひっ。ふひひひひ」

「お、おう、そうか……」

　強面こわもてな人が褒めてくれるのが嬉しくて、少しにやにやしすぎたみたい。気持ち悪い笑みが隠せなくて、鉄心さんが奇妙な顔で私からちょっと距離を取った。悲しい。

「おう、見えて来たぜ。あの青い屋根の建物がＮＰＣの素材屋だ。隣にある赤い建物が武器屋兼鍛冶屋だ。武器も買えるし、素材を持ち込めばそれをもとに武器も造ってくれる」

「へぇ、いいですね。じゃあ、別にプレイヤーが鍛冶をしなくてもＮＰＣに任せていいんじゃないですか？　もともとクラスに『鍛冶師』とかがないのは、そういうことなのかもしれませんよ？」

「いや、やっぱりＮＰＣが造れる武器は種類も少ないし、完成品の質もプレイヤー産より数段落ちる。何より、一般スキルには『鍛冶』ってのがちゃんとあるんだ。プレイヤーが鍛冶をすることも想定しているはずだ」

「ご、ごめんなさい」

　私の思い付きにしっかりと反論してくる鉄心さん。別に強い口調ではないけれど、その真剣な眼差しについつい謝ってしまった。我ながらこの気の弱さが嫌になるよ。

「別に謝らなくてもいいさ。たしかによぉ、お嬢さんの言う通り、このゲームじゃあんまり鍛冶スキル特化に旨うま味みはねぇのかもしれない。事実、俺以外に鍛冶を極めようとしてるやつなんざ知らねぇし、そんな奴はもう少し鍛冶がしやすい環境のゲームに移るだろうからな。けどよぉ、いいかお嬢さん？」

「な、なんですか？」

「俺は自他ともに認めるほど頑固なんだよ。そんな俺が、このゲームで鍛冶師の頂点を目指したいと思っちまった。この想いを、一体誰に翻ひるがえせるって言うんだ？」

　鉄心さんが自信満々と言わんばかりの風情で、こちらに挑むように笑いかけてくる。たぶん四十近い年齢だと思うけれど、なんだかその顔には夢を追う少年が浮かべそうな表情が浮かんでいて……ちょっと調子が狂うなぁ。

　良いこと言ってるはずなのに、ミュージシャンを目指して女の人に寄生する男の人が想起されるよ。

　……話題を変えよう。

「て、鉄心さんは、今レベルはいくつなんですか？」

「俺か？　俺は３７だ」

「いえ、歳じゃなくてレベルの話ですけど」

「いや、だからレベルの話だよ。３７」

「……あ、そうなんですか」

　やっぱり鍛冶に力を入れていると言うだけあって、あんまりレベルは上がっていないようだ。ま、まぁ、『鍛冶』とか一般スキルのレベルはモンスターを倒せば上がるわけでもないし。レベルが上がれば貰えるＳスキルＰポイントを振り分けられる技・魔法スキルとは違うし……ね？

　戦闘が疎おろそかになる生産系のプレイヤーは、どうしてもレベルが低くなりがちだよね？

「おい。お前さん今、失礼なこと考えたろう？」

「い、いえ。そ、そんなことないですよー」

「噓が下手だなぁ。ちっ。これでも生産系では上がってる方だぞ？　いい素材を集めるために強いモンスターと結構戦ってるしな」

「そ、そうなんですか？　ちなみに今、皆さんどれくらいのレベルなんでしょう？　１００になっている人はいるんでしょうか？」

「……今日までダンジョンに籠こもってた奴はとんでもないことを言うなぁ。１００はおろか、最前線の攻略組で、５０を超えたのがやっとなはずだぜ？」

「え……」

　鉄心さんの言葉に、私は思わず自分のレベルを確認する──８２。

「で？　初期装備で高レベルモンスターとばかり戦っていたお前さんのレベルはいくつだ？　まぁ、素材は集まってるとは言え、苦戦を強いられてそんなにレベルは上がってないんだろう？」

「……えーと、８２なんですけど……」

「はは。やっぱり８２くらいだよな……え？」

　聞かれたので、迷ったけれど素直に答えた私に、鉄心さんが華麗なる二度見で反応した。

　一度は「あー分かってるよ」的な顔で頷いて前を見たのに、その後すごい速さで首を捻ねじってこっちを見てきた。リアルだったら首を痛めてそうな勢いだったよ。

「は、はち──聞き間違いか？　８２とか聞こえたんだが……まさかな？」

「はい、間違いないです。８２です」

「お、おいおい。お、俺は別に歳を聞いたわけじゃ……」

「喧嘩売ってます？」

　誰が傘さん寿じゆを越えたお婆ちゃんですか、こら。

　ぴちぴちの女子高生を捕まえて、八十二歳はひどすぎる。

　普段は小中学生に間違われるほど童顔だから、たしかに大人びて見られたいとは思うけど……さすがにあんまりすぎるよね？

「い、いや悪い。しかし、そうか８２か……それ、あんまり誰彼構わず言わない方がいいかもな」

「え？　何でですか？」

「俺は生産に力を注いでるから、あんまりお前さんのレベルに興味はねぇ。けど、ゲームの攻略に力を入れてるやつからしてみれば、お前さんの存在をどう思うかね」

　話している間に、私と鉄心さんはＮＰＣの素材屋さんの玄関前まで辿り着いていた。けれど、鉄心さんの意味深長な言葉と顔つきを前に、私の足は止まってしまう。

「……どういう意味ですか？」

「簡単な想像だ。規格外に高レベルなお前さんがいれば、攻略はずっと容易に進むだろう。そう考えないプレイヤーはいないはずだ。つまり、お前さんはひっきりなしにパーティーの勧誘を受けるだろう」

「えぇ、それはいやですっ！　だってあの人たちなんか目つきが嫌な感じがするんですもん」

「はは。その様子を見るに、すでに勧誘はされているようだな。まぁお前さんのその珍しい見てくれなら、レベル関係なしに誘いたくなるもんかもな」

　他人事だと思って、呑のん気きに笑ってみせる鉄心さん。まぁ、たしかに他人事なんだけどさぁ。

「それに、だ。特殊な事情でレベルが突出したお前さんを、みんながみんな、好意的に見てくれるとも限らない。運営の贔ひい屓きだの不公平だの不正だのと喚わめかれるかもしれない。お前さん、耐えられるか？」

「うーん、耐えられるかもしれないけど……嫌です。私、実際に頑張ったのに」

「だろうなぁ。だからまぁ、なるべく黙っておくほうがいいんじゃないか？　パーティーを組めば嫌でもバレちまうだろうがな」

「バレますか？　別に仲間になっても相手のステータスとか表示されませんでしたよ？」

　黒羽さんとパーティーを一時的に組んだけど、たしか見られなかったはずだ。黒羽さんだって、何も言わなかった。仮に私のレベルがすごく高くて仲間のステータスが見られるのなら、何も言わないはずがないと思うんだけど……。

「いや、見られるぞ。パーティーリストに表示される名前を調べれば、詳細が表示されるんだ。スキル関係は相手から許可が下りないと見られないが、レベルやステータスなんかは自由に見られるぞ」

　な、なんだって？

　どうして黒羽さんってばそんな肝心なことを教えてくれないんだ。いや、多分、こっちのステータスも見てなかったっぽいし、忘れてたか知らなかっただけなんだろうけど。

　そうか、相手のステータスを見るには一手間加えないといけなかったのか……。

「なんにせよ、パーティーを組む相手は考えもんだな。まぁ、お前さんならパーティーなんぞ組まなくても、序盤はソロで余裕か」

「……はい」

　あれ、なんでだろう？

　私は最初からソロで戦っていくつもりだったのに。

　中の人がいるプレイヤーとなんて関わるつもりもなくて、対人戦はもちろんだし、共闘だってあんまり興味もなかったはずなのに。

　オガミさんと出会って、黒羽さんと一緒に戦って、鉄心さんと話しながらこうやってここまで歩いてきた。

　そんな今の自分とこれからずっと一人だけで戦っていく自分のことを考えたら、何故か急に寂しくなっちゃったなぁ。変なの、自分がよく分からないや。

「……ちっ。長々とおっさんの話に付き合わせちまったなぁ。ほれ、お前さんが探していた素材屋に到着だ。せいぜい上手いこと高値で買わせてやりな」

「はい、ありがとうございました」

　会話を打ち切るようにして、鉄心さんが素材屋さんの建物を改めて親指で示し踵を返す。

　私はその後ろ姿に頭を下げてお礼を言い、夕陽に照らされ、赤く染まりながら去って行く鉄心さんを見送る。

「あ、フレンド登録……」

　そういえば、鉄心さんとフレンド登録をしていなかった。

　今から追いかけて声を掛けるのも大変だし、あっちから言い出さなかったってことは、私とフレンドになりたいわけでもないのかもしれない。

　だから別に、無理して登録しておくことも──。

「──て、鉄心さんっ！」

　フレンド登録をしない理由はたくさんあったけれど、フレンド登録をしておきたいって理由もよく分からなかったけれど──だけど私の足は鉄心さんを追いかけていたし、声も勝手に口から飛び出していた。

「お？　おう、どうしたお嬢さん」

「あ、あの……良ければフレンドになってもらえませんか？」

　おそるおそる、けれど思い切ってお願いした私に対し、鉄心さんは不敵な笑みを浮かべて右手の親指を立ててみせた。

「おいおい、冷や冷やさせんなよ。これだけしてやったっていうのに、最後までお誘いが来ねぇかと思ったぜ」

「ご、ごめんなさい」

「すぐ謝んのはお嬢さんの悪い癖だな。フレンドに、そういうめんどくせぇのはなしだ」

「ごめ、……はい、ありがとうございます」

　すかさず悪い癖が出そうになって、慌ててお礼の言葉を口にして誤魔化す。けど鉄心さんの苦笑いを見れば、誤魔化すことなどできていなかったのは明白だけど。

　それからフレンド登録をして、今度こそお別れした。その際に「これからもよろしくお願いします」と言ったら、

「なーに、俺は弱いからな、どうしても倒せない敵がいたら一緒に戦ってくれや。頼りにしてるぜ」

　そんな風に応じて去って行ったのが、実に彼らしいと思った。

　さて、鉄心さんともフレンド登録したし、素材屋に乗り込むかな──と思ったけれど、頭の奥でビービーとアラーム音が鳴っている。どうやら現実世界で誰かが私に干渉してきたみたいだ。

　誰かって言っても、まぁ、お母さんがご飯のために呼びに来たんだろう。

　ゲーム時間でもう八時間近く経つってことは、現実でも一時間半と少し。お昼の時間がそろそろ近づいているもんね。

　素材屋さんは目の前だけれど、ここは一旦ログアウトしよう。なるべく言うことを聞いとかないと、ゲームさせてもらえなくなるしね。

　街中はセーフティエリア内だから、基本的にログアウトはどこでも可能みたい。この場所でログアウトしてからご飯を食べて、またログインしたら素材屋さんを訪ねてみよう。

　ログアウト後のキャラの表示を非表示にして、私は仮想世界から一旦おさらばすることにした。







　現実世界でお昼ご飯を食べた私は、再び仮想世界へとやって来た。現実世界ではまだお昼だけど、この世界では既に夜の帳とばりがおりている……夜の帳って響き、格好いいよね？

　さて、それじゃあ素材屋に乗り込めー。

「こ、こんにちは」

　扉をノックしてからゆっくりドアを開けると、そこには割と広い空間が広がっていた。別に外観よりも広いってわけではないけれど、室内に置いてある物が極端に少なくて、中が広く感じるんだと思う。

　すぐに目につくのが店の奥にあるカウンターくらいしかないし。ただそのカウンターの後ろには扉があるので、さらにその奥があるんだろうけど。

「いらっしゃーい。お遣いかな？」

　ドアについていた鈴の音で気付いたのか、そのカウンターから若いお兄さんがこちらを安心させるような笑みを浮かべて尋ねてきた。その言い方といい物腰といい、多分私を子ども扱いしている……まぁ、慣れっこだからいいけどね。

「あ、あの、素材を売りたいんですけど」

「ああ、売却の方か。それで？　何を売るんだい？」

「えーと、と、取りあえず『白銀の鎌』ってやつを売りたいんですけど。売れますか？」

　鉄心さんには売れなかったけれど、ここではどうかな？

　ここでも売れなかったら、お金を払って倉庫を借りるしかないかもしれない。黒羽さんの話では、それほど多くはない月々の課金で借りられるって話だったし、お手伝いを頑張ってお小遣い増やしてもらおうかな？　だってさすがに、苦労して集めた素材を捨てちゃうのはもったいないよね？

　でもお母さん、お小遣いの額を上げてくれるかな？　普段はお小遣いの代わりにゲームなんかを買ってもらうから、あんまり現金を渡してもらえないんだよなぁ。

　バイトもなぁ……ゲームする時間なくなっちゃうし、まずこの見た目じゃ雇ってもらえるところも少ないんだよね。

　以前あんまり知らないクラスメイトに、喫茶店のバイトを紹介されたことがあったっけ。接客とか絶対無理だったし、なんか怪しげな雰囲気もあったから断ったけど、もしかしてもったいないことしちゃったかな？　もし受けてたらあの娘、友達になってくれてたかな。いや、べ、別にこのゲームでフレンドが増えたから、リアルでも友達が欲しいなぁとか思ったわけじゃ……。

「うーん？　聞いたことのない素材だね。ちょっと待って」

　売れなかった場合のことを考えた挙あげ句く、少し思考が脱線しかけていた私はその声で我に返る。

　見ればお兄さんは、眉を顰めて記憶を辿るようにこめかみに拳を当てていた。けれどやっぱり思い当たる節はなかったのか、カウンターに置かれていた分厚い本を開く。

「えーと『白銀の鎌』は、っと……あ、あったあった。えー五四九ページか。あれ？　このページは……」

　ぶつぶつ言いながらページをめくり、そしてお目当ての箇所を確認したと思しきお兄さんが、目を見開いて固まった。

「ど、どうしました？」

「……Ａ級素材、だね。インセクト系では珍しい危険度Ａのジャイアント・マンティスから獲れる素材だ。君、そんなものを本当にもっているの？」

「えっと……はい、どうぞ」

　半信半疑といった顔をされたので、ならばとばかりにさっそく実体化させてみる。鉄心さんの時と同じように、店員のお兄さんは目を丸くして口をあんぐりと開けた。

　すごいなぁ。この人もＮＰＣなはずだけど、本当に誰かが中にいるような反応をしてくれるよ。ちょっと、嬉しくなるね。

「……『白銀の鎌』の相場は十万ジニー前後なんだけど、まさかこんな低レベル帯の街でお目に掛かれるとは思わなかったよ」

　驚きから立ち直ったお兄さんが何気なく呟いた言葉に、今度はこちらが驚かされた。え？　十万ジニー？　それって随ずい分ぶんな大金じゃないの？

　それともこのゲームの中では大した額じゃないのかな。ちょっと確認してみよう。

「あ、あの、ちなみに『小さな牙』ってどれくらいの値段なんですか？」

「『小さな牙』？　うーん、レア度はＦだし今の相場は百ジニーだね。流通量によって変動するけど、基本的には供給が過多になるからそれ以上にはならないと思うよ。特にこれからは新しい『来訪者ビジター』が一気に増えて多く売られることになると思うから、値段は下がる一方じゃないかな？　多分六十から七十ジニーくらいで落ち着くと思う」

「そうですか……高くて百ジニー──」

　割と現実的な値段だ。別にぶっ飛んでいたりはしない。やっぱり『白銀の鎌』が特別高いに違いない。

「それで？　本当にこんな珍しいものを売ってしまっていいのかい？　なかなか手に入るものじゃないだろう」

「いえ、売ってもいいんですけど、あと五十本ほど大丈夫ですか？」

「へ？」

「いや、全部で五十本売りに出したいんですけど、いいですか？」

「……ちょっと待って。親父っ！」

　お兄さんは私の言葉に笑みを浮かべてみせた後、すぐさま慌てたように背後にあった扉を開け放って大声を出す。その突然の動きはとても機敏で、声も大きいしびっくりしたな、もう。

「……なんだってんだ。さっき店番代わったばっかりだろうが……どうしたんだよ？」

　扉の奥から現れたのは、もじゃもじゃ髪のおじさんだった。

　鉄心さんはもう少し清潔感あったしまだ四十くらいには見えたけれど、こっちの人は無精ひげも生やしてるし五十過ぎには見えるね。あまり見た目には頓着してないのかも。

「この娘が今手に持ってる『白銀の鎌』って素材を、五十本ほど売りたいらしいんだ。どうしよう？」

「『白銀の鎌』？　うおっ、大したもんだな……えっ？　五十本？」

　素材屋のおじさんは私が手に持っている『白銀の鎌』を食い入るように見つめた後、「あちゃあ」と言わんばかりに顔を覆った。

「すまねぇ、嬢ちゃん。悪いがそいつは無理だ」

「ど、どうしてですか？」

「その『白銀の鎌』は一本で十万ジニーはする。それを五十本となると五百万ジニー……そんな額、うちみたいな弱小の素材屋では一度には支払えない」

「そうですか……」

　勝手なイメージだけど、こういうＮＰＣのお店っていくらでも買えるしいくらでも売れると思っていたよ。現実世界みたいに買収資金が足りないなんてないと思ってたなぁ。

「じゃあ、何本までなら買えますか？」

「なんてことだ……すまねぇ、今は良くて二本だな」

「──えっ？」

「うん？　おい、親父。それは少なすぎねぇか？」

　ちょっと少ないなと思った私に、同意するようにお兄さんが首を傾げた。やっぱり少ないんだ。

　もしかしてこのお店、思っていた以上に貧乏なのかな？　そんな失礼なことを思ってしまった。

　よく知りもしないでＮＰＣが経営する素材屋さんの心配をしていた私の前で、お店のおじさんが渋い顔でお兄さんに話し出した。

「お前は知らねぇだろうが、さっき俺が店番してる時にこの嬢ちゃんみたいに珍しいお宝を持ってきた客がいたんだ。そいつから素材を買い取ったら、店の金庫はほとんどすっからかんさ。明日からの商売まで考えたら、二本ってのが現実的な数字だ」

「珍しいお宝？　一体なんだよ、それは」

「……聞いて驚け。Ｓ級素材の『栄えい華がの竜宝』だ。危険度Ｓのドラゴン系のモンスターから稀まれに採取することができる貴重な素材だ」

「え、Ｓ級素材？　こんな小さな素材屋が取り扱っていいものじゃないっ。何だってそんなものを買い取ったりしたんだ？」

「仕方ねぇだろう。『栄華の竜宝』ってのはＳ級素材の中でも希少価値が高いんだ。長年素材屋してたとしても、目にする機会もあるかどうかっていうほどのお宝だぞ？　それを買わずに諦めて、何が素材屋だってんだっ！　あの素材を買うためなら、この店を売りに出しても惜しくはないっ」

　どうやらおじさんがお客さんから買い取った『栄華の竜宝』というのは、余程珍しいものだったみたい。そしてそれを買ってしまったから、お店にお金がなくなってしまったと……なんでよぉ。しかもさっきってことは、ログアウトしてなかったら私の方が早く素材を売れたってこと？　そんなぁ……。

「しかし不思議な日だなぁ。Ｓ級素材を持って来た奴の後に、Ａ級素材を持ってくる奴がいるなんて。こんな周囲には低レベルモンスターしかいないような街で、奇妙な偶然もあるもんだ」

「なに呑気なことを言ってんだ、馬鹿親父。せっかくこの娘が売りに来てくれたっていうのに、かわいそうじゃないかっ！　見なよ、落ち込んでるじゃないかっ」

　がっくりと項垂うなだれている私を案じてくれたのか、お兄さんが強い口調でおじさんのことを叱しかりつけた。これにはおじさんもきまりが悪そうな顔で視線をきょろきょろと彷徨さまよわせる。

「そ、そんなこと言ってもよぉ……あぁ、そうだ。お詫びに嬢ちゃんにはこれをやろう」

　そして不意に視線を扉の向こう側に向けると、早足でその奥へと入っていく。そして、すぐさま出てきたおじさんの手には、小さな巾きん着ちやく袋ぶくろが握られていた。

「親父、なんだそれは」

「『栄華の竜宝』を売りに来た奴がくれたのさ。突然押し掛けたお詫びにってな。『もし自分のせいで素材を売れなくなる人がいれば、渡してくれ』って言ってたぜ。これはすごいぞ。『来訪者ビジター』が持ってるアイテムポーチって奴の小型版だ。アイテムポーチほど容量はないが、多少ならアイテムを収納できる。どうだ、これで許してくれないか？」

「……」

　──ちょっと待って。

　え？　これってどういう偶然？

　元々素材を売りたかったのは、アイテムポーチがいっぱいだったからで、それが解決できるなら別に売る必要もないけど……何かおかしい気がするよ。

　私よりも少しだけ早く高価な素材を売って、お店のお金をなくして私に素材を売らせないようにする。その上で、満タンになっているアイテムポーチの代用品を私に渡すことで、売らないことを納得させる……そんな作為を感じるんだけど。

　そもそも私以外に高レベル帯のモンスターの素材を所持している人間とは、いったい何者なんだろう。

「……どうした嬢ちゃん？　これじゃダメか？」

「……いえ、頂けるのならありがたく頂きます」

　深く考えても仕方ないし、貰えるなら貰っておいた方がいい。それに作為だの違和感だの言ってみたところで──どうせ真相は単なる偶然なんだろうし。

　きっと私以外にも『無差別投下バグ事件』とかいうのを生き延びて鍛え続けたプレイヤーがいたんだろう。その人が、偶然ここで素材を売ってこの巾着をおじさんに渡したんだ。そうに決まってる。

　ドラマや推理小説じゃあるまいし、物事に裏があることなんてそうそうないもんね。さすがに高校生だから知ってるよ。へへんっ。

　おじさんから巾着袋を受け取って、それをアイテムポーチの横に括りつけながらそう結論付けた。だってそれ以外に考えようもないしね。

「ったく、人からもらったものを詫びの品代わりに渡しやがって。そもそも、『白銀の鎌』二本しか買えないような残金なら、明日からどうやって店を回すっていうんだ」

「なーに、こんな日が珍しいだけで明日は普通にＦだのＥだの低ランクな素材が溢れ返るさ。それに、素材を買っていくやつらもいるし、どうとでもなる。へへっ。『栄華の竜宝』がうちの店に置いてあるって知れたら、この店にも箔はくがつくってもんだ」

　何やら空想に耽ふけっている様子のおじさんと、それを呆れ顔で見ているお兄さん。どうやらそろそろお暇いとました方が良さそうだ。

　素材を売るという手段は実行できなかったけど、アイテムをどうにかするという目的は達せられたからね。お店が困るんなら、別に素材を売る必要もないかな。

「あ、帰るのかい？　今晩はごめんね？　また、うちの店に金が貯まったら来てくれ。今度こそＡ級素材でも何でも買い取ってやるから」

「は、はい。ありがとうございます。そ、それでは……」

　こっそり白銀の鎌を仕舞い直してお店から出るつもりだったけれど、あっさりとお兄さんにバレてしまった。くっそ、『隠密』のレベルは十分なはずなのに……侮あなどれないお兄さんだ。いやまぁ、鈴の付いたドアを開ければそりゃあ気付かれるよね……。

　出てみると外は一層暗くなっていて、頼りない星明かりだけが人気のない周囲の道を照らしていた。見上げて探してみたけれど今日は月が出ていないので、いつもより余計に暗いのかもしれない……まぁ、この世界に月があるのかすらも、ダンジョンに引き籠もっていた私には分からないけどね。

　どちらにせよ一般スキルの『暗視』がある私には、月がなくともこれだけ星の明かりがあれば昼間と同じように暗闇がはっきり見通せる。

　……やっぱすごいなぁ、このスキル。

　そう言えば現実でも夜目が利くと思って、深夜にコンビニに出かけようとして往生したっけ？　さすがにあの後は自分のアホさ加減に落ち込んだなぁ。現実でも使えたらいいのに……無理か。

　周囲は暗いけど光源が全くと言っていいほどない暗闇だったダンジョンで戦い続けていたので、戦闘になっても多分問題はないはず。むしろ、あのダンジョンに比べれば明るすぎるほどだ。

　よーし、アイテム問題は一応解決したし、またパロン草原に行ってみよう。本当はもっと強いところでレベル上げたいけれど、北の草原やら東の草原やらがどこにあるか分からないし……ちょっと気になることがあるんだよね、パロン草原。

　それを確かめるためにも行ってみよう。
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「というわけでやって参りました、パロンそふっ……」

　独り言で嚙かんだ。軽く死にたい……。

「というわけでやって参りました。パロン草原」

　誰もいないのを良いことに、さりげなくテイク２をして成功させる。さっきの失敗が誰かに聞かれていたら、恥ずかしくて悶もん死ししていたよ。いや、そもそも誰もいないから慣れないレポートなんてやってみたんだけど。

　けどなんで誰もいないんだろう？

　これだけ空いていたらモンスターを狩り放題だし、私みたいな恥ずかしがり屋は絶好のレベル上げのチャンスだと思うんだけど。

「えいっ」

『べぇあ？』

　甲こう羅らに籠こもったまま突っ込んできたパロン・タートルを錆さびた剣で斬り払い、経験値２をゲットしながら考える。

「ああ、もしかして」

『べふっ』

「暗くて戦いにくいからかな？」

『びぁ』

「それに昼間よりも」

『ぎゅあっ！』

「出るモンスターが多いからかな？」

　何だかやたら突っ込んでくるモンスターたちをひたすら薙ぎ払い、ずんずんとパロン草原を進んでいく。

　すごいなぁ。これだけ倒しても、一向にレベルが上がる気配がないや。

「……でも、やっぱりここに出るモンスター……なんか変だよね？」

　襲い掛かってくるパロン・タートルやパロン・ニュートとかいうイモリみたいなモンスターを倒し、近くで草を食はんでいるパロン・フロッグはスルーしてから改めて思う。

　ここ、水辺のモンスターばかりじゃない？

　パロン草原という割には、これは奇妙なことですよ奥さん。私が思うにきっとこの草原のどこかには、水辺があるんだと思う。

　もしそれを発見すれば、私が一番乗りなんじゃない？　皆一目置いてくれるかも……いやいや、目立ってどうする。そんなことをしたら、ひっそりと攻略していくという私の望みが絶たれちゃうじゃないか。

　で、でもでも。やっぱり誰も見つけていないことを見つけるのって、優越感に浸ひたれていいよね？　それが誰にも知られることがなくても、なんかこう……ね？　結構気分がいいもんなんだよ。

「──というわけで、水辺はどこかな？」

　黒くろ羽はさんと来た時はあまり奥まで行かなかったけれど、今回は深くまで探ってみよう。出てくるモンスターはそんなに強くないし、錆びて刃は毀こぼれまでしてる剣の一撃で死んでくれるしなぁ。

「あ……そう言えば素材……」

　採取のことなんて考えずに、次から次へと突っ込んで来るモンスターを剣で斬り倒していたから、素材を全然集めてないや。

　ま、まぁいいか。

　素材屋のおじさんからもらった巾着袋にはそれほどアイテムも入らないみたいだし、ここでドロップする中に大した素材はなさそうだし。

　別に回収しなくてもいいかなぁ……うん、いいはずっ。

「──くっ！　このぉっ！」

　そうやって割り切った時、『気配感知』にモンスターとは違う感覚が引っかかった。それと同時に遠くで声が聞こえた。どうやらプレイヤーが戦っているみたいだ。

「あ、やっぱりプレイヤーもいるんだ」

　まぁ当たり前か。

　夜だからって戦わずに街で引き籠もっていたら、一向にレベルも上がらないしね。けどあれだね。『気配感知』で感じる印象としてはだいぶ苦戦してるみたいだ。なんだかモンスターの数も結構多いし、避けるので精一杯って感じ。いや、避けるのも上手くいってないね……あ、また喰らってる。下手なのかな？

　このままじゃ戦ってるプレイヤーはやられてしまうかもしれない。けど手助けするのってマナー違反だとネットに書いてあったし。なんだっけ？　タコ殴り？　なんかそんな感じのマナー違反になっちゃうんだよね。

　きっと名前の由来は複数のプレイヤーでモンスターと戦うからって意味なんだろうけど、この状況じゃあプレイヤーがタコ殴りにされちゃうよ。

　放っておくのはなんだかなぁ……。

「──ええい、ままよっ！」

　ちょっと使ってみたかった台詞をここぞとばかりに小声で呟つぶやいて、足早に戦闘中のプレイヤーへ近づく。そしてそのプレイヤーを間近で見た時──私は軽く衝撃を受けた。

　戦っていたのは、私と同じくらいの背丈の女の子だ。

　肩まで伸びた奇き麗れいな金髪と、少女らしいあどけなさを残しながらもくっきりとした目鼻立ち。わぁ、まるで西洋のお人形さんみたい。この娘こ、すっごく可愛い。

　今は向かって来るモンスターたちを必死で睨にらみ付つけてるんだけど、その姿もすごく可愛かった。

　何というか保護欲をそそるよ。はぁー、眼福、眼福。

「だ、誰かいるんですか？」

「へべっ？」

　モンスターと戦う少女を間近で見ながらニヤついていると、突然誰何され思わず変な声が漏もれちゃった。びっくりだよ、自分からあんな奇声が出るなんてびっくりだし、ショックだよ……。

「誰ですっ？」

「あ、怪しいもの、ち、違う。私、あなたの手助けするよ」

「け……結構です。私はこんな、低レベルモンスターに苦戦してる場合じゃっうっ！」

　私を捜すためか辺りに視線を彷徨さまよわせた少女の隙すきを突いて、パロン・タートルが突っ込む。それを躱かわしきれず腹部に直撃を受け、少女がひっくり返るように尻餅をついた。

「だ、大丈夫？」

　思わず駆け寄った私を、へたり込んだままの少女が負けん気の強い目で見上げてくる。

「へ、平気です。それより早く離れないと、あなたにタゲが移りますよっ」

「え？　そうなの？」

　タゲというのは多分、ターゲット──攻撃目標のことだと思う。やったことないけど、複数人が入り交じる格ゲーでも出てくる言葉だし。

　でも、問題はないかな。この娘が言うようにこんな低レベルモンスターに総がかりされたところで、死に戻る気がちっともしないよ。

「ご、ごめんね？　私が傍そばに寄ったから気が散ったんだよね？　お詫わびに一緒に戦わせてくれないかな？」

「べ、別に詫びなんて結構です。でも……せっかくなので一緒に戦ってもらっていいですか？」

「うんっ」

　よし、許可が下りた。これで気兼ねなく女の子を傷つけたモンスターをタコ殴りにできるぞ。

　こんなに可愛い娘は中々いないからね。私が守ってあげないと。

　身を起こそうと無防備になっている少女の前に立ちはだかり、突っ込んできたパロン・タートルを錆びた剣で斬り倒す。さらに毒を吐き出だすために喉を膨らませたパロン・ニュートを蹴り飛ばし、こちらへ近づきつつあったパロン・タートルに直撃させる。

「す、すごい……」

　私の活躍に、少女が背後から称賛するように呟いた。むふぅっ。むふふふふっ。

「ふひっ。こ、こんなの大したことじゃないよ？　ちょ、ちょっと私が本気出せばこ、これくらい……」
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「あっ！　前、前っ！」

　止めようのないにやけ顔で女の子を振り返ると、その娘が慌てたように私の背後を指差す。まぁ、もちろん、魔物が来てることなんて『気配感知』でお見通しだよっ！

「やぁっ！」

『ぎゃふっ！』

　突っ込んできたパロン・ニュートを顔を向けずに剣で刺殺し、少女に向かったまま我ながらぎこちないスマイルを見せる。

「わ、私の名前はアンズ。さぁ、あなたの名をおしえっへふ……」

「…………」

　そして大事なところで嚙んだ。

　当然、テイク２が許される雰囲気なんてそこにはなくて……自分の駄目さ加減に絶望してしまった。







「あの、助けていただいてありがとうございました」

　周囲にいたモンスターをあらかた狩りつくし一息ついたところで、少女が改まったように頭を下げてきた。

「い、いやこちらこそっ。急にあの……してごめんね？　邪魔だったよね、あれね？　ふひっ」

「はい？」

「あ、あの、戦ってる最中に見つめちゃったりしてごめんっ。気が散ったでしょ？」

「えっ？　見つめたんですか？　どうして？」

「その、可愛くて……じゃなくてっ！　あの、えっと……ごめんなさいっ！」

　ひぇぇっ！　すごく怒ってる。

　余程見つめられるのが嫌だったのか、私を睨み殺さんばかりに目を細めているよ。オガミさんと出会った時も思ったけど、美形が眉まゆ根ねを寄せている絵面は怖ろしいね。心なしか杖を握る手に力が入っているように見えるし、こんなに小さな子なのに迫力があるよ。

「どうして謝るんです？」

「だ、だって、すごく目を細めて睨んでるんだもんっ！　怒ってるんでしょう？」

「はい？　……ああ、そういうことですか」

　身を竦すくめる私の言葉にきょとんと首を傾げた後、まるで納得したように頷いた。




「目を細めているのは周囲が暗闇で見えにくいからです。こんなに近くにいながら、あなたの輪郭は分かっても顔立ちを見ることもできません」

「へぇ？　そんな見え辛い中で戦ってたんだ。大変じゃない？」

　どうやらこの娘には、『夜目』のスキルがないみたいだ。まぁ、見たところ初期装備だし、ゲームを始めたばかりじゃしょうがないかな？

「見え辛いから戦ってたんです。『夜目』スキルを取得するには、暗い中で戦うのがいいとネットに書いてあったので。この暗闇で私が目を細めているのが分かるのであれば、あなたはきっと『夜目』スキルをお持ちなのでしょうね」

「うん、初日で手に入れたよ」

　いや、初日っていうかあれは割とすぐだったね。今では『暗視』ってスキルに変わっちゃったし。だからけっこう『夜目』スキルって簡単に手に入るのかもしれない。

「……すごいですね。『夜目』スキル取得には、暗さが関係してるんですよね？　今日みたいに月のない夜なら、発光しないモンスター二十体と連続して戦えば取得できるんですよね？　月のある日はその倍だとか」

「……お、うす？」

　頷こうとしたけれど、全く聞き覚えのない話で変な相あい槌づちを打っちゃった。『夜目』スキルの取得条件なんて考えたこともなかったんだけど。

「……うす？」

「え、いや……なんでもないのっ！　うすっ！　ご、ごっつぁんですっ！」

「……なんで急に関せき取とりみたいになってんですか？」

　ちょっと呆れ顔になっちゃったけど、少女はそれ以上追及してこなかった。何とか誤魔化せたみたいだ……誤魔化せたけど誤魔化す必要あったかな？

　むしろ余計変に思われちゃったかも……。

「でも、面倒ですよね。一度でも死に戻ると、街灯や明かりのあるところにリスポーンするじゃないですか。そうすると、また最初からやり直しなんですよね？」

「……そうだよ」

　知らんけど。

　だって私の場合、投下されたダンジョンは月の明かりどころか星の明かりもないから常に真っ暗だったし、死に戻った先も暗いし、おまけに十回くらい戦いにもならない即死を繰り返していたら、いつの間にか取得できてたんだもん。

　女の子には悪いけど、『夜目』スキル取得のことなんて意識する間も本当になかった。

「あ、そうだ。さっき、名前を聞かれたのに申し遅れました。私はアリンと名乗っています。ちなみに『中学生二年生』です」

「あ、アリンちゃんね？　さっきは醜しゆう態たいを晒さらしながら言ったけどアンズです……ちょ、ちょっと名前似てるね、ふひ、ふひひっ」

　アリンちゃん。可愛くてちょっと似た名前だから勝手に親近感が湧わいちゃうな。だけど、なんでやたら中学二年生を強調してきたのだろう？　あんまりオンラインゲームでは年齢とか言わない方がいいとか聞いたような。

「……中学二年生です」

「え？　さ、さっき聞いたよ？」

　そんなに重要なの？　二回も言ってきたぞ、この金髪ロリ。

「失礼ですけど、アンズさんは何年生なんですか？」

「り、リアルのことはあ、あんまり言わない方が……う、高校一年生だよ」

「一年？　私の方が年上──高校生っ？」

　マナー違反だと思ったけれど、アリンちゃんの圧に負けて自分の学年をすぐにゲロる。すると、彼女は一瞬勝ち誇ったような顔になった。けれど即座に思い違いに気付いたのか、驚いたような顔で声を荒らげる。

　なに？　そんなに信じられないの？

「う、噓っ。なんで高校生が私と身長変わらないんですか？　私、クラス……学校で一番背が低いんですよ」

「わ、私だってそうだし、あ、アリンちゃんよりは私の方がちょっと高い、よ？　高いよね？」

「うーん……変わらないか私の方が大きいと思いますけど。けれどそうか、私が年上だと思ったのになぁ。まぁ、いいです。これからもアンズさんって呼びます」

　怒っているというより少し拗すねたように唇を尖らせるアリンちゃん。カワええ。こんな可愛い妹がいれば、私もコミュ障になんてならなかったのに……いや、関係ないか。

「ところでさあ、アリンちゃんはあと何体モンスターを倒せば、『夜目』スキルが手に入るの？」

「さっきので合わせて十体倒したので、あと十体ですね。それと先ほども言いましたけど、別に倒さなくとも戦うだけでいいんです。なんなら戦闘中に逃げ出してもカウントされるとか。まぁ、この暗い中を逃げ切れたらの話ですよね」

「へぇ、皆は色々調べてるんだなぁ」

　そういや私が取得した時も、別に倒したわけじゃなかったんだっけ。瞬殺されたんだ、瞬殺。

「サービス開始当初は、やっぱり『夜目』のあるなしは重要だったんですよ。それだけでこの世界の夜間での戦い易さが段違いですから……ただまぁ、第二陣で『夜目』取得に時間をかける物好きは私くらいかもしれませんが」

「え？　なんで？」

　そう言えば、『夜目』スキルが有用ならどうしてアリンちゃん以外見当たらないのだろう。第二陣は今日からログインなんだから、初めての夜なはず。まさかもう『夜目』スキルを取得したってことはないよね？

「知らなかったんですか？　第一陣のプレイヤーが色々と検証して、別に慌てて取る必要もないってことで落ち着いたみたいです。夜間でも戦闘がしたければ、北の草原や東の草原に行けばいいそうですよ」

「へ？　北の草原とか東の草原はレベルが高いんでしょう？　『夜目』スキルがないと、余計戦いにくくない？」

「それがそうでもないんですよ。北の草原や東の草原は、夜はスライム系のモンスターが湧くんですけど……光ってるらしいんですよ」

「光ってる……スライムが光ってるってこと？」

　あれ？　このゲームのスライムと私が想像する大衆的なスライムってだいぶ違ったりするのかな？　ちょっと光ってる想像がつかないんだけど。

「スライム系のモンスターには核があって、どうやらその核が光るらしいんですよ。アンズさんもイメージできると思うんですけど、スライムって基本的に半透明じゃないですか。だからその核の光が体外まで届くんですって」

「へ、へぇ……。そっか、それで暗闇でもその光を目印に戦えるんだ。でも、そのスライムと戦っても『夜目』スキルは取得できるの？」

「無理ですね」

　私の質問にアリンちゃんはバッサリと答えた。

　やっぱり無理だよね。全然暗闇で目を鍛えられている感じしないし。

「スライム以外にもモンスターは湧くんでしょう？　やっぱり『夜目』スキルがあった方がいいと思うけどなぁ」

「それが北も東も夜はほとんどスライムだけらしいんですよ。他の魔物は全くと言っていいほど出ません」

「そっか、じゃあいいのかな？」

　けど何だか悔しいな。あのダンジョンでいつもお世話になっていた『夜目』スキル先輩が蔑ないがしろにされているみたいでなんか嫌だ。もっとこのスキルの有用性を説けないだろうか？

「えーと……でもほら？　も、モンスターの出るフィールドは他にもあるんだし、そこがここみたいに夜中でもスライム以外が出てくる場所だったらどうするの？　ほら、『夜目』スキルが必要だ」

　うん、私にプレゼン能力がないことは我ながらよく分かった。

「……アンズさん。プレイヤーたちが『夜目』スキルを鍛えたり取ったりしなくなった一番の理由を教えましょうか？」

「え、スライム以外に何かあるの？」

　アリンちゃんは何とも言い難い顔で右みぎ掌てのひらを上に向けて何やらアイテムを取り出した。

　どうやらそれは液体が入った瓶みたいで、ファンタジーで言うところの回復薬であるポーションを想起させる。色は黒っぽいけど毒薬かな？

「それは？」

「これは暗視薬という、序盤でも買える薬です」

「え？　暗視薬？　もしかしてそれ……」

「ええ。これがあれば暗いところでも見えます──戦えるんです」

……なんだって？　それじゃあつまり──。

【悲報　『夜目』スキルはいらない子だったっ！】──ってえええっ！

「う、噓。そんな薬があるのに何のために『夜目』なんてスキルがあるの？　た、ただのはったりなの？」

「いや、でも言っても薬じゃないですか。飲む手間もかかるし、時間制限もある。おまけに序盤にしては千ジニーと結構高価なんですよ」

「でも序盤で手に入る……」

「……はい」

「ち、ちなみにどれくらい見えるようになるの？」

「検証した人の話によると、暗視薬は『夜目　ＬＶ５』と同じ程度見えるようになるみたいです」

　けっこう見えるんだねぇ。『夜目　ＬＶ５』でどれくらい見えてたかなんて覚えてないけど、多分戦う分にはあんまり問題なかったはず。

「薬を飲まなくても、スライムを倒しておけば夜間でもレベルは上がるし、いざという時も薬を飲めば暗闇でも見える。そういうわけで、『夜目』を取ろうとする人はあんまりいないんです。取るにしたって、レベルを上げて条件を達成しやすくしてからでもいいんですし」

「そうなんだ……じゃ、じゃあなんで、あ、アリンちゃんは『夜目』スキルを取ろうとしてるの？」

　掌の上の暗視薬を仕舞ったアリンちゃんに問いかけてみる。彼女が言うように『夜目』スキルにあまりメリットがないのなら、一人で苦労しながら取ろうとしなくていいんじゃないかな？　さっきだって、きっと私が手助けしなかったら危なかったと思うんだけど。

「さっきも言いましたけど、言っても薬なんですよ。余裕がある時ならいざ知らず、暗闇の中でのボス戦とか途中で効果が切れたら大変だし、それこそ毎回買って使用していたらお金もかかる。スライムばっかり倒すのだって面白みもないし、どうせ取得するなら早めがいい。それに……」

　そこで彼女は何か言いかけて、けれどやっぱり言うことを憚はばかるように不意に口を閉ざし横を向いてしまった。はきはきと喋っていたアリンちゃんらしくないけど、どうしたんだろう。別にモンスターが近づいてきたわけでもなさそうだし……。

　気になって少し黙って見ていたら、小さく息を吐き出してからゆっくりとした動きでこちらの方へ顔を向けてくる。

「ゲームって、戦ってレベル上げるのも大事ですけど、せっかくのＶＲじゃないですか？　それもこのＥＣＣはグラフィックにも力を入れているし、従来のゲームと違ってより肉眼で見ているものに近い景色を見ることができるんです。暗闇でしか見えない景色だってあると思うんです」

「……うん」

「『夜目』はパッシブスキルだから、その光景を視界にさえ入れることができたら、素通りするなんてことはないと思うんです。『夜目』スキルがなかったからってすぐ傍の美しい光景や色んな景色を見落とすなんて、嫌なんです」

「……うん、分かるかも、その気持ち」

　私もこのゲームを始めた理由はオフラインの格ゲーが禁止になったからだけど、このゲームを選んだ理由はＣＭの精巧な作りの景色に圧倒されたからだ。そしてその景色をこの目で見たいと感じたからだ。

　もしもアリンちゃんが私と同じような理由でこのゲームを選んだのだとしたら、暗闇を見通せる目というのは確かに欲しいのかもしれない。

「ふふ、噓でもそう言ってくれる人がいてよかったです。姉には全く理解されませんでしたから」

　少しホッとするように小声で呟いたアリンちゃん。きっと、このことを口に出すのを躊躇ためらったのは、そのお姉さんに理解してもらえなかったからなのだろう。ていうか──。

「えっ？　お、お姉さんがいるの？」

「あっ」

　気になって聞いてみたら、アリンちゃんは「しまった」というように口を押さえ、しかし次の瞬間には何事もなかったかのように首を横に振った。

「いえ、私に姉なんていません」

「え？　でも今、『あっ』て言ったよね？」

「言ってませんっ。聞き間違いです」

「……そ、そうは思えないけど。でもまぁ、個人的なことだしね。追及するのは良くないか」

　そうか、アリンちゃんにはお姉さんがいたのか。残念だなぁ、私がお姉さんになってあげたかったのに。そしたら色々と仲良くなって……ふひ、ふひひひひ。

「……暗闇でよく分からないんですけど、多分変なこと考えてますよね？」

「べあっ？　か、考えてない、考えてないっ！　しょ、そんなのこれっぽっちも考えてないよっ？」

　別に姉妹になれば嫌われる心配もないし気兼ねをする必要もないとか、これっぽっちも考えてないよ？　お母さん相手にならすらすらと言葉が出るなら、妹相手でも出るはずだなんて、そんな情けないこと考えてるはずないじゃないか。大丈夫、今だって淀みなく話せてるし……話せてるよね？　私、おかしくないよね？

「ところで、既に『夜目』スキルをお持ちのアンズさんは、どうしてこの草原に？　察するに第一陣のプレイヤーだと思いますけど、この場所ではもうレベルは上がらないのでは？」

「え？　あ、そ、そう言えば──なんでだっけ？」

「……いえ、私は知りませんよ」

　あれ？　私は何をしにここへ……あっそうだっ！　水辺だっ！　きっとこの草原に水辺があるはずだから、それを確かめに来たんだ。

　でもそれを素直に言うと発見の手柄を横取りされちゃうかもしれないね。いや、でもアリンちゃんは『夜目』スキルを持っていないから私よりも先に水辺を見つけるなんて無理かな？　いやいや、女の勘ってのは鋭いって聞くし、見えなくても心の目で見るとか何とか……。

　第一、「発見を横取りされる」なんて考えること自体、あまりにも卑いやしい人間のような……。

「アンズさん？」

「え、あ……いや、違うよ。別にこの草原に水辺があるとか、ちっとも考えてないよ？」

「水辺？」

　し、しまったっ！　動揺しすぎて口を滑らせてしまった。くっそ、誘導尋問なんてこの金髪ロリ侮あなどりがたしっ！　まんまと口車に乗せられてしまった。

「水辺……」

「い、いやい、言ってないっ！　わ、私、水辺なんて言ってないっ。あの、み、みず……そうっ！　水着っ！　アリンちゃんの水着が見たいって言ったのっ！」

「……とりあえず、運営にハラスメント報告しとけばいいですか？」

「ご、ごめんなさーいっ！」

　ハラスメント報告されたらどうなるのかなんて分からないけど、通報されたら私が中学生の水着を見たがった変態さんになってしまう。それは阻止しなくちゃっ！

　全力で頭を下げた私に、アリンちゃんが呆れたように小さな息を吐き出した。ぐぬぬっ、この金髪美幼女ロリータめ。人が下手に出ていれば可愛らしい仕し種ぐさばっかりしやがって。頼むからもっとその仕種を見せてくれないかな。

　私のお願いが通じたのか、アリンちゃんは可愛らしく小首を傾げてこちらを見る。

「……しかし水辺ですか。つまりアンズさんはパロン湖を見に来たということですね？」

「そ、そうそうっ！　パロンみずう……パロン湖？」

　あれ？

　──もしかしてすでに発見済みなの？

　拍子抜けしてしまった私に、アリンちゃんが懇切丁寧に説明してくれた。

　パロン湖というのは、パロン草原の中心付近にあるそれほど大きくない湖のことらしい。何でも昼間はそこまで水位はないけど、夜になると急に水みず嵩かさが増すらしいその湖には、モンスターは棲すんでいないんだって。意外だよね。

「パロン湖の場所も知らないのに向かってたんですか？　事前情報とか調べないで攻略していくスタイルなんですか？」

「ご、ごめんなさい」

　パロン湖の場所を知らないと言ったら、アリンちゃんが案内してくれることになった。うん、それは良いんだけど、何だか含みがあるような言い方だよね？　遠回しに怒ってるのかな？　たしかに目的地があるのにその場所を知らないなんて言う奴がいたら誰だって怒るだろうけど……被害妄想かな？

　あっそうだ。

「そ、そ、そうだ。あの、あ、あれしませんか？」

　せっかくだからパーティーを組みたいと思ったのだけれど、なんだか自分から誘うのって恥ずかしくて妙に怖いね。断られたらどうしようっていう変な恐怖感があるよ。ついつい敬語になっちゃった。

「あれってなんですか？」

「あ、あのあれ……ぱ、ぱ……てぃ……」

「ぱ？」

　言え、言うんだ。「パーティー組みたいっ！」って言うんだ。コミュ障だった今までから、新たに一歩踏み出すんだっ！　これが言えたらきっと、現実でもクラスの子に「友達になってください」とか、お母さんに「お小遣い上げてください」とか言えるはずっ！

　やれ、やるんだアンズっ！　お前は言える。言えるぞアンズっ！

「ぱっ！　パンティーくださいっ！」

「…………」

　よし、言ったっ！　言ったけど盛大に間違えたっ！

　信じられないような間違いをしたおかげで、アリンちゃんの信じられないような冷たい眼差しを見ることができた。ど、どうしよう……。

「……話してて思ってたんですけど、アンズさんってそっち系の人なんですか？」

「そ、そっち系？」

　そっち系って何だろう？　私の言い間違いに言及してこないのは助かるけど、そんなあやふやな表現をされても分からないよ。

　でもアリンちゃんの表情から考えるに、あまり快く思ってないような言い方だったよね？　もしかしてそっち系って「天然入ってますよね？」もしくは「コミュ障ですよね？」的な意味なのかな？　自分ではそんなことはない……ちょっとしかないと思うけど、さっき実際に嚙んじゃったし、否定するとまた何か言われそうだしなぁ……ここは大人の余裕であえて肯定しておこう。

「まぁ？　ちょっと『そっち』寄りと言っても過言じゃないかな？」

「そ、そうですか……私はそういうんじゃないんで、期待しないでくださいね？」

「へ？　あ、うん……」

　いや、アリンちゃんがしっかり者で天然さんじゃないってことくらいちゃんと分かってるけどなぁ。まぁ、いいか。

「ところで手、手を握ってもらえないかな？　へ、へへ。ふひっ」

　パーティーを組むならガード対象から除外しておきたいと考えて手を差し出すと、なぜかちょっと──いや、割と結構な距離で身を引かれてしまった。そ、そんなに私との握手嫌なの？

「あの……話、聞いてました？」

「え？　あ、ごめん、ガード対象から除外しておきたかったんだけど、潔癖症なんだっけ？」

「違います……まぁ、アンズさんは見るからにヘタレだから大丈夫でしょう。いいかな」

　何だか失礼な言葉が聞こえた気がしたけれど、独り言のようなので無視しておこう。それに、ちゃんと手をおずおずと差し出してくれたしね。良かった。

「よ、よろしく」

「ええ。まぁ、湖までですけど」

　手を握ってもらえたのでガード対象から除外しておく。うひょうっ！　やっぱり女子中学生の手はすべすべもちもちで気持ちいいね。ずっと触っていたくなるよ……あっ、この思考ってちょっと黒羽さんっぽいかな？

　つまり私は、黒羽さんレベルの社交性を手に入れたと言っても過言ではないのでは？

「…………」

　ちょっとにぎにぎを繰り返していたら、さすがに不愉快に思われたのか手を振りほどかれてしまった。いや、たしかにやりすぎだとは思うけど……年上やぞ？　もっとこう……優しく注意してよ。

「なんですか？」

「も、もっと優しくちゅ、ちゅうい……」

「はい？」

「や、優しく、ちゅ……して、ふ、ふひっ」

「……」

　あれ？

　なんで無言ですたすたと歩き始めるの？　もしかして、いつまでもうじうじして面倒くさい奴だと思われたのかな。こ、これは良いところを見せて挽回しなきゃっ！

「──ところで、何だってわざわざパロン湖へ？　あそこには何も棲まないという話ですけど」

「え？　あ……それは……」

　本当は『まだ誰も知らない水辺』を探しに来ただけだから、『すでに周知されている湖』なんて行きたくないんだけど。でもそれを馬鹿正直に言うのは、何だか間抜けだし目立ちたがり屋みたいだからやめておこう。

「えっと、ほ、ほらっ。お宝とか眠ってないかなぁと思って。こんな草原に湖があるなんて不自然だし……そ、それに夜にだけ水量が増えるんでしょう？　そんなのおかしいよ。きっと何か隠されてるはずだよ」

「うーん、ネットの情報では浅い時に実際底まで潜もぐって確かめたプレイヤーがいるみたいですけど、何もなかったそうですよ？　『夜目』スキルを持つプレイヤーが夜間に確認に行った時もモンスターらしきものは見つからなかったそうです。まぁ、さすがに『夜目』スキルじゃ夜の水中までは見通せなかったみたいですけど」

「ふーん、そっかぁ」

「……そっかぁって……」

　それじゃあおそらく行っても何にもないんだろうなぁ。けど、今さら引き返すっていうのもアリンちゃんに申し訳ないしね。こうやって中学生女子と歩ける機会なんて中学校を卒業した私にはめったにないだろうし、堪たん能のうしないともったいないし……よし、パッと見てから即帰ろう。

　取りあえず湖に案内してもらいがてらアリンちゃんの『夜目』スキル取得をお手伝いするため、暗闇に乗じて近づいてくるモンスターの存在を教えてあげる。序盤の『気配察知』は、ほとんど気休めみたいなものであまり効果ないからね。私の『気配感知』が役に立つよ。

「『ウィンドウ・カッター』」

　アリンちゃんが私の指示した方へ杖を向け、どうやら風の魔法らしきものを放つ。放たれた風の魔法は見事のそのそと近づいてきたパロン・タートルに当たって吹き飛ばした。けれどまだ倒しきれていないのか、再びパロン・タートルがのそのそとこちらへ向かってき始めた。

「まだだよ。まだ倒せてない。さっきの場所よりもう少し左に杖を向けて……うん、そこ」

「『ウィンドウ・カッター』」

　放たれた風の刃はパロン・タートルを直撃してＨＰを０にしたみたい。ひっくり返って動かなくなった。

「よし、これであと九体と戦えばいいんだよね？」

「はい、この分なら今日中に『夜目』スキルを取得できそうです」

　少し嬉しそうな顔になったアリンちゃん。ふふふ、暗闇だから気を抜くと緩んだ顔になっちゃうんだよね。自分も見えてないから相手にも見えてないっていう先入観っていうか慣れっていうか……。でもちゃんと、アリンちゃんのその可愛い顔を私が見てるからね。ふひ、ふひひ。

「……気のせいか寒気が……ゲームなのにおかしいですね」

「もしかして湖が近づいて来たんじゃない？　というより、よく見えないのに道案内できるね」

「まぁ、場所くらいはマップ見れば分かりますから……」

「マップ？」

　その言葉に反応してアリンちゃんを見たら、「マジか、こいつ」と言わんばかりの目を向けられたけど、し、仕方ないじゃないか。誰も教えてくれないんだから。次ログアウトした時は、ちゃんとネットでお勉強するから。お願いだからそんな険しい目で見つめないでよ。

「……アンズさんって先行プレイヤーなんですよね？　あってますよね？」

　私が分からないのを見かねたのか、マップの見方を教えてくれたアリンちゃん。なんかボソッと呟いてるけど、そんなの私だって胸張って言える自信がないよ。

　ログインして今日まで一ヵ月、一人だけ別のゲームしてたようなもんだし。

「えーと、それで一度行ったところはマップに表示されるんだ？　で、一度行った場所なら一瞬で行けるの？」

「どこでも好きな場所に行けるってわけではないですよ。街やエリアごとに移動できても、街中やエリア内の場所にはやはり足で行かないといけませんから」

　へぇ、じゃあもしかしてあの変なダンジョンにも行けるのかな？　そう思ってマップを見ると、始まりの街ベルンダの中に『古の城じよう跡せき地ち』というのがある。多分それはあの憲兵おじさんが言っていた伯はく爵しやく城じようの庭のことだと思うんだけど、それと重なるように『弔とむらい遺跡』と表示されている。

　でもこれ、始まりの街の名前と違って色がグレーになってるし、きっと「飛べないよ」ってことなんでしょう？

　まぁ、今は行く必要もないからいいんだけど……なんだか釈しやく然ぜんとしないなぁ。

「──あっ、見えてきましたよ。湖です」

　どうやらとぼとぼと下を向いて歩いているうちに、お目当ての場所に辿たどり着ついたようだ。まぁ、お目当てと言っても最早何の興味もないところだけど、一応見ておくか──。

「……は？」

　その湖を見て、私は間抜けにも呆然と大口を開けて固まってしまった。

「どうです？　何にもない場所でしょ」

　けれどこの暗闇で私の表情を窺うかがい知ることのできないアリンちゃんが、同意を求めるように呑気に呟く。

　何にもない？　──冗談じゃない。

　満天の星の下、湖の水面から上半身を晒す巨体を──単眼でこちらを不気味に見下ろす巨人の姿を、私の目ははっきり捉とらえていた。
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　湖の水面から聳そびえるように上半身を晒さらし、こちらを見下ろす単眼の巨人。彼（？）と目が合ってしばらく経った瞬間──。




──条件を満たしました。『闇に潜ひそむ単眼の巨人』との戦闘が可能です。戦闘を開始しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　そんなメッセージが表示され、湖の中で身み動じろぎもしなかった巨人さんが身を乗り出すように顔を近づけてきた。迷わずＮＯを選択すると、再びのっそりと身を引いた。

「どうしたんですか？」

「べ、べ、べつにびびったわけじゃねぇし？　ただ今日はちょっと……しゃ、喋りすぎて舌が攣つりそうだから勘弁してやっただけだしっ！」

「……いや、本当にどうしたんですか？」

　ＮＯを選んだ言い訳──じゃないや、正当な理由を主張した私に、アリンちゃんが怪け訝げんそうな顔を向けてきた。えっ？　あれが本当に見えてないの？

「あ、アリンちゃん、あの湖にいる化け物が見えないの？」

「へ？　うーん、暗くてよく分からないです。昼間に一度来たのでこの辺に湖があることは分かりますが、特に変わったこともなかったし……」

「じゃ、じゃあさっきの。あの『暗視薬』って奴を飲んで湖を見てよ。きっとおったまげるはずだよ」

「『おったまげる』って……」

　人の言葉のチョイスに物言いたげな顔をしながらも、アリンちゃんは掌てのひらの上に『暗視薬』を出現させた。けれどすぐには飲まず、少し悩むような視線をこちらへ向ける。

「あの、これを飲んだらしばらく暗闇が見えるようになるんですけど」

「いいことじゃないっ！　それを飲んで、あの化け物を確認してよ」

「いえ、暗闇が見えると『夜目』スキル取得に影響が……」

「……明日の晩、また頑張ろう？」

　無言でチョップを額に落とされた。痛くないけどこれってフレンドリーファイヤーとかいう奴にはならないの？

「さっきのはコミュニケーション用のツッコミアクションです。ダメージも負わないし、ガード対象から除外してなければ寸前で止まります」

「へぇ、べ、便利なのがあるんだね」

　コミュニケーションとか縁遠すぎてどうでもいいけど、私もいつかアリンちゃんに使いたいな。なんかいいフリしてくれないかな？

「さっきも言いましたけど、暗視薬って序盤にしては千ジニーと高いんですよ？　そのうえ『夜目』スキル取得に影響が出るし……これで湖に何にもいなかったらどうします？」

「え？　いや、いるんだって。飲めば分かるって。私が信じられないの？」

「……申し訳ないですが、出会ってからのこれまでの言動を考えるに、すみませんが……本当にすみません」

「な、何回謝るの？」

　そんなに不信になるような言動したかな？　インパクトあるのは精々『パンティーください』くらいだけど……あ、こりゃ駄目だ。

　でも信じてくれないならこちらも何かリスクを冒おかすしかない。飲めば絶対気付いてくれるはずだし、アリンちゃんにもちゃんと驚いて欲しい。

　よーしこうなったら……。

「分かった。も、もしその薬を飲んで何にも見えなかったら、私の持ってる素材の中で一番いいのをあげる」

「……それはつまり、『ボス素材も含めて一番いいの』ということですか？」

　おや、喰いついてきたぞ。意外とシビアだなぁこの娘こ。

「ま、まぁそういうことになるね。とにかく私が持っている素材の中で一番いいものだよ」

「ちなみにボスは序盤の三体とも倒してるんですか？」

「へ？　あ、そう言えば私、ボスは一度も倒してないや」

　すっかり忘れてたけど、まだボス戦未経験だった。いやだってあのダンジョンにもボスいなかったし。ボスと出会う機会がまずなかったから仕方ないよね。

「……まぁソロプみたいですし、ボス戦は厳しいんでしょうね。ちなみに、東の草原で出る一番強いＭＯＢはオーク・シャーマンらしいですね。何でも大きな身体で剣にも魔法にも長たけているとか」

「へぇ、そうなんだ。東の草原って行ったことないからなぁ。場所も分かんないし」

「……」

　あれ？　あからさまにアリンちゃんが興味を失っちゃってる。こ、これは不味い。なにかアリンちゃんの興味を引くことを言わないと。

「あ、ち、ちなみにっ！」

「はい？」

「私のプレイヤーレベルは８２です。これがどういう意味か分かりますか？」

「……」

　あれれ？

　アリンちゃんの顔が興味を失うどころか、一気にこちらに対する好感度を失ってしまったみたいな表情に。普通ここ、喰いついてくるところだよね？　「なん……だと？」的な驚きの言葉を期待してたのに。

　このゲームの最前線攻略組でも５０そこそこって聞いてたけど、もしかしてアリンちゃんにとって８２って、大したことないのかな？

「はぁ。分かりました、飲みますよ。どうしてそこまで私に『暗視薬』を飲ませたいか知りませんけど、まったくアンズさんには勝てませんね」

　少し不安だったけど、アリンちゃんが仕方なさそうに肩を竦すくめて、そして笑ってくれた。出会ってから初めて見るような、そんな奇き麗れいな表情だった。

　──こ、これは仲良くなるチャンスかもしれない。頑張ってちょっと会話を広げてみよう。

「え、い、良いの？　ね、ねぇ？　どのへんで飲もうと思った？　私のレベルが８２ってことに驚いてくれたの？　内心ではちょっと尊敬の念を感じてくれたりする？　あ、私、弟子とか取ってみたりしてもいいなぁとか思ったりするんだけど──」

「……ちょっと薬飲むんで静かにしてもらっていいですか？」

「はい……」

　こ、こわい……。

　嬉しくなって、らしくもなく喋りすぎちゃったかな？　アリンちゃんが笑顔なのにすごい怖い目をしてたよ。口の端は吊り上げて、でも瞳の奥は燃えてるようなそんな感じ。ちょ、調子に乗りすぎるのは良くないね……。

「ふぅ……で？　飲みましたけど、一体何があるんですか？」

　瓶を傾けて一気に暗視薬を飲み干したアリンちゃんが、一息吐いてから問いかけてきた。よし、盛大に驚いてもらおう。

「ほら、後ろ。アリンちゃんの後ろにいるでしょ？」

　少しだけわくわくしながらアリンちゃんの背後を指さすと、まだ半信半疑なのか随ずい分ぶんと緩かん慢まんな動きで振り返った。

　そして──。

「後ろ──何もいませんよ」

「え？　噓……」

　情報によれば『夜目』スキルがレベル５相当なはずの彼女の視線は、巨人を捉とらえることなく湖の上を泳ぐ。

　ということは……。

「もしかして私、素材をあげないといけないの？」

　吐いた唾は飲めないって言うけれど……這はい蹲つくばって啜すすってもいいかな？　いや、だって──えぇっ？

「ほ、本当に何も見えないの？」

「ええ。もしかしたら見えるのに特別な条件が必要なのかもしれませんね。あっ、アンズさんに虚言癖があったり、幻覚が見えてたりする場合は別ですけど」

「ひ、酷ひどい扱い……」

　がっくりと落ち込んでいた私に、湖の辺りを丹念に見ていたアリンちゃんが向き直って視線を向けてくる。そして何だか妙な顔をした。

「ど、どうかしたかな？」

「……いえ。なんだか残念なことばかり言ってるのでどんな人かと思ったんですが、容姿はとても可愛らしいですね」

「へ？　い、い、いま……今、わた、私に可愛いって言った？」

「はい。とても高校生には見えませんけど、アンズさん可愛いですよ？」

「──っ！」

　嬉しい、すごく嬉しい。

　こんなに可愛い娘に可愛いって言われちゃったら、もう私を超える美少女なんてこの世にいないんじゃないかな？　いやまぁ、「高校生には見えない」ってのは余計だけど。

「それで？　結局見えませんでしたけど、どうしましょう？　まぁ別に、私も本気で素材を貰えると思ってたわけじゃないのでいいんですけど」

「あ……い、いや悪いよ。だって『夜目』スキルが……」

「いいんですよ。ここでモンスターと戦っていればそのうち『暗視薬』も切れるでしょう。そしたらまた、一から頑張りますよ。どのみちレベルは上げないといけないんですし、あまり影響はありません」

「あ、アリンちゃん……」

　な、なんて良い娘なんだ。この娘、『夜目』スキルは取得してなくても『嫁』スキルはカンストだよ。こ、こんなお嫁さんになりたい……もしくは欲しい。こんな嫁になら、いくらでも素材をあげてもいいよ。あ、もしかして女の子に貢みつぐプレイヤーってこんな気持ちなのかも。

　こんないい娘に私は噓を吐いてしまったのか。たしかに一つ目の巨人がいるのは噓じゃないんだけど、アリンちゃんに見えないなら噓を吐いたも同然だ。私はなんて駄目な人間なんだ……かくなる上は、どうにか巨人の存在を証明するしかない。

　巨人を見上げると、相手もこちらを見下ろしてくる。う……やっぱり怖い。




──条件を満たしました。『闇に潜む単眼の巨人』との戦闘が可能です。戦闘を開始しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　再びメッセージが表示され、湖の巨人が身を乗り出してくる。ひ、ひぃ……。

「で、でも戦えばきっと分かってくれるよね？」

　もしかしたら勝てないかもしれない。だって相手はジャイアント・マンティスよりもずっと大きいし、こんな風にメッセージが出るくらいだから一人じゃ厳しい相手なのかも。

　けど勝てなくったっていい。そこに何かがいるってことだけでも分かってもらえたら……それに、だ。

　私は何のためにこの世界にいるんだ？　戦うためでしょう。ならここで退くのはらしくないよね？

「こ、こいよデカブツっ！　『化け物を倒していいのはいつも人間だけだ』みたいなことを誰かが言ってたような気がするっ」

　どこかのネットで読んだふわっとした記憶の名言を口に出して、私はＹＥＳを選択した。その瞬間、湖から巨人が飛び上がり、私のいるところ目掛けて落下してきた。

「ひ、ひえぇぇぇ？」

「な、何をするんですかっ？」

　傍そばにいたアリンちゃんの腰をタックルで突き飛ばし、巨人の落下地点から距離をとる──そして轟ごう音おん。

　見れば巨人の足元は陥没し、そこに嵌はまって動けなくなっている。す、すごい間抜けだけど、あの一撃を喰らっていれば、きっと私は一発でやられてたと思う。そしてこの瞬間、無防備な巨人を攻撃する絶好のチャンスだ。

「な、何が起きてるんです？」

「アリンちゃん、少し離れていて。い、今、湖にいた怪物と戦っているの」

「……何な故ぜそんなことに……」

　何だか納得いかなそうなアリンちゃんを下がらせ、私は錆さびた剣を相手に向けて構える。

「えーと……これだ『フレイム・ストリーム』っ！」

　覚えていた魔法の中で、ＭＰを１５０も消費する魔法を使ってみた。私の剣の先端から放たれた太い真っ直ぐな火の筋の周りを、幾いく重えもの火が螺ら旋せんを描いて渦巻いている。そしてそれは、足を地面から抜こうとしていた巨人を直撃し爆散。

『ヴォオオッ！』

　結構効いたのか、巨人が雄叫びを上げてこちらを睨にらみつけてくる。なにさ、そっちが先に私たちを踏みつぶそうとしたくせに。

「す、すごいっ！　アンズさんって私と同じ魔法使いクラスだったんですね」

「え？　違うよ、私は魔剣士クラスだよ──っと」

　遠くから見ていたアリンちゃんに聞かれたのでそう返してから、身の危険を感じて後ろに飛び退く。

「魔剣士？　まけ……ええっ！　あの魔剣士？　ほ、本当に武器が杖じゃなくて剣だ……」

　殆ほとんど同時に巨人が振り下ろした右の拳が、私のいた場所を襲って地面に亀裂を生じさせた。

　この巨人、一撃一撃が強いなぁ。

「ていっ！」

　相手が振り下ろした拳を足掛かりに腕を駆け上ってから跳躍し、一気に巨人の頭上まで飛び上がる。そして脳天目掛けて錆びた剣を振り下ろすが、首だけ捻ひねってひょいっと躱かわされてしまった。

「うおっとっとと」

　勢いあまって俯うつぶせの状態のまま落下しそうになったので、空中で何とか身を捻って足から着地。つま先が付いた瞬間に地を蹴って、一気に巨人に迫る。

『グォッ！』

　巨人は近づいてくるこちらへ向かって足を振り上げてみせた。たぶん私を引き付けておいてから、足を下ろして踏みつけるつもりなんだろう。

　ふふ、面白い。

　距離を取ってから魔法を放つこともできたけれど、私はあえてそのまま巨人へと駆ける。いや、そのままではなくむしろ加速して──迫る。

『グオオォッ？』

　想定外の速度で迫ったからか、巨人は慌てたように振り上げていた足を下ろし、こちらを踏み潰そうと──。

「遅い、よっ！」

　振り下ろされた足を背後において、僅わずかな差で私が巨人の足よりも早く相手の身体へと到達した。そして後ろへと回り込んでからすぐに反転し、巨人の背中と相対する。

『グッ』

「『フレイム・ストリーム』っ！」

『グアァッ！』

　巨人が左手を振り回しながらこちらへ向き直るより早く、魔法を放つ。背中に直撃を受けた巨人は、強い力で押されたように俯せに身体を前へと投げ出した。

　巨人が地面を転がったことで周囲に轟ごう音おんが響き、アリンちゃんが不安そうに周囲を見回す。

　まぁ、姿が見えていなかったら地震でも起こっているような気がするよね。おまけに暗視薬のお陰で多分巨人以外のものは見えてるんだろうし。不自然に潰れる草や上がる砂ぼこり。

　うん、考えただけでもわけが分からないよ。

『ギィアアアアァァァァァッ！』

「うへっ？」

　私がアリンちゃんに気を取られているうちに立ち上がった巨人が、突然一つしかない目を赤く光らせて叫び声をあげた。な、なにこれ？　なんか一気にやばそうな雰囲気になったんですけど……。

　そして目を光らせたまま、巨人がその場で右足を大きく上げた後、一気に振り下ろした。

　地面が大きく揺れ、近くにある湖の水面が振動でめちゃくちゃに搔き乱される。

「あうっ？」

　私よりも巨人から離れていたはずのアリンちゃんが、腰を抜かしたようにしゃがみ込む。この状況、見たことあるぞ？

「……そうか、ギガース・ゴーレムの地震攻撃だな？　あれと似たような感じだ」

　例のダンジョンで戦ったギガース・ゴーレムも、こんな風にその場足踏みをして地面を揺らすことがあったっけ。いつの頃からか慣れたけど、最初は振動で動けなくなってその隙すきにボコボコにやられてしまった。

　まぁゴーレムの攻撃が効かなくなったのは、一般スキル『耐震』を取得したからなんだろうけど。でもレベルがまだ５だからかな？　立っていられないほどじゃないけど、やっぱりちょっと足元がおぼつかなくなるね。

「ひ、ひぇ……ちょ、ちょっとアンズさん！　な、何とかしてくださいよっ！」

「な、何とかって言われても……うーん」

　乗って来たのかテンポよく、左右の足を交互に地面に叩きつける巨人。その度にアリンちゃんの身体がころころと転がったり、浮かび上がったりして大変そうだ。見てるこっちはちょっと面白いし、可愛くて癒いやされるけどね。

「まぁ、たしかにちょっと目め障ざわりかな？」

　そのまま大きな足踏みをした状態でこちらへと迫ってくる巨人に、私も自分から突っ込んでみる。

　まったく高校球児の入場行進じゃあるまいし、そんな腿もも上あげしなくてもいいってのにっ。

『グガガガ』

「え……い、いやちょっと待ってよ……」

　片方の足が浮いている間にもう片方の足を狙って転ばそうと思ったんだけど、近づいたこちらへ向けて巨人が口を開けた。いや、この展開は多分──。

『ゴアァァァッ！』

「うわぁっ！　やっぱりブレスだぁぁっ！」

　巨人の口から一直線の太い火の柱が放たれて、全力で横に飛び退いた私がいた所へ突き刺さる。そしてそれだけでは飽き足らず、首を巡らせた巨人の火がそこからさらに後方へと線を引くように伸びていき、草原の植物を薙なぎ払はらってしまった。

　ブレス、というよりはレーザーなのかな？

　お、おそろしい。

　というよりあんな巨体でブレス吐くとか反則じゃないかな？

「ひ、ひやぁっ！　あ、アンズさんっ！　と、突然火がっ！　火が私の目の前を横切って！　バシュッてなりましたよ？」

　動揺したようにアリンちゃんが訴えてくるけど、振り返っては駄目だ。この巨人から目を逸そらすわけにいかないし、怯おびえるアリンちゃんを見たらきっと萌えて動きが鈍くなってしまう。

　想像だ。想像だけに留めて……はぁ、かわええ。

『グアッ！』

「おっとっ？」

　少し邪な妄想をしていた私へ、巨人が鉄槌を下すかのように拳を振り下ろしてくる。それを背後に躱して再びその拳に乗ろうとしたけれど、すかさず反対の拳がこちらへと降ってくる。さらに躱すと、最初振り下ろした拳を再びこちらへ。

「くっ！　し、しつこいなぁ」

　左右の拳による連打攻撃だ。巨人は腰を曲げた状態で、何とかバックステップで躱すのが精一杯なこちらを追いかけてくる。

　巨人だから当然リーチが長い。飛び退いて距離を取っても、一瞬でその取った距離を潰されてしまう。これじゃあ防戦一方だよ。

「あ、アンズさーん。た、助けて……」

　おまけにこの地面を殴りつける攻撃にも振動が発生するようで、アリンちゃんが情けない声で助けを求めてくる。どうも回避が上手く行かないと思ったらそういうことか。まぁ、多分この戦いが終わったら、『耐震』ってスキルを得ているはずだから今は諦めたらいいと思うよ。

『グオッ！　グオッ！　ガァァ！』

　こちらが躱すだけなのを良いことに、やたらめったらと拳を叩きつけてくる巨人。その適当に見える一つ一つが、レベルは高いとはいえ初期装備でしかない私にとっては大きな脅威だ。だからこそ押せ押せムードなのだろうが、あまり調子に乗せるのは面白くない。

「あんまり調子に──」

『グガァッ！』

　拳を振り上げた巨人に対し、私はあえて立ち止まる。そして当然のように振り上げられた拳は速度と威力を伴いこちらへ直撃──。

「乗らないでよね？」

　する直前で私は前へ跳んだ。つまり巨人側へと跳んだのだ。

『グガ？』

　巨人の両足を擦すり抜ぬけて前へ跳んだ私を、怪け訝げんそうな顔つきの巨人の単眼が追いかけてくる。おいおい、私なんかを見ていていいのかい？　今、君が拳を振り下ろした場所をどこだと思っているんだ？

　湖の縁だぜ？

『ガ……』

　私が湖の縁に立っていることにも気付かず叩きつけられた巨人の拳は、大きく湖側へとはみ出していた。そのため、勢い余って身体ごと引っ張られるように、巨人は湖へと飛び込む形になる。

　水みず飛沫しぶきを上げて、浅くなった湖へとダイブする巨人。そしてすぐに巨人の重みで水みず嵩かさが増した。

「ど、どう？　本当に何かいるでしょう？」

　取りあえずこの隙にアリンちゃんに近寄って、へたり込んだままの体勢から引き起こしてあげる。

「……い、いますね。いますけど、私には見えません」

「そ、そんなこと言われても……」

　多分、何らかの条件を満たしてないからだと思うけど、どうやったらアリンちゃんにも姿が見えるんだろう。やっぱりレベルを上げた方がいいのかな？

「……もしかしたら、パーティーを組めば見えるようになるのかもしれません」

「……え？　そうなの？」

　あれ？　ていうかパーティー組んでなかったっけ？　たしかに私「パーティー組みたい」って言ったような……あ、あれ結局言ってなかったわ。誤解も解いてないから、アリンちゃんの中では私は初対面でパンツを欲しがった変態になってるんじゃ……。

「たまにあるんです。パーティーメンバーの一人でも条件を満たしていたら、他のプレイヤーも相手と戦えるシステムが。この戦闘がそうであるとは限りませんが」

「……でも戦闘中だよ？　パーティーって組めるの？」

「このゲームでは、目の前にいる相手を直接指定すれば可能です。ただ、戦闘中の解除はできませんが」

　じゃ、じゃあパーティーを組めばアリンちゃんにもあの巨人が見られるのかな？　パーティーを組むのは私的には全然ありだし、むしろご褒美みたいなものだけど……大丈夫かな？

　今、あいつがアリンちゃんを狙わないのは無関係だからなんじゃないの？　もし私と組んだら、きっとアリンちゃんも狙われて……そしたら私、この娘を守り切れるのかな？　どうやら戦闘中にパーティーメンバーの解散はできないみたいだし……。

「……何を悩んでるんです？」

「い、いや……パーティーを組んだらあの化け物がアリンちゃんを狙わないのかなぁと思って」

「……まぁ、パーティー内の低レベルを狙うのが、ＭＯＢの基本ですよね。おまけに魔剣士と魔法使いじゃ……多分魔法使いの方が狙われそう」

「駄目じゃんっ！」

　やっぱりこの戦いは私一人で挑むべきだ。早くしないと巨人も出てきちゃうだろうし、ここはパーティーを組むのは諦め──。

「待ってください」

　踵きびすを返そうとした私の腕を、アリンちゃんが摑つかんできた。お、おひょ？　じょ、女子中学生に腕摑まれるとか、一歩間違えれば事案にならないかな？

「言ったはずです、私はこのゲームで美しい光景や色んな景色が見たいんです。すぐ傍で見られるはずの景色を見られないなんて、納得できません」

「で、でもすぐに死んじゃうかも……」

「死に戻りしないプレイヤーなんていません。それに私がすぐ死に戻ったところで、アンズさんは今まで一人で戦っていたじゃないですか？　ちょっと経験値は減るかもしれないですけど、何の影響もないはずですよ」

「う……正論だけど……」

　正論だけど何だか納得いかないんだよなぁ。やっぱりパーティーを組むからには、メンバーには死んでほしくないよ。

　それがたとえ戯ざれ言ごとだとしても、私はそんな優しい戯言が好きでござるよ……あれ？　なんだっけあれ？

「とにかく、早くパーティーを組んでください。メッセージが出て五秒以内ですよ？」

「う、く……」




──プレイヤー名：アリンからパーティーの申請が届いています。受理しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　人との会話に慣れていない私は、こんな風に押されたら断れないよ。それに、アリンちゃんの願いを叶えたいとも思うし……仕方ないかな。

「──けどアリンちゃん。私はあの化け物を見ることが、アリンちゃんの望みに繫がるとは思えないんだけどなぁ」

　ＹＥＳを選択しながら呟つぶやくと、彼女が怪訝そうな顔で首を傾げた。

「えっ？　なぜです？」

「いや、あれは別に見なくてもいい景色だと思うから……」

　そう答えた私の背後で爆発するような轟音が響き、湖から飛んできた水飛沫がこちらまで届く。

「──あっ……」

　そしておそらく、私の背後で立ち上がった巨人が見えたんだろうね。アリンちゃんが何とも言えない顔で視線をすっと泳がせる。

「ちょっ──な、なんですかあれ？　何で序盤のフィールドにあんな化け物がいるんですか？　絶対なんかおかしいですよっ！」

　そして一拍の間を置き、もっともな正論を言って巨人の視線から逃れるように私の背後に回った。

　うん、それは紛まぎれもなく正しい反応だと思うよ。

「ま、まぁ、こんなこともあるよ。ど、ドンマイドンマイ」

「いやないですよ？　なんでログインした日にあんな化け物と戦わないといけないんですか？」

「えぇ……じ、自分で言いだしたのに」

　大体アリンちゃんはまだいいと思う。私なんてログインして割とすぐにジャイアント・マンティスに瞬殺されたんだし。

　あんなわけの分からない突発的な死に方をしてないだけきっとマシだよ。

「だ、大体なんでアンズさんはあんなのとまともに渡り合えてるんですか？　魔剣士なんですよね？　攻撃が一割減少して使えるスキルに不利があるんですよね？　って、アンズさんっ！　初期装備じゃないですかっ！」

「え、あ……そうだけど？」

「いや、そうだけど、じゃなくて──」

　巨人の姿を見て何やら動揺しちゃった感じのアリンちゃんを押し退け、一緒に地べたへと転がった。

　そしてその場所へ突き刺さる、巨人の高威力と思われるブレス──あっぶなぁ！　横薙ぎに振るわれていたら、絶対直撃してたよ。

「アリンちゃん、取りあえず私が突っ込むから、地面に伏せて待ってて。私があいつの気を逸らしているうちに、無理はせずに私の方へ近づいて。多分あのブレスは、遠くにいるより近くの方が軌道が狭まって当たりにくい」

「え、で、でも……」

「いくよ？　３、２、１、ゴーッ！」

　アリンちゃんは少し戸と惑まどっていたけれど、ゆっくり説明してあげられる時間もないんだよ。ごめんね？

　再び口を開いた巨人のその口目掛けて、こちらも『フレイム・ストリーム』を放つ。さすがに何度か喰らって学習したのか、巨人はブレスを放つことに拘こだわらず、一度口を閉じて回避行動に移った。

　うん、それでいい。

　どうせあのまま巨人がブレスを放っていたら、こちらの魔法なんて搔き消されていただろうから。もしかしたら私の魔法の方がブレスを放つよりも早く相手に届いたかもしれないけれど、大してダメージを入れられるわけじゃない。

　ならここは、接近する時間を稼ぐための囮おとりに使うのが一番だ。

「はっ！」

『グガァッ？』

　近づいてから、巨人の剝き出しになっている足の小指に錆びた剣で斬りつけた。足の指は人間にとっての弱点だと何かの漫画で読んだことがあって、咄とつ嗟さにこんな攻撃をしてしまったのだ。

　もちろんゲームの世界だし、相手は人型とは言えどう見ても人間とは思えないような化け物だから、確信があったわけではない。

　けれど私の小指への攻撃は、それなりに効いたようだ。巨人は嫌がるように足を乱暴に動かしてくる。巨人の踝くるぶしまでの高さが大体私の頭の高さだから、そんなものを受けたらひとたまりもない。慌てて身を引いて、距離を取った。

『グググ』

　距離を取ったこちらを睨みつけるように視線を向けてくる巨人。しかし先ほどまで赤かった目が元に戻っていて、それほど怖さを感じなくなった。

　……いやいや、なに麻ま痺ひしちゃってんの？　十分怖いでしょ、アレ。目が赤くなってないから怖くないって、私はバカかよ？

『グガァァァ』

　巨人は半歩でこちらとの距離を詰めると、覆いかぶさるように上半身を折り曲げ、開いた右みぎ掌てをこちらへと振り下ろして来た。掌だけで私よりも大きい。掠かすっただけでも大ダメージは必至だけど、素早く振り下ろされ広げられた掌は大きく、範囲外に出るのは厳しい。

　な、南な無む三さんっ！

　私は上空から迫る掌を見ながら後方へとジャンプした。もちろんそれだけでは巨人の大きな掌からは逃れることはできても、開かれた指が直撃──する直前で身体を反転させて横にずれる。

　轟音とともに振り下ろされた巨人の掌。けれど人差し指と中指の隙間になんとか活路を見出した私は無傷だ。上手く行くかどうか分からなかったけれど、巨人の大きく開いていた掌が私に味方した形だ。

『グオ？』

　巨人は私が避けたのが納得いかないように首を傾げた後、開いていた人差し指と中指を閉じて私を挟み込もうとする。や、やばっ。

　咄嗟に錆びた剣をつっかえ棒にして事なきを得たけれど、これ、普通の武器だったら折れて潰されてたんじゃないかな？

　初期装備で、耐久値が存在しないこの錆びた剣だったからこそ、なんとかつっかえ棒として機能してるんだと思う。だって普通、錆びて刃は毀こぼれしてる剣がこの状況で壊れないなんてあり得ないだろうし。

『グウッ！』

　剣で閉じられない指に激怒したのか、空いていた左手で右掌ごと私を殴りつけてくる。当然予想していたので、左の握り拳に意識が集中した巨人の人差し指と中指の力が弱まった隙に、剣を無理やり外してバックステップ。

『グガァアッ？』

　結局、自分の指を思いっきり拳で殴りつけただけになった巨人は、痛そうに絶叫を上げた。

　よーし、ここから一気に畳たたみかけるぞー。

「はぁ、はぁ……あの、アンズさん」

「え？　うええ？　ちょ、ちょっとこっちまで来ちゃったの？」

　突然声を掛けられて驚き振り向くと、顔を強こわ張ばらせて疲れたような風情を漂わせるアリンちゃんがいた。そこまで距離はなかったけれど、多分精神的に疲れちゃったんだと思う。ていうか、なんで君はここにいるの？

「あ、アンズさんが『私の方へ近づいてきて』って言ったんじゃないですか」

　え？　私そんなこと──あ、多分言っちゃった。そういう意味じゃなかったんだけどなぁ。

「いや、そ、そうだけど。あの、ブレスが当たらないように近づいて欲しかっただけで、別にここまで接近とかしなくて──」

「後ろっ！」

『気配感知』に反応があったのと、私の背後を見ていたアリンちゃんが叫んだのは同時だった。

　私は咄嗟にアリンちゃんを押し倒しながら身体を伏せる。そしてそのすぐ上を、巨人の腕が通過し風切り音が追いかけていく。

　あ、あぶなかった……。

「『フレイム・ストリーム』」

　巨人が体勢を整える前に魔法を発動し、隙を作り出して距離を取る。もちろん、アリンちゃんも一緒だ。

　この辺は草原というだけあって身を隠せる場所が全然ない。多分あんまり意味はないと思うけれど、背の高い草の陰にアリンちゃんを伏せさせ待機させる。きっと、まだ大した行動はしてないから巨人からも狙われにくいはずだ。

『グオオォッ！』

「ひいぃ？」

　と思っていたら、前に出て構えを取った私を見ることなく、さっそくアリンちゃんがいる場所に視線を向けて突っ込もうとする巨人。こやつ、さてはフラグブレイカーか？　どうしよう、魔法だけじゃあんまり気を引けないだろうし……。

　仕方なく、迫る巨人へ牽けん制せいのための『ファイヤー・ボール』を撃ち出すけれど、『フレイム・ストリーム』よりも威力が明らかに落ちるその魔法を、巨人は避けようともしなかった。

　直撃、けれど一向に構わず突っ込んでくる。精々こちらに視線を少し向けた程度だ。だけど、それでいい。

「や、やーい馬鹿！　木で偶くの坊ぼうっ！」

　ちらっと視線を向けた巨人に目立つように、精一杯飛びあがって挑発する。たしかこうやって相手を挑発して、ターゲットを移したりすることができるって聞いたことがあるような、ないような……。

　私の悪口を巨人は気にした風もなく、アリンちゃんを目指して駆ける。あら、やっぱりこれって意味ないのかな？

　いや、まだ分からないぞ。もうちょっと馬鹿にしてみよう。

「たーこ。おたんこなす！　このとんちんかん！　お前のかあさんでーべそ！」

「い、いや、子どもの喧嘩じゃないんですからっ！　そんなので気が引けるわけないでしょうっ」

　私の意図を察したのか、巨人に狙われているアリンちゃんが慌てたように注意してくる。

　え？　子供みたいだったかな？　じゃ、じゃあもうちょっと大人っぽい悪口で……。

「こ、この童貞野郎っ！　お前の駄目な●●●を××して豚の餌にしてやるっ！」

『グオオォッ！』

　よしっ！　私の方に関心を引くことができたのか、巨人がこっちへ向かって来たぞっ！

　さぁ、来い！

　こちらへターゲットを移すことができたようなので、伏せたままのアリンちゃんから距離を取った。

「……助けてもらってあれですけど……意外とああいうことも言うんだ」

　顔を赤くしたアリンちゃんの小さく呟いた言葉が、距離を取ろうとしていた私の耳にゲームの風に乗って届いた。

　あ、どうしよう。ちょっと恥ずかしくなっちゃった……。

　──いやいや、ここで羞恥心に負けるわけにはいかない。

　アリンちゃんから距離を取って、なんとか巨人の相手を一人で引き受け続ける。

　巨人も時々アリンちゃんの方へ興味を示しそうになるけれど、その度に牽制して挑発して足止めして、何とか私一人を相手に戦わせることができていた。

　巨人から大ダメージを受けるような攻撃は貰っていないけれど、それでも掠めたりダメージの低い攻撃を受けたりして私のＨＰもちょっとずつ減ってきている。不味い不味い。

　でも、それは向こうも同じことだ。ある程度ダメージを与え続けていたら、一定時間で点ついたり消えたりしていた巨人の瞳の赤い光が、点きっぱなしになってしまった。これはきっと、相手のＨＰもあんまり残っていない証拠だと思う。

　けどやっかいだなぁ。どうやらあの赤い目になっている時は、巨人の攻撃にいちいち振動が発生するんだよね。

　もちろん『耐震』があるので致命的ではないけれど、やりにくさはある。早く止とどめを刺して黙らせないと。

「『フレイム・ストリーム』！」

　巨人の振り上げた左腕に飛び乗って顔近くまで運んでもらうと、そこから飛び降りながら横っ面に魔法を叩きこむっ。

『グゥ……』

　結構効いたのか、巨人の大きな身体が右側に傾き──けれど右足で踏ん張ってこちらを睨むようにキッと見た。

　不味い、何か来るっ！

　巨人が大きく息を吸い込んだのを見て、ブレス系の技かと思って傍に寄った。その方が巨人から近い分軌道が読みやすくて、その巨体に潜もぐり込こんで躱しやすいからだ。

　なによりアリンちゃんに顔を向けるようなら、即座に攻撃して気を逸らさないといけない。

『ブワァァァァァァッ！』

「ぎょえ？」

　ところが巨人が吐き出したのは、ブレスではなく大絶叫だった。あまりの大きさに遠くに見える湖の水面が大きく波打ってる。ていうかこれ、空気が揺れてない？　こんな漫画みたいな現象初めて見たよ。
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──称号『被虐の鑑かがみ』のオプション効果により、状態異常の無効化に成功しました。




「へ？」

　そんなメッセージが一瞬だけ表示されたことで、これが状態異常攻撃だったことに気付く。あのダンジョンでいっぱいお世話になった称号だからね。今回も役に立ってくれたみたいだ。

　もし効果を受けていたらどうなってたんだろう？　規模は違うけれど、オルトロスっていうわんちゃんも似たような攻撃してきたなぁ。あれは二秒間だけ硬直する効果だったけれど……。

　まぁいいか。

　取りあえず叫んだ姿勢のまま固まっている巨人の指に、錆びた剣で斬りつけた。

『グオォッ！』

　もちろんずっと固まっているはずもないよね？　すぐに再起動してこちらを殴りつけてくる。

　それを半歩下がっただけでぎりぎり躱して、引かれる拳に飛び乗る。発生する振動でちょっとジャンプが難しかったけれど、何とか巨人の人差し指と中指を摑んで引っ掛かり、上へと引っ張り上げてもらった。

『グ？』

　指にぶら下がる私に気付いて振り払おうとする巨人──今だ。

「ていっ！」

　巨人が手首を振った反動を利用して、そこから巨人の顔を目掛けて飛び上がる。やっぱり小人が巨人を倒す物語の定番と言えば、一番の弱点──そう、目を潰さなきゃ始まらないよね？

『グアァァ！』

　目に錆びた剣での横薙ぎの一いつ閃せんっ！　それは見事に巨人の赤く光っていた瞳を直撃し、巨人は喚わめきながら後ろに下がる。

　両手で一つしかない目を押さえて悶えているようだし、これはかなり効いてるでしょ。

　おそらくだけど、あと一発、あの目に攻撃を直撃させれば勝てるはず。よし、最後の踏ん張りどころだ。

　目を押さえ、指の隙間からこちらを覗く巨人に、特攻を仕掛ける。慌てたように巨人が足をじたばたと動かすけれど、目が痛くてこちらに狙いを定められていないようだ。紙一重ながらもなんとか躱しきる。

『グ、ガ……グガァァ！』

　足踏みでの攻撃が当たらないことに業ごうを煮にやしたのか、巨人が目を押さえていた手を外し、拳を握ってこちらに振り下ろして来た。

　そう、この時を待っていた。

「これで──」

　腰を曲げ、こちらへと迫る巨人の上半身。それはつまり、顔も近づいてくるというわけで、私はその顔へ剣の先端を向けた。

「──終わりだよっ！　『フレイム・ストリーム』っ！」

　巨人の拳がこちらへ届くよりも早く、私の剣から放たれた魔法は巨人の瞳へと──。




──『フレイム・ストリーム』を使用するにはＭＰが足りません。




「……へ？」

　私の身体に巨人の拳が突き刺さった。
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「……いやぁ、お、惜しかったよね」

「…………」

　結局、あの巨人の一発でやられてしまった私は、気付いたらベルンダの街の第一広場にリスポーンしていたみたい。またレベル８３を目指して経験値０から獲得していかないといけないなぁ。はぁー。

　そして当然と言えば当然なんだけど、私がやられた後にアリンちゃんもやられちゃったみたいで、ものの十秒もしない内にここへリスポーンしてきた。同じ所をリスポーン登録してたなんて、ちょっと運命感じちゃうよね。

　ていうか私、この広場をリスポーン登録したのって偶然だったんだよね。あの偶然がなければもしかして、あのダンジョンに死に戻ることができたのかな？　まぁ、いいか。こうしてアリンちゃんと同じ所に死に戻れたんだし。

「あ、アリンちゃん？　さっきからど、どうしたの？」

「……えっと……いや、はい」

　何だか固まっているアリンちゃんに問いかけるも、どうにも返事が上の空だ。良いところで負けちゃって、私のこと怒っているのかな？

　そりゃあ、そうだよね。私がもし勝っていたら、アリンちゃんはあの巨人を倒した経験値を労さず手に入れていたんだし、珍しいアイテムだって手に入ったかもしれないんだし。くっそ、私だってアリンちゃんを寄生？　とかいうプレイさせてあげたかった。アリンちゃんと寄生プレイしたかったよぉ。

「す、すごい……なんなのこのステータス？　第一陣にしたってこんなデタラメな数値はありえないでしょ。だって、最前線でも５０くらいだって……なんで本当に８２？」

　おや、どうやら上の空だと思っていたアリンちゃんは、実は私のステータスを見ていたみたいだ。そう言えばマイフレンドの鉄てつ心しんさんが「パーティーを組めばステータスを見られる」なんてことを言っていたなぁ。

　どれどれ、私もアリンちゃんのステータスを見てみようかな。

「あ、アリンちゃん。ね、ねぇ。私もアリンちゃんのステータス見ていいかな？」

「……え？　あ、いいですよ。というより、相手から特別なことわりがなければ、パーティーを組んだなら自由に見てもいいと思いますよ？　パーティーを組むってことは、ステータスを見せてもいい相手だって認識してます」

「あ、そうなの？」

「ええ。ただ、スキル等に関しては、相手からの設定を変えてもらう必要があるので、自由に見るってわけにはいかないでしょうけどね」

　そういうわけらしいので、アリンちゃんのステータスを見せてもらった。

　ふーん、魔法使いのクラスでレベルは６か。まぁ、一日目だしね。こんなもんじゃないかな？

　私だってレベルが１から上がるのに何日かかったことか。もう忘れちゃったけど、たしか随分と１の時間が長かったよね。本当に、私頑張ったよ。

「……アンズさんって、一体何者なんですか？　最前線の攻略組ですか？」

「え？　最前線も何も、私、今日初めてパロン草原に行ったよ？」

「うそ……いえ、たしかに湖の場所も知らなかったし、言動もどこか変だったような……と言うより一番奇妙なのが──どうして初期装備なんですか？」

「あ、こ、これ？　えーと、実は私『無差別投下バグ事件』の被害者でね？　ずっと高レベル帯のダンジョンでレベル上げてたんだ。そして今日、ようやくそのダンジョンから出られたってわけ」

　鉄心さんにはあんまり言わない方がいいって言われてるけれど、レベルも知られちゃったし今さらだよね？

　ていうかこの返事、ちゃんとアリンちゃんの質問に答えたことになるのかな？

　私の言葉にアリンちゃんは少し考えこむような顔をして、それから小さく息を吐き出した。

「あんな理り不ふ尽じんなバグを受け入れて、挫ざ折せつすることなく実力で突破する。なるほど、面白い人ですね、アンズさん。私の姉があなたのことを知れば興味を持つかもしれません」

「あ、やっぱりお姉さんいるんだ？」

「え？　あ、いえ……いえ、私には姉はいません。間違えました」

「じゃあお兄さん？」

「……そう、ですね。私の兄はきっと、あなたに興味を持つと思いますよ」

　何やら意味深長に呟つぶやいてみせるアリンちゃん。あ、なんかいいなぁ。私もそういう裏がありそうな呟きとかしてみたい。ちょっと格好いい。

「まぁ、私としては私まで奇異な目を向けられる可能性があるので会って欲しくはないところですが」

「えぇー。で、でもアリンちゃんのお兄さんなら、きっと男前なんだろうね？　アリンちゃんが美の神しん髄ずいを極めたってくらいの美少女だから」

「いや、兄は……いえ、ありがとう、ございます」

　私の言葉に何か言いかけて、けれど照れたように俯うつむいてしまったアリンちゃん。う、うひょー、くぁわええ……。

「で、では、そろそろ私はパロン草原に戻ります。今日中に『夜目』スキルを取得しておきたいので。いろいろとありがとうございました」

　パーティーを解散した後、アリンちゃんが一礼して私に背を向けた。どうやらまだゲームを続けるみたいだ。

「あ、あのちょっと待って」

　そんなアリンちゃんを、私は思い切って呼び止めた。

「うん？　なんですか？」

　アリンちゃんは当然だけど、呼び止められた理由が分からないとばかりに怪け訝げんそうな顔で振り返った。

　ど、どうしようかな。

　せっかくパーティーも組んだ仲だし、ガード対象からも除外してるんだし、フレンドになりたいんだけどなぁ。駄目かなぁ。

　い、いや、アリンちゃんだってレベル８２の私と仲良くしてた方が絶対良いと思うんだよなぁ。そりゃあまだ攻略のこととか全然分かんないけど、戦闘面では力になれるし？　何なら私、アリンちゃんのためならいくらでも寄生プレイとかいうのオッケーだし。素材だって貢みついでもいいよ？　けっこう良さげなものいっぱい持ってるから、きっと役に立つと思うんだよなぁ。あ、でもアリンちゃん的にはそういうのどうなんだろう？　もしかしたら「私は貢いで欲しくてアンズさんとフレンドになったわけじゃありません」とか言わないかな？　言いそうだなぁ。そういうところも潔くて格好良くて可愛いけれど、もうちょっと私に甘えて欲しいよね。というよりこの娘こ、すごく可愛くて守ってあげたくなるオーラ全開だから、私以外にも貢ぎたいっていうプレイヤーがたくさんいるんじゃないかな？　今日がログイン初日だったからたまたま私と仲良くしてくれただけで、ここでフレンド登録しておかないと二度と私と関わってくれない可能性まであるよね。さぁ、困ったぞ。いや、困るも何もフレンド登録すればいいだけの話なんだけど、大丈夫かな？　アリンちゃんに「フレンド登録したい」って言ったら、こ、告白してると勘違いされないかな？　そして内心で「はっ、身の程知らずの陰キャ女が」とか思われちゃったりしないかな？　い、いや、アリンちゃんは優しいからそんな風には思わないはず。きっと明るく笑って「いいですよ。フレンドになりましょう」と快かい諾だくしてくれて、内心で「はっ、陰キャ臭がくせぇくせぇ」と思ってたり──って、やっぱり内心で馬鹿にされてるじゃないか。違う違う、きっとアリンちゃんは──。

「……あの、もう行ってもいいですか？」

「──へ？　あ、え……いや、あの……ね？　ふひ」

　内心での早口な独り言が長くなりすぎて、痺しびれを切らしちゃったのかアリンちゃんが問いかけてきた。しまった、これで余計にフレンドに誘いにくくなってしまった。どうしよう。

「ああ、そうだアンズさん」

「へ、え？　何でござんしょう？」

「私とフレンドになってくれませんか？」

「え……えぇぇっ！　いいの？」

「はい」




──プレイヤー名：アリンからフレンド申請が届いています。受理しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




「やっぱりやーめた」なんて言わせない為に、私は即座にＹＥＳを選択してアリンちゃんをフレンド登録する。

　や、やった。今日だけでフレンドが四人もっ！　すごい、私。ゲーム内の時間でも、一月で百人はフレンドできるんじゃないかな。い、いや、別にそこまで欲しいわけじゃないけど。ま、まぁ本気出せばそういうこともできるよーって話でね。

「ふふ。私とフレンド登録したくらいでそんなに喜んでもらえて嬉しいです。では、今日はこれで」

「あ、私も手伝おうか？」

　せっかくフレンドになったんだし協力しようと思って提案したんだけど、アリンちゃんは首を横に振った。

「いえ、パロン草原でアンズさんと組んだらほとんど経験値が貰えなくなると思うので。『夜目』スキルを取得するだけならそれでもいいんですが、レベル上げもしておきたいので一人で行ってきます」

「そ、そっか……」

　そう言えば、レベルに開きがあったら貰える経験値が減少するんだっけ？　黒くろ羽はさんが言ってたような。じゃあもしかして、アリンちゃんがもう少しレベル上げるまで、しばらくはパーティー組めないのかな？　ちょっと悲しいかも。

「アンズさん」

　少し落ち込んだ私に、アリンちゃんが近づいてきて笑いかけてくれた。

「今日、私はこのゲームをやる上で目標ができました。それはレベルをたくさん上げて、アンズさんの足を引っ張らないくらい強くなって、また、二人であの巨人に挑むという目標です」

「……アリンちゃん」

「だからその時が来たら、一緒に戦ってください。もちろん、あの巨人と戦う以外の時も機会があればパーティーは組みましょう……約束ですよ？」

　差し出された掌てのひらを私も恐る恐る両手を伸ばして摑む。小さくて柔らかくて相変わらず可愛らしい掌だ。

　守らなきゃ。

　次に彼女と一緒にあの巨人に挑む時は、絶対に死に戻りなんてさせない。ううん、あの巨人だけじゃない。

[image: ]

　私が彼女とパーティーを組む時は、絶対に死に戻りなんてさせないんだから。私が守ってみせるんだから。

「……あの、いい加減すりすりやめてもらえますか？」

　心の中で決意を固めながらアリンちゃんの掌をさりげなくなでなでしていた私は、引き攣った笑顔に変わった彼女の表情を見てそっと手を離した。

　いや、ね？　えーと……。

「……例のダンジョンを出て、まだゲーム内で一日。さぁ、私の攻略はこれからだっ！」

「あの、全然誤魔化せていませんからね？　そんな打ち切り漫画の最後の一コマみたいな台詞言っても、何も誤魔化せてないですからね？」

　アンズの新たなる冒険にご期待ください!!　──とか、そんな感じで。




　とにかくこの日から、私の実質的なゲームにおけるクロニクルが始まったのだった。





あとがき







　人生で最初にプレイしたゲームのことを、皆様は覚えているでしょうか？




　どうも、津つ野の瀬せ 文ぶんと申します。

　はじめましての方は、はじめまして。お会いできて光栄です。

　どこかでお会いしたことのある方は、お久しぶりでございます。再びお会いできて嬉しい限りです。

　この度は『エイス大たい陸りくクロニクル』をお手に取っていただき、誠にありがとうございました。あとがきを目にされている以上、間違いなくこの物語は本に纏められて皆様の元へと届けられていることでしょう。きっとこの喜びは、何度経験しても薄れることはありません。たくさんの巡り合わせに感謝いたします。もちろん、数ある良作から本書を手に取ってくださったあなたにも。




　あいさつはこれくらいにして、唐突な冒頭の質問へと戻りましょう。これまでいくつもゲームをプレイしてきた方ほど、最初に遊んだゲームを思い出せないのでないでしょうか？　特に幼少の頃からゲームに親しんでいればいるほど、その始まりを掘り起こすのは大変な気がします。

　かくいう私もよく覚えていません。幼心に楽しんだ記憶はあるのですが、それが何のゲームだったのかまでは思い出せないのです。

　おそらくは「『ポケット』に『モンスター』を入れて連れ回したり、他のモンスターと戦わせたりするゲーム」だったかと思います。ただ、それ以前に本当にゲームをしていなかったかと問われると、どうも曖昧になるのです。皆様もでしょうか？　それとも私だけですかね？　歳ですかね？　嫌ですね……。




　ええと、すでにお読みくださった方はご存知かと思いますが、本書である『エイス大たい陸りくクロニクル』も、一種のゲームを題材とした物語です。

　そのため、投稿サイト様で募集が行われていた『第二回ファミ通文庫大賞』において、ゲームノベル特別賞というとても光栄な賞に選んでいただきました。そしてなんと、こちらの賞は書籍化のみならずコミカライズも検討してくださるそうなので、もしかしたら本書が漫画になる日が来るかもしれません。

　漫画になってゲームの世界を縦横無尽に駆け巡る主人公や登場人物たちを、是非とも見てみたいものですね。ええ、単なる願望です。




　さて、この物語に魅力を感じて素敵な賞に選んでくださった出版社様、熱意を持って力になってくださった担当編集様、素敵なイラストを描いてくださった七なな原はら冬雪ふゆき様、様々な指摘をしてくださった校正者様など──多くの方々の協力があったからこそ、本書をこうして世に出すことができました。本当にありがとうございます。

　何より、出版された本書を手に取ってくださった皆様。重ねて無上の感謝を捧げます。

　あなたが最初にプレイしたゲームのようなワクワクを、本書がお届けできていることを祈って。








津野瀬 文　　　　
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